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王子はいつでもガチ勝負！




はじまりは神剣、だろ？








望月もらん
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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本文イラスト／松本テマリ







　　　序







　森に守られた社やしろの静せい寂じやくが騒さわがしい声に破られる。

「うわあっ、緋ひ央おう大明神が暴れ始めたぞーっ！」

　少年たちが恐おそれ戦おののいて、転がるように逃げ出した。

　それを追いかけるのは、白くふっくらとした頰ほおを怒いかりで真っ赤に染めた、少年だった。

「ふざけんな。そっちから挑いどんできたんだから、最後まで勝負しろ！」

　拳こぶしをかざし、怒ど鳴なり声を上げなければ、どこから見ても完かん璧ぺきな美少女だっただろう。

　薄うす紅べに色の大きめな衣ころもを着て、赤い紐ひもで髪かみを結ゆわえている。

　だが、走りまわったせいでその髪もほつれ、葉っぱがはりついていた。

　袖そでは破れ、頰はすり切れ、膝ひざには土汚よごれがついた勇ましい姿だ。

「魁かいだ……魁のやつを連れて来い！　あいつじゃなきゃ、緋央大明神が静まらないぞ！」

　少年の一人が叫さけび、数人がわっと散る。

　地面を蹴けって跳ちよう躍やくした緋央が一番大おお柄がらな少年の背中に飛び乗った。

　背せ丈たけも体格も倍はある相手だったが、かまわず拳を振り上げた。

　つかみ合い、地面を転がりまわってボカスカと殴なぐり合っていると、そのうちに先ほど逃げていった少年たちが、神官の白い祭服をまとった、背の高い少年を引き連れて駆かけ込んでくる。

「緋央……駄だ目めだっ！」

　祭服の少年の声に、緋央の拳が顔面寸前で止まった。

　かわりに、下から突つき上げられた拳に殴り飛ばされて地面に転がる。

「この疫やく病びよう神がみ王子。魁、お前もそいつと一いつ緒しよにいると最悪な災さい厄やくが降りかかるぞ！」

　大柄な少年は吐はき捨てて、他ほかの少年たちとともに走り去っていった。

　緋央は、「ざけんな」と悪態を吐ついて、血のにじんだ口もとを袖で拭ぬぐう。

「今日はまた……すさまじくやったね」

　ズタボロとしか形容のしようがない緋央の有様を眺ながめて、祭服の少年が呆あきれ顔になる。

　緋央はうっとばつの悪い顔をした。

「また、王君に叱しかられて、お蔵に放り込まれるぞ」

「そ、それくらい、どうってことねえよ」

　強がって見せたが、頰がヒクヒクと震ふるえている。

　今日はど派手にやったから、お蔵入りの上に食事抜ぬき三日は確定だ。

　少年は大げさにため息を吐き、緋央の腕をとる。

「は、はなせ、おれに触さわると……最悪な災厄が降りかかるかも……しれないだろ」

　腕を振り払はらって一歩下がると、少年は目をしばたたかせてから苦く笑しようをもらした。

「そんなこと、本気で気にしてるの」

　憮ぶ然ぜんとしていると、先ほどよりも強い力で腕をつかまれた。

「やめろ。おれは、お前に……っ！」

「関係ない。そんなの……信じる方がどうかしている」

　振り返った少年が珍めずらしく恐い顔をして言い切ったので、思わず押し黙だまった。

「君は緋央大明神でも疫病神王子でもない。そんなこと言うやつなんて、馬ば鹿かだ」

　社の階きざはしに緋央を座らせると、魁は水飲み場から手ふきを濡ぬらして戻ってくる。

　それが頰に当てられると、鈍にぶい痛みをおおう冷たさが心地ここちよかった。

「魁」

　緋央の前に膝をついた少年が顔を上げる。

「おれ、強くなりたい。本当の意味で強い男になりたいんだ」

　緋央が魁と呼んだその少年は、「うん……」と小さく頷うなずいてくれた。

　それだけで、自分には十分だった。










　大和やまとと呼ばれる小国は、大小の国々によって分かれていた。

　数百年ほど前には、神の血を引く一族によって統一されたが、その後に再びいくつもの小国に分かれて争うようになり、長き戦乱の果てに、王たちは誓せい約やくをもって和議を結ぶ。

　だが、大和統一の野望を抱いだく王たちは、密ひそかに国力を蓄たくわえ、武力を増強して、虎こ視し眈たん々たんと領土拡張の機会を狙ねらうようになった。




　大和の国に平和と統一をもたらすとされる、草くさ薙なぎの剣つるぎ。

　その神の剣は、アマテラス大おお御み神かみと呼ばれる太陽の女め神がみの社に祀まつられている。







　　　一







　梅雨つゆに入り、止やむ気配を見せない雨が雑草を濡らす。

　朽くちかけの小さな社の階に、緋央は一人腰こしをかけていた。

　十五歳の成人をむかえたが、男らしい体型からはほど遠く、背も思ったほどは伸のびていない。

　それどころか、色白な肌はだと童顔も手伝って、子供の頃ころよりも美少女然として見えた。

　小さくて厚い唇くちびるに、長い睫毛まつげが大きな瞳ひとみをさらに際きわ立だたせている。

　頰ほお杖づえをつきながら、憂うれいがちにため息を吐く姿には妙みような色いろ香かすら漂ただよっていた。

　ざっくりと刈かった髪は、せめて男らしく見せようという涙なみだぐましい努力の成果だ。

　火ほ高だかの国くにでは、成人に達した王族や大おお臣おみの子し弟ていは、帯たい剣けんを許されて役目を与あたえられる。

　しかし、緋央はこの国の王子という身分でありながら、いまだに帯剣も許されていなければ、何一つ、重要な役職にもつかせてもらえていなかった。

　生まれた時に、『災厄をもたらす』と不ふ吉きつな神しん託たくを受けた王子に、剣を持たせたり、重要な役職を任せたりすれば、何をしでかすか分からないと、父王や大臣たちは思っているのだろう。

　都から出ることもできず、一生飼い殺しにされるのかと思うと、息が詰つまりそうだった。

　三年前に引き起こされた政変以来、監視をつけられて自由もない。

　その目を盗ぬすんでこの社やしろにやってきたのも、半年ぶりだった。

　首に下げた瑪め瑙のうの勾まが玉たま飾かざりに手をやり、「どこにいるんだよ」と呟つぶやく。

　鳥居をくぐった青年が、緋央の方へと真っ直すぐにやってきた。

「ったく、人が塩しお饅まん頭じゆう食ってる間に抜け出しやがって。油断も隙すきもないやつだな」

　歳としは二十歳過ぎ、長身で彫ほりの深い顔立ちだ。肌は日に焼けて浅黒く、少し垂れ気味の一ひと重えの瞳で、唇は大きく、なかなかの美形だろう。短めの髪を後ろで無理に結わえていた。

　緋央は眉まゆをひそめて青年を睨にらんでから、視線をそらす。

　鳥居の陰かげに衛え士じが待機しているのが見える。

「……見張ってなくても、都からは出たりしない」

「そう言いながら、何度も脱だつ走そうを企くわだてて俺の手を煩わずらわせてきただろうが」

「昔のことだろ。最近はやってない」

　旅芸人の荷物の中に紛まぎれ込んで脱だつ走そう騒さわぎを起こしたり、下町の子供の恰かつ好こうに着替えて行方ゆくえをくらまそうとしたこともある。そのたびに、この高こう月づきという名の青年に必ず連れ戻された。

　どういう特技なのか、緋央がどこに逃げても、隠かくれていても、必ず見つけにくるのだ。

　教師という名目でそばにいるが、本来の役目は監視の方だ。

　高月自身もそのことを、あえて隠そうとはしない。

　父の側近らしいが、それ以外の素す性じようについてはほとんど知らなかった。

　自分を見張っているような相手と、必要以上の関かかわりを持つ気にはなれない。

　あえて自分からきこうとも思わなかった。

　宮きゆう殿でんの中で自分のそばにいるのが、高月だけだったとしてもだ。

「いい加減に、あきらめたらどうだ？」

　高月は腰に手をやり、深く息を吐く。

「何をだよ？」

　不ふ機き嫌げんな顔のまま視線を戻し、きき返した。

「いつまでも引きずってたってどうしようもないって言ってるだろ。もう、ここに来るのもやめろ。お前だって、分かっているだろ」

　緋央は黙って、木刀を肩かたに担かつぎながら立ち上がった。

「…………戻る」

「王君がお前を呼んでいる。その濡れた恰好、着替えてから行けよ」

「父上が？　何の用だよ」

　怪け訝げんな顔できくと、高月は「さあ。俺が知るか」とすげなく返す。

　緋央は細い眉をひそめてから、歩き出した。

　鳥居の前で一度立ち止まると、社を振り返る。




『国を転てん覆ぷくさせんと謀はかった上かみ守もりの者は斬ざん首しゆ。成人に達せざる嫡ちやく男なんのみ、王君の特別の恩情によってこれを許し、国より追放とする！』




　耳に残る声に、固く瞼まぶたを閉じる。

　高月の言う通り、ここに来るのも終わりだ……。
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　緋央が言われた通りに着替えて父のもとに行くと、珍しく用事を言いつけられた。

　叔母おばの使者が訪おとずれるというので、都の門まで迎むかえに行けということだった。

　高月とともに宮殿を出て、雨で霞かすんだ都大路を歩く。

　途と中ちゆうの古着屋の前で足を止めた高月は、「ちょっと、待ってろ」と言い残して店の中へと入っていく。いったい、何なんだと雨に打たれながら表で待っていると、やけに華はなやかな女物の衣ころもを手に出てきた。それを緋央の方に投げ渡わたす。

「かぶってろ」

「これ、女物の衣だろ。嫌いやに決まってるじゃねえか！」

　投げ返すと、頭にバサッとかぶせられた。

「その顔、目立ちすぎるんだよ。それとも、また余計な連中に絡からまれたいのか？」

　高月はそう言い、先に歩き出す。にやついた若い男たちがジロジロとこちらを見ていることに気付いて、緋央は舌打ちして衣を目ま深ぶかにかぶった。

「何で、女物の衣なんだよ……」

　不満が口をついて出る。

　どうせ、半分は面おも白しろがっているに違いないと、高月の男らしい幅はば広ひろな背中を睨み付けた。

　門の近くまで来ると、二人は足を止める。

「叔母上の使者はいつ来るんだ？」

「もう着いてもいい頃ころだが、雨で足止めをくらってるかもな……様子を見てくるから、お前はここで待ってろ。大人しくしていたら、後で飴あめでも買ってやる」

「馬ば鹿かにすんな。ガキじゃないのに、そんな甘ったるいものいるか！」

　高月が頭に手をかけようとするので、緋央は思い切り渋じゆう面めんをつくってはね除のけた。

「ともかく、騒さわぎを起こすな。いいな」

　笑いを嚙かみ殺したように言い聞かせ、高月は歩いて行く。

　緋央は大きくため息を吐ついて、その場にしゃがみ込んだ。

　女物の衣をかぶった美少女……のような緋央がしゃがんで頰杖をついていると、通行人がジロジロと眺ながめていく。睨み返すと、さっと顔をそむけて逃げるように去っていった。

「おれは珍ちん獣じゆうか……」

　緋央は苛いら立だたしげに呟いて、できるだけ顔を見られないようにうつむいていた。

「この役立たずが。何をしておるのだ。さっさと直せ！」

　大路のど真ん中で上がった下品な罵ののしり声に顔を上げる。

　見れば、荷車の車輪が泥どろにはまって傾かたむいていた。

　梅雨に入り、連日降り続く雨のせいで道がグズグズにぬかるんでいるのだ。

　荷車を、瘦やせた少年が柄えを担いで持ち上げようとしている。

　繊せん細さいさを漂わせた整った目鼻立ちだが、頰ほおは瘦せ、瞳には生気が感じられなかった。

　長めの前まえ髪がみが、広い額にはりついている。

　薄うすい唇を嚙みしめながら腕に力を込めるが、足を滑すべらせて両手と膝ひざをついた。

　絹の長衣を着たでっぷりとした体格の男が、容よう赦しやなく鞭むちを振り上げる。旅装と荷からして、他国の商人だろう。

　うずくまった少年が首から色あせた紐ひもを下げていることに気付くと、いっそう機き嫌げんの悪い顔になって、その紐に手をかけた。

「誰だれが、こんなものを許した!?」

　引きちぎられた紐の先には、麻あさの切れっ端ぱしでつくった小さな巾きん着ちやくがついていた。

　少年が咄とつ嗟さに男の腕にしがみつく。

「それは……お願いです、返し……っ！」

　最後まで言わせず、男が少年を突つき飛ばす。

「返せだと？　どうせ、どこかで拾ったか盗んだものだろう」

　男は鼻を鳴らし、巾着を開いて、中のものを手のひらの上に転がす。

「何だ、ただの石ころではないか。くだらんものを持ち歩きおって！」

　三日月のような、勾まが玉たまの形に削けずった黒曜石……。

　投げ捨てられたそれに、少年が手を伸のばす。

　男に踏ふみ付けられ、雨と泥にまみれた顔が痛みを堪こらえるように強こわばった。

「か……い……」

　緋央の唇くちびるが微かすかな声で名を呼ぶ。

　さらに打ち据すえられようとしている少年を目にして、衝しよう動どう的てきに駆かけ出していた。

　騒ぎを起こすなと言い残した高月の言葉が、一いつ瞬しゆんだけ頭を過よぎる。だが、目の前にいるのは紛れもなく、自分がずっとさがしてきた相手なのだ。体が止まるはずもない。

　緋央が飛び込むと、石を握にぎり締しめた少年が驚おどろいたように顔を上げた。

「何だ、小こ娘むすめ。痛い目を見たくなければ……」

「おれは、小娘じゃないっ！」

　鞭を振りかざした男に向かって、緋央は女物の衣を投げ捨てた。男はうろんげに緋央を見た後、「ふんっ、ヒョロガキか」とつまらなそうに吐き捨てる。

「こいつに、手を出すな！」

「下僕を、わしがどうしようと勝手ではないか。邪じや魔まをするな」

　緋央の視線を避さけるように、少年は顔をそむける。

　粗そ末まつな麻の衣は水たまりにつかり、すり切れた草ぞう履りの片方は裏返ったまま転がっている。

　細い項うなじを雨が打ち、その手は泥と一いつ緒しよに石を握り締めたままだった。

「お前、魁だよな？」

　頭を垂れたまま、緋央の問いかけに答えようともしない。

「おれは緋央だよ。この国でお前と一緒にいただろ。まさか、忘れたわけじゃないよな？」

　緋央が焦じれて肩を押すと、魁の顔が少し上がる。

　頑かたくなに視線を合わせようともせず、「知らない」と硬かたい声で告げた。

「その石、おれが削ってお前に渡したものだ。間ま違ちがうはずなんてないんだよ！」

　つかんだ手が払はらい除けられる。

「そいつも知らんと言っているだろう。さっさと、向こうへ行け！」

　言葉をなくして魁を見つめている緋央を、男が邪魔そうに突き飛ばした。

「余計な時間をくったわい。今日は飯めし抜ぬきだからな」

　容赦なく魁を踏みつける男に、頭の中で何かが切れる。

　気付けば、男の頰に拳こぶしをめり込ませていた。吹ふっ飛んだ男が、荷車に衝しよう突とつして地面に転がる。

「白しら井い様！」

　側そば仕づかえの青年が駆け寄り、傘かさを差しかけながら引っぱり起こした。

「よくも……凪なぎの国くにきっての大だい富ふ豪ごうであるわしの顔面を……この小こ僧ぞうをぶちのめせ！　褒ほう賞しよ金うきんも出すぞ。半殺しにしてもかまわん！」

　褒賞金という言葉に、護衛の男たちの目の色が変わる。いかにもゴロツキ風の人相の悪い男たちだ。衣を着き崩くずしており、粗そ雑ざつな剣つるぎを弄もてあそんでいる。

「下がってろ」

「やめてください。通りすがりの方に、こんなことをされるいわれはない」

　魁が緋央の袖そでをつかんで止める。

「おれは、通りすがりだから助けるわけじゃないっ！」

「助けて欲しいなんて、俺は……」

　言いかけた魁を後ろに押しやり、腰こしに下げた剣がわりの木刀を引き抜いた。

「やはり顔だけには傷つけるなよ。小生意気な小僧だが、面つらだけは綺き麗れいだからな。売り飛ばせばいい金になるだろう」

　圧あつ倒とう的優位だと思ったのか、男は腹を突き出しながら声を立てて笑った。

　魁がどういう経けい緯いで、この男の下僕になどなったのかは分からない。だが、ろくな扱あつかいを受けていないのは見れば分かる。腕や足首に青あお痣あざが見えた。

　この男のもとにいれば、魁はこのままずっと理り不ふ尽じんな目に遭あわされるのだ。黙だまって見過ごせるはずなどなかった。

　護衛の男たちが、威い嚇かくするような声を上げながら一いつ斉せいに襲おそいかかってくる。

　振ふり下ろされた剣を、身をひねって避けると同時に、木刀を叩たたき込んだ。

　目を剝むいて倒たおれかかってきた男を投げ捨ててから、さらに打ちかかってきた一人を防ぎ、その隙すきにもう一人を跳とび蹴げりする。

　呼吸を読み、動きを見切ってかわし、さばく。

　思わぬ反はん撃げきに動どう揺ようして手元がぶれているところを見ると、相手は大した腕ではない。訓練した武人の動きというより、力任せで乱暴なだけの我が流りゆうの剣筋だ。大おお柄がらな分、動きも鈍にぶい。

　この程度の相手なら、どれだけ束になったところで敵ではなかった。

　流れるような動きで相手をかわし、鼻はな面づらに容赦なく肘ひじを打ち込む。

　残りが二人となったところで、白井の顔が余よ裕ゆうをなくした。

　身が危あやういと思ったのか、いつの間にか、荷車の下にもぐり込んで顔だけを出している。

「貴様らにはどれだけ金を払っていると思っている。さっさと片づけてしまえ！　斬きり捨ててもかまわん。惜おしいが……」

「魁を好き勝手に痛めつけたお前は、絶対に許さない！」

　木刀の先を向けて怒ど鳴なると、白井はひっと声を上げ素す早ばやく亀かめのように首を引っ込めた。

「白井、何をしている？」

　最後の一人を地面に這はいつくばらせたところで、低く若い男の声が背後から割り込む。

　緋央は雨に濡ぬれながら、振り返った。

　遠巻きに騒ぎを見物していた人々の間が割れ、傘を手にした青年が進み出た。

　歳は十八前後で、長身で均整のとれた引き締まった体格をしている。しっかりした顎あごと太めのきりっとした眉まゆ、鼻び梁りようは高く精せい悍かんな顔つきをしていた。

　模様の織り込まれた濃のう紺こんの長衣を着て、手の込んだ装そう飾しよくの剣を腰に帯びている。

「颯はや人と様！　助けてください。そやつはわしの下僕をくすね盗とったうえに、暴れまわって手がつけられないのです」

　荷車の下から這い出した白井が、青年の裾すそにしがみついて訴うつたえた。

「そろそろ発たつ頃ころだというのに、どこで油を売っているのかと思ったら……棒切れしか持たないような火高国のど田舎いなか者に、いいようにあしらわれたのか？　愚おろか者めが！」

　青年は軽けい蔑べつと苛いら立だちを含ふくんだ目を白井に向ける。

「申し訳ありません。見てくれは軟なん弱じやくそうなのに、思いがけず腕が立ったものですから……」

　蹴けっ飛ばされて転がりながら、白井はあたふたと言い訳を口にする。

「なるほど、そのようだな。貴様。一応、その名を記き憶おくに留めておいてやる。さっさと名乗れ」

　青年は緋央に意識をやって、横おう柄へいな態度でたずねた。

「何様なんだよ。お前らのようなクズに名乗ったら、おれの名前が穢けがれる！」

　いきなり割り込んできた上に見下した物言いをされて、緋央は不快さを覚えた。

「何と無礼な口を。このお方は、凪国の白きハヤブサ、鷹たか影かげ颯人様なるぞ！」

　白井が颯人の後ろに隠かくれながら、得意満面に答える。

　凪国と言えば、火高国よりも西に位置する大国だ。交易と商業が盛んで、良質な鉄の産地でもあることから、強大な武力も有している。

　この颯人という青年が凪国でどれほどの地位の者か知らないが、引くつもりはなかった。

「ハヤブサだろうが、タカだろうが、トンビだろうが、トンマだろうが知ったことか！」

　威い勢せいよく言い返すと、さすがに颯人の頰ほおが強ばる。

「俺を、トンマ呼ばわりするとは……よくよく命がいらないらしいな。下僕泥どろ棒ぼう風ふ情ぜいが！」

「そっちは人さらいだろう。魁はおれと一緒にこの国を変える男だ。凪国のやつなんかに連れて行かれてたまるか！」

　緋央が言い放つと、白井がポカンとしてから爆ばく笑しようする。

「颯人様、聞きましたか！　下僕と小僧が、何か世よ迷まい言ごとを申しておりますぞ」

「何がおかしいんだよ……笑うな！」

　侮ぶ辱じよくされ、緋央の頰がカッと熱くなる。

　魁は佇たたずんだまま、自分の片かた腕うでをつかんでいた。

　颯人は愉ゆ快かいそうに唇くちびるを歪ゆがめながら、「ほお……」と初めて緋央の姿をまともに眺ながめる。

「そんなに、そいつが大事か？」

「当たり前だ！」

「だったら、守ってみせるんだな。力のない者の言葉など俺は聞かない。勝てば、下僕は貴様にくれてやる」

「おれは一度受けた勝負は、絶対に引かないからな。その言葉、後で覆くつがえすなよ！」

「ああ、俺も大和男子だ。二言はない！」

　颯人が腰の剣を引き抜く。鞘さやは飾かざり物だが、研とぎ澄すまされた鋭えい利りな刃やいばは実戦のためのものだ。

「木刀でやるつもりか？　剣を調達する時間くらいくれてやってもいいぞ」

「いらねえよ！」

　一足飛びに間合いを詰つめ、颯人の顎に拳を叩き込んだ。だが、最初の一いち撃げきはかわされ、勢い余ってつんのめる。颯人の投げ捨てた傘が、泥どろにまみれながら雨を受けた。

「そんな大おお振ぶりでは、剣筋が読まれるぞ」

　片足を軸じくに身を回転させる。なぎ払った木刀は、颯人の剣に受け止められた。

　押されて足が滑すべる。ぬかるんだ地面では、思った以上に踏ふんばりがきかない。

　奥歯に力を込めて、颯人の剣を力任せにはね除のけた。

　颯人が一歩後ろに引いて、間合いをとりながら身がまえる。静かに、剣を上段でかまえる姿には気負いも隙もない。攻こう撃げきを防いだ動きには無む駄だもなかった。

（こいつ……できる）

　颯人の足がわずかに動く。来ると思った直後には、緋央の方もかわす体勢に入っていた。

　一気に間合いを詰められ襲いかかる剣を、間かん一いつ髪ぱつで避よける。

　木刀の柄つかを相手の腹部に叩き込んだが浅い。短く呻うめいた颯人の目に殺気が走った。

　緋央は後ろ足を踏みしめて重心を後方に移した。

　振り上げられた刃が髪をかすめる。

　立て続けに二撃、三撃目と打ち込まれて、木刀でしのぎながら後方にジリジリと下がった。

　雨と汗あせで手が滑りそうになり、力がこもる。

　滴しずくが目の中に入り、視界がかすんだ。唸うなる刃を身をひねってかわす。

「どうした、逃げるばかりか？　口ほどにもないな。それとも火高国の者は腰こし抜ぬけばかりか？」

「黙れ！」

　宙を切り裂さいた剣けんを飛び上がってかわし、地面に足で押さえ付けた直後に木刀を叩き込んだ。

　呻いて前ぜん傾けいした颯人の胸むなぐらをつかむと、一気に体を落とす。

「田舎いなか猿ざるが……」

　投げ飛ばされた颯人が、泥の中から身を起こして口の中の血を吐はき捨てた。

「悪いが、おれは負けられないんだ……」

　意識を集中させ、正眼に木刀をかまえる。

「木刀しか持てないような半人前のくせに、気骨だけはあるらしいな！」

　襲いかかってくる剣はかなり速い。木刀で受け止めると、衝しよう撃げきで手がしびれた。

　木刀がきしむ。

（まずい……このままじゃ、もたなっ！）

　颯人が不敵な笑えみを浮かべて、剣をかざす。

　かわすのが間に合わず、攻撃を防いだ。

　直後、木の裂ける音とともに木刀が砕くだけ散り、身をかがめた緋央の上に降り注ぐ。

　歯を食いしばって覚かく悟ごした時、刃こぼれした粗そ末まつな剣が投げ渡わたされた。

　白井の護衛が持っていたものだろう。地面に転がっていたそれを誰だれが投げたのか、確かめる間もなく手でつかみ、踏み込んできた颯人の剣を受け止める。

　手首を捻ひねるようにして、柄を逆手で持ちかえた。

　颯人の表情がわずかに強こわばるのを見み逃のがさず、身を回転させる勢いを利用して一気になぎ払はらう。

　金属の音が響ひびき、空に向かって剣が飛んだ。

　緋央は、木刀にない冷たい金属の感かん触しよくと高こう揚よう感かんを感じながら、荒あらい呼吸を繰くり返した。

　愕がく然ぜんとしている颯人に剣けん先さきを突つき付けようとした時、横から伸のびた手に腕をつかまれた。

　はっと我に返ると、高月が痛いほどの力を手に込めながら、険しい顔をしている。

「そこまでにしとけ」

「高月……」

　周りを見れば人ひと垣がきができていた。高月は緋央を自分の後ろに引っぱり、颯人の前に進み出る。

「すまんな、凪国の客人。弟の無礼はかわって詫わびる」

　高月が連れた衛え士じに目をとめてから、颯人は剣を拾い上げて鞘に収めた。

「ふんっ……興が冷めた。行くぞ、白井」

　颯人に促うながされ、白井は「は、はい、ただいま」と返事をしてから、苛いら立だちをぶつけるように魁を蹴り飛ばした。

「貴様のせいで、余計な時間をくったではないか！　後で覚えておれ」

　滴が額から流れ落ちる。魁は膝ひざに手をついて、ふらつきながら立ち上がった。

「勝負はついただろ。魁をはなせ！」

　足を踏み出そうとしたが、高月に「馬ば鹿か、やめろ！」と押さえ付けられて阻はばまれる。
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「男が一度言ったことを、反ほ故ごにするのか!?」

　緋央が声を張り上げると、颯人が傘かさを拾い上げて振ふり向いた。

「余計な邪じや魔まが入った。勝負の続きがしたければ、凪国に来るんだな」

　そう言い残して立ち去る颯人に、緋央は歯がみした。

　魁は目も合わせようとせず、荷車の柄を持ち上げて引きずっていく。

「魁……待てよ……魁っ！」

「王君の命令を忘れたのか!?」

　険しい顔で、高月が飛び出そうとする緋央の肩を押さえた。

「おれは、あいつを取り戻もどさなきゃならないんだっ！」

「相手は凪国の王族だ！」

　緋央は動くのを止め、高月の顔を驚おどろきを込めて見る。ようやく、つかまれていた腕が解放されたが、その時にはすでに魁や颯人の姿は人ひと混ごみの中に消えていた。

「あれほど、騒さわぎを起こすなと言い聞かせたのに……ちょっと目を離はなすと、これだ」

　高月は前まえ髪がみをかき上げて、ため息を吐く。

　せめて、もう一度……伝えたいことがある。

　緋央は首に下げた飾りを握にぎり締しめ、駆かけ出した。







　魁は火高国に仕える、『上守』という神官の一族の生まれだった。

　神童と言われ、十歳になる時には難関と言われる試験にも合格して、神官の位を得ていた。

　将来を嘱しよく望ぼうされ、いずれは火高国の神官の長おさとなると期待された少年だった。

　災さい厄やくをもたらすと忌いみ嫌きらわれた自分になど関かかわらなければ、もっと光輝かがやく道が開けていたはずだ。

　他ほかの人々は分かっていたから、自分には近付こうとしなかった。

　魁だけだ。魁だけが呪のろわしい運命を否定してくれた。こんな自分を選んでくれた。

　だから、この手で守らなければならなかったのだ。どんなことがあっても……。

　止やまない雨の中をさがしまわったが、颯人たちの一行を見つけることはできなかった。

　都を発たったのかもしれないと思い至って門のところまで引き返すと、衛士を連れた高月が待ち構えていた。

「何で……あんたは……」

　ずぶ濡ぬれの緋央を、高月は連れていた馬の背に無む理り矢や理り乗せる。

「戻ったら、覚悟しとけよ」

　口調も表情もかなり怒っている。

　結局、いつも高月につかまってしまう……。

　緋央は馬に揺ゆられながら、ずっと唇くちびるを嚙かみしめてうつむいていた。

　父から与えられた役目も果たさず、騒ぎを起こした。その事は言い訳のしようもない。

　宮きゆう殿でんに戻ると、すぐに父王に呼びつけられ、着替える間もなく内殿に向かう。

　内殿は王が日常の政務や謁えつ見けんを行う場所だ。

　殿に上がると、高座に火高国の王である父があぐらをかいて座っていた。

　緋央と似ても似つかない偉い丈じよう夫ふで、元から厳めしい顔がしかめ面つらのせいで、泣く子も黙だまるような鬼おにの形相になっている。

　左右には白い祭服の神官たちが並び、父の傍かたわらには緋央よりも二歳ほど歳上の少年が端たん座ざしていた。その視線が自分に向けられていることに気付いて、緋央は顔をしかめる。

　兄の朔さく夜やは嫡ちやく子しであり、いずれは父の跡あとを継ついで火高国の王となる男だ。

　細ほそ面おもてで、病弱に見えるほど青白い顔だった。

　口もとには冷ややかな笑みをにじませ、侮ぶ蔑べつの色を浮かべた細い瞳ひとみで緋央を見る。

　長く艶つやを帯びた髪が、肩にかかっていた。

　緋央は、この場は自分を断罪するための場だと覚悟を決めて膝を折った。

「父上、戻りました。叔母おば上うえの使者を迎むかえに行ったのに……すいません」

　頭を下げて詫びる。

　神官たちは顔を寄せ合いながら、ヒソヒソと小声をかわしている。

　のっぺりとした顔に、白い祭服をまとった神官たちは、時折緋央に視線を向けた。

　おぞましいものでも見るような目付きに吐き気がする。

「なぜ、お前が呼ばれたのか、分かっているだろうな？」

「分かって……います。父上の言いつけを破り、剣を手に取りました」

　緋央は怯ひるまず父を見返す。弱みを見せるのは嫌いやだった。

「それだけではありますまい。何でも、凪国の王子を相手に抜ばつ刀とう騒さわぎを起こしたとか」

　扇おうぎを開いて口もとを隠かくしながら、神官の一人がねっとりと絡からみつくような不快な声で言う。

　緋央は言い返したいのをぐっと堪こらえた。

「何と！　もし、間ま違ちがっていたら国同士の諍いさかいに発展しておりましたぞ」

　他の神官たちが、わざとらしくどよめいた。国政に関わる重大なことは、神官たちが吉きつ凶きようを占うらなうことになっている。そのため、火高国では神官たちの地位は王に次ぐ。

　いや、神の意を代弁するという意味においては、時には王ですら逆らうことができない。

「緋央……今、凪国と我が国が微び妙みような情勢だということはお前とて知っていよう。わしが、両国が諍いにならぬように、どれほど苦心しているか！」

　緋央はうつむいて、「分かって、います」と小声で答える。

「やはり、災厄をもたらす王子……」

　神官たちの囁ささやきが耳に入り、唇を嚙みしめる。

「お前は王令に叛そむいたばかりではなく、我が国を窮きゆう地ちに落としかねない浅はかな行いをしたのだ。何か、申し開きがあるなら申してみよ！」

「……ありません」

「では、お前は理由もなく凪国の王子に喧けん嘩かをふっかけたのか？」

　緋央は歯を嚙みしめて押し黙る。魁のことは口にできない。

「……神かみ司づかさの意見は？」

　緋央の父はため息を吐ついてから、居並んだ神官たちにたずねた。神司は神官たちの職称だ。

「王よ、恐おそれながら申し上げます。情けをかけることは、王子のためにもなりますまい。王令に逆らった者は、規律に則のつとって処しよ罰ばつすべきかと」

　長老の神官が、重々しい声で答える。

　緋央の父は黒々と顎あごをおおう鬚ひげを神しん妙みような顔でなでてから、膝に手をおいた。

「神司の言うことも、道理であろう」

　父は一息おいて、「お前を追放刑けいにする」と強い口調で命じた。

　緋央の顔もさすがに青ざめた。それはいわば、王子の位を剝はく奪だつするというのと同じ事だ。

「みなの者は下がるがいい。緋央、お前にはまだ話がある。残れ」

　緋央の父は軽く手を払はらった。神官たちが立ち上がり、拝礼してから殿を出て行く。

　朔夜が不ふ審しんの混じる瞳を緋央と父に向けてから拝礼して、神官たちの後に続いた。

　残された緋央は、震ふるえる手を膝の上で握り締める。

「おれはそこまでの……罪を犯おかしたのか？」

「神司の者はああでも言わねば納なつ得とくしまい。お前とて自分の立場を分かっていよう」

　国に災厄をもたらすなどと不ふ吉きつな神しん託たくを受けた息子むすこをそばにおけば、どんな災いを被こうむるかしれない。そう、父は判断したということだ。緋央は込み上げてきたものを無理にのみ込んだ。

（今日は……なんて厄やく日びだ……）

　魁をようやく見つけたのに、取り戻すこともできず、挙げ句に父からは国を追放される。

「不満に思うのも分かる。だが、これはお前が思う以上に重要なことなのだ」

　緋央の父は前まえ屈かがみになり、辺りをはばかるように声をひそめた。

「斎さい宮ぐうに行け、緋央。紅くれ奈なには話をつけておく」

　唐とう突とつな命令に戸と惑まどい、眉まゆをひそめて父の表情をさぐる。

「斎宮って神様の社やしろのある、斎宮のことだろう？　なんで、おれがそんなところに……」

　斎宮は火高国から陸路で十日、海路で三日ほどの距きよ離りにある国だ。

　国を治めるのは、斎王と呼ばれる姫ひめ巫女みこで、アマテラス大おお御み神かみの御み杖つえ代しろと呼ばれている。

　その斎王が、緋央の叔母である紅奈だ。

　大和の国々の王ですら一目おく存在であり、全国の巫女と神官たちを束ね、その頂点に君臨する。魁も昔、神官になるために一時、斎宮で学んでいたことがある。

　だが、あまりにも自分とかけ離れた場所なので、緋央は父の真意が分からずに戸惑った。

「お前には巫女見習いになってもらう」

「巫女……………………見習い？」

「斎宮には巫女になるための学舎がある。お前をそこに突つっ込むと言ったのだ」

　到とう底てい冗じよう談だんとは思えない真顔で言われて、緋央は絶句した。

　しばらくの沈ちん黙もくの後、遠えん慮りよがちに口を開く。

「あの、父上……おれは、男だ」

「そんなことは百も承知している」

「巫女見習いって、未み婚こんの女がなるものだろ。耄もう碌ろくして、おれのことが息子か娘むすめかも分からなくなったのか!?」

　思わず声を大きくすると、緋央の父は「静かにしろ、これは内密の話だ！」と小声で咎とがめた。

「内密って……その学舎って、男でも入れるのかよ？」

「入れるわけがないだろう。男子禁制だ」

「じゃあ、おれが……どうやって入るんだ？」

　頭が混乱する。いきなり、どうしてそんなぶっとんだ話になるのか。

「心配するな。わしがすべて手配してやる。困ったことがあったら、叔母上を頼たよれ」

　緋央の父は、息子の肩を力強く叩たたいた。

「全然、答えになってないぞ！」

「まあ、そういうことだ。巫女見習いの修しゆ行ぎようを終えたら、国に戻れるようにしてやる。精しよう進じんして礼れい儀ぎ作法を身につけてこい」

「馬ば鹿か言うなよ。いくらおれが女みたいな柔やわな面つらだからって……それってつまり、そういうことだろ!?」

「お前ならばれやせん。ただし、大人しくして口をきかねば、だがな……」

（ばれるに決まってるだろーっ！）

　緋央は額を押さえて呻うめいた。

「緋央、永久追放されるか、女装するか……どちらがましか、考えてみろ！」

「だからって……」

　女装なんて正直言えば屈くつ辱じよく的てきだった。子供の頃ころから、女顔なことを散々馬鹿にされてきたのだ。おかげで、この顔のことは密ひそかな心の傷でもある。

「緋央、これは火高国のため……いや、大和のためなのだ！」

　自分が女装して巫女見習いになることがどう、大和のためなのか。納得し切れない。

「少し……考える時間が、欲しい」

　迷った末に、ようやく答えられたのはその一言だけだった。

　緋央は頭を下げて立ち上がり、内殿を出て行く。

　衛え士じの警備している庭を、急ぎ足で通り抜けた。

　向こうから歩いてくる朔夜の存在に気付いてはいたが、あえて無視した。

　足を止めるつもりも、声をかけるつもりもない。

　すれ違いざまに、先に立ち止まったのは朔夜の方だ。

「愚おろかなやつだな。凪国の王子が、何のためにこの国にいたのか、考えもしなかったのか？」

「斎宮に向かうためだろう……それくらい、おれだって知っている」

　今年は三年に一度の『御み劔つるぎ神しん事じ』という大祭が、斎宮で行われる。

　神事には各国の王族の子し弟ていが勅ちよく使しとして派は遣けんされ、国同士の問題を話し合い、神前で神の剣つるぎに和平の誓ちかいを行うのだ。一度も参加したことはないが、大和の国々を神の御み名なにおいて繫つなぐ大事な神事だと聞いている。おそらく、颯人はそのために斎宮に向かっているのだろう。

「だから、お前は馬鹿なんだ。あいつらが斎宮に直接向かわず、火高国に立ち寄ったのは、この国の内情を偵てい察さつに来ていたからさ」

「偵察……」

「それなのに、下僕ごときのために熱くなって喧嘩をふっかけるんだからね」

　朔夜は高こう慢まんな目で緋央を眺ながめ、口もとに手をやって嘲あざ笑わらう。

「相手が誰だれであろうと、関係あるかよ。ここは火高国だ。おれがあいつらに媚こびへつらわなきゃならない理由なんてない！」

　言い返すと、朔夜はふんっと鼻を鳴らした。弟を虫けら程度にしか思っていない冷たい目は、子供の頃から変わらない。緋央の嫌きらう神官たちと同じ、明らかな蔑さげすみの目だった。

「あの下僕、どこかで見たことがあると思ったら、追放刑にされた元神官の息子だったな。そんなやつとまたお前が関かかわっていると知れば、父上はどれほど激げき怒どするか」

　目を細めながら、顎に手を当ててククッと笑う。

「黙だまれ、魁のことを悪く言うな」

　緋央は声を低くし、凄すごむように言った。

「お前も追放刑になったんだ。そんなに仲がいいなら、凪国の王子のところに行って、一いつ緒しよに下僕にしてもらったらどうだ？　下品で粗そ野やなお前にはお似合いだろう」

　目をすがめてから、朔夜は付き人を促うながして内殿へと向かった。

「お前に、何が分かる」

　朔夜の背中に向かって吐はき捨ててから、踵きびすを返して歩き出す。

　白井という男が颯人に随ずい行こうしているのなら、向かう先は斎宮だ。

　──だとしたら、迷うことはない。

　下僕にされ、理り不ふ尽じんな暴力に耐たえ続けていなければならない魁のことを思えば、女の恰かつ好こうを我が慢まんするくらい、どうということはない。

　緋央は胸むな元もとに手をやる。小さな石の感かん触しよくを手の中に包み込んだ。
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　殴なぐり飛ばされて、魁は地面に倒たおれる。

「今度、白井様に逆らったら、足の骨をへし折ってやるからな！」

　大おお柄がらな男が怒ど鳴なりつけ、唾つばを吐き捨てて立ち去っていく。

　起き上がった魁の瞳ひとみが、雨を落とす暗い空を見上げた。

　立ち上がろうとしたが、打ち付けられた足に力が入らない。よろめくと、後ろから伸のびた手が支えた。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　傘かさを手にした颯人がたずねる。

「ええ……」

　顔をそむけ、腕を引いた。

「大路でお前を助けようとした威い勢せいのいいやつは、お前とどういう知り合いだ？」

　たずねられて、魁はわずかに表情を硬かたくする。

「……昔、少し顔を合わせたことがあるだけです。よくは知りません」

「よくは知らない相手のために、あれほど必死になるとは思えないがな」

「あの人は、何か勘かん違ちがいしていたのでしょう」

　魁は頭を下げて、その場を離はなれようとした。

「白井のところにいるのが嫌いやなら、俺がお前を買ってやってもいいぞ」

　雨に濡ぬれる魁の背中に、颯人が真顔で声をかけた。

　立ち止まった魁が、間をおいてから肩かた越ごしに振ふり返った。

「冗談はやめてください。私など……とるに足らない人間です」

「火高国の王子が、命をかけても取り戻したいと思う下僕が、どれほどのやつかと思ったのだがな」

　目を見張ると、颯人はふっと笑えみをもらして館やかたの方へと戻っていく。

　地面を叩く雨音を聞きながら、魁は首から下げた麻あさの小さな巾きん着ちやくに手をやった。







　　　二







「おれ……じゃない、私は火高国の王女で十五歳。王が道ならぬ恋に落ちて、密かに産み落とされたが、最近になるまで山里深くで隠かくされていて存在を知らされていなかった。慎つつましく、生まれついて気品を兼かね備そなえた才さい色しよ兼くけ備んびの美少女で、病弱で人見知りが激しく、口数は少ない……」

　故郷の火高国を旅立ち、斎宮に辿たどり着いて二日目。

　梅雨つゆ晴ばれのカラカラに乾かわいた空の下もと、緋央は玉たま砂じや利りの広い庭を歩きながら口の中で繰くり返す。

　手の中に小さく折りたたんだ紙に書かれているのは、父が緋央を巫女みこ見習いの学舎に入れるため、考えた略歴だった。

『お前の母はそういう人だった……あの人の息子むすこだから、お前にもできるはずだ！』

　と、父は慰なぐさめにもならないことを言って、旅立つ緋央を見送った。

　たしかに、自分は周囲から薄うす気き味み悪わるがられるほど、亡き母と容姿が瓜うり二つらしい。とはいえ、気品なんて持ち合わせておらず、まして病気になったことはほとんどない。才色兼備どころか、剣けんの腕以外は自じ慢まんできる特技もない。到とう底てい、略歴に書かれているような少女を演じきれる自信はないが、ここまで来た以上はやるしかないのだ。

（ともかく、黙って、目立たず、大人しくしていればいいんだろ……）

　緋央は紙を握にぎり締しめる。

「よいですか、緋央さん」

　背筋をピンと伸ばしながら、先導する師し範はんが呼んだ。

　白い小こ袖そでに紫むらさき色いろの袴はかまをはいた中年の女性で、ラッキョウを彷ほう彿ふつとさせる顔に、神経質そうに吊つり上がった細い眉まゆ、皺しわの寄った唇くちびるには年とし甲斐がいもなく真っ赤な紅を塗ぬっていた。

「は、はい」

　低くなりかけた声を咳せき払ばらいでごまかしながら返事をする。

　白い小袖と緋ひ袴ばかま、草ぞう履りという恰好は、巫女見習いの決まった服装だ。

　肩かたに垂れる長い髪かみはもちろん付け毛だが、結ゆわえるのを忘れたせいで流したままだ。

「今日から、巫女見習いの舞まい女ひめとして、この学舎で学ぶことになるのです。巫女になるということは、神に身も心も捧ささげて奉ほう仕しをするということです。そのことをくれぐれも忘れないように、相応ふさわしい振るまいを身につけなさい。よいですね!?」

「ど、努力します」

　緋央が暮らすことになる巫女見習いの学舎や宿舎がある場所は、内ない宮ぐうと呼ばれている。

　斎王につかえる巫女と巫女見習いの女によ人にんしか立ち入ることができない聖域だ。

　もし、男が立ち入ればそれ相応の厳げん罰ばつに処せられることは言うまでもない。

　スギの巨きよ木ぼくにかこまれ、清せい涼りような空気に包まれた庭の先に、茅かや葺ぶき屋根の高たか床ゆかになった建物が見えてくる。これから学ぶことになる『修しゆ礼うれ殿いでん』という建物だろう。

　階きざはしの前に辿り着くと、師範が急に立ち止まって体ごと振り向いた。

「もちろん、遅ち刻こくなどあるまじき事！　時間厳守を心がけなさい。今日は特別に大目に見ますが、明日からはそうはいきませんからね。それと……」

　師範は緋央の恰好を、頭の先から草履の先まで鋭するどい目つきで眺ながめた。

「襟えりが乱れているし、寝ね癖ぐせもついているではありませんか。化け粧しようもしていないし……女のたしなみですよ。スッピンで出てくるなんて、お尻しりが丸出しの人くらい恥はずかしいことです！」

「すいません。急いで身み支じ度たくを調ととのえたものですから……」

　緋央は手て櫛ぐしで髪のもつれを直そうとしながら、ばつが悪そうに答えた。

「ちょっと、元の顔がよくって化粧なんかしなくてもお肌はだがスベスベで、男好きする顔をしているからって、調子に乗ってはいけませんよ、緋央さん」

「は…………ぁ」

（おれはそんなに女々しい顔なのか……）

　調子に乗るどころか、ズーンと気落ちする。

　師範は尖とがった顎あごをそり上げて、さらに続けた。

「本来なら、途と中ちゆう入学は認められていないのです。特別に許可されたのは、斎王様直じき々じきのお計らいによるもの。だからといって、あーたが特別扱あつかいされるとは思わないように」

「肝きもに……銘めいじております」

「分かればよろしい。では、ついていらっしゃい。みなが待っていますからね」

　両手を前でそろえ直し、師範は背を向けて修礼殿に入っていく。

　板戸の隙すき間まから顔をのぞかせた同じ年頃の少女たちが、小さく悲鳴を上げて顔を引っ込めた。中からバタバタと騒そう々ぞうしい足音がする。

　殿に上がると、少女たちは居ずまいを正して座り、口を閉とざしていた。

　その視線が興きよう味み津しん々しんに、師範の後に続いて現れた緋央に向けられる。

（うっ……本当に、女ばっかりだな）

　居い心地ごこちの悪さを感じながら、師範とともに正面に座る。

　足を崩くずしそうになったが、慌あわてて両りよう膝ひざをそろえて正座し直した。

「みなさん。今日からともに学舎で学ぶことになった緋央さんです。仲良くするように」

　巫女見習いの少女たちは声をそろえて返事をした後で、クスクスと笑い合った。

（なぜ、笑う……何がおかしいんだ？）

　実を言うと、緋央はほとんど女という生き物について知らない。火高国の宮きゆう殿でんでは、女たちは緋央の顔を見ると、決まって悲鳴を上げて逃げて行くからだ。同じ年頃の少女など、遠巻きに見かけたことくらいしかない。実を言うとほとんど口をきいたこともなかった。

　そんな自分が女の真似まね事ごとをするなんて無む謀ぼうでしかないが、これも目的のためだ。

（魁、待ってろよ。今度こそ……お前をさがしに行くからな）

「それと、緋央さん」

　物思いにふけっていた緋央は、呼ばれたことに気付いて、「はい、師範」と返事をした。

「舞女になるためには、まず入門の儀ぎ式しきを行わなければなりません。やり方も心得ていないようですから、誰だれか緋央さんに手ほどきを……」

　師範が見み渡わたすと、少女の一人がすっくりと立ち上がる。

　歳は緋央と同じくらいだろう。やたらに睫毛まつげが長くて、こってりと化粧をしている。

　目鼻立ちが強調されて派手な顔に見えた。

　髪の毛を縦巻きにして肩に垂らしているが、あの巻き毛をどうやってつくっているのかは緋央には想像もつかない。他ほかの少女たちと比べても、かなり目立っていた。

「師範、それならば私が手とり足とり、親切にお教えしますわ。何もかも心得ておりますから、ご心配には及およびません。師範はお部屋で茶でもしばいていてくださいませ」

　巻き巻き髪の少女は緋央と目が合うと、ふっと微び笑しようを浮うかべる。

　一いつ瞬しゆん、敵意のようなものを向けられた気がして、緋央は訝いぶかしむように眉をひそめた。
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　巻き巻き髪の少女は彩あや女めという名で、学舎の中でも中心的な存在らしい。

　彩女と、その取り巻きらしい少女たちに連れて行かれたのは、かなり歩いたところにある山奥の滝たきのそばだった。深緑色の滝たき壺つぼは相当な深さがあるだろう。

「あの……彩女さん？　ここで、何をすれば……いいのでしょう？」

　緋央は戸と惑まどいの表情を見せながら、遠えん慮りよがちにたずねてみた。

　慣れない微笑ほほえみに頰ほおの筋肉が引きつりそうになる。

　彩女は大岩の上にわざわざよじ上ると、腰こしに手を当てて緋央を見下ろした。

「決まっているじゃありませんの。禊みそぎをするのですわ！」

「禊!?」

　そんな話は聞いていない。いや、昨日渡わたされた『巫女の心得』の隅すみの方に書かれていたような気がする。

「あの……それって、衣ころもを着たままでもいい……ですか？」

「全部、上から下まで脱ぬぐに決まっているじゃありませんの。お清めの儀式ですもの！」

「そ、そうですよね！　やっぱり……」

　緋央の視線が挙動不ふ審しんに彷徨さまよった。

（ど、どうするんだよ。女の前で素すっ裸ぱだかになれるわけないだろ！）

「さっさと、おやりなさい。私だって、それほど暇ひまではありませんのよ。師範がどうしてもとおっしゃるから、付き合って差し上げているだけで……もたもたしていると、次の講義に間に合わなくなってしまうわ」

「自分でやりますから、先に学舎に戻っていてください」

「あなたが本当に禊をしたかどうか、見届けずに戻れるわけがないでしょう。それとも何？　脱ぎたくない理由でもあるのかしら？」

　不審そうな目をされて、緋央の肩がギクッと跳はねた。

「小さい頃ころにクマに襲おそわれた古傷が痛むもので……人様に見せられるような肌じゃないんです」

「あなた、どこのど田舎いなかの生まれなの？　それなら、古傷とやらを見せてごらんなさいよ」

「とんでもない！　見て、面おも白しろい……ものでもないし」

　緋央は少女たちにジリジリと詰つめ寄られて、石の縁ふちまで後あと退ずさりした。

（まずい、このままじゃ……）

　すぐ後ろは滝壺だ。飛沫しぶきが足を濡ぬらす。

「怪あやしいわね。本当は別に理由があるのではなくて？　たとえばそう……」

　頰に人さし指を当てながら、彩女は緋央の華きや奢しやな体を眺める。視線が自分の胸に注がれていることに気付いて、はっと腕でかばった。偽にせ物ものだと気付かれたのだろうかと、冷や汗あせが伝う。

「ど貧乳で、人様に到とう底てい見せられないような寸ずん胴どう体型だとか？」

「ええ、実は胸も腹も腰も区別がつかない丸太のような恥ずかしい体型なんですっ！」

　思わず声を大きくして答えると、彩女は勝ち誇ほこったように口もとに手を当てて高笑いした。

「そんなことだろうと思いましたわ。でも、心配することはなくてよ。ここは私たちしかいないんですもの。ど貧乳だろうと、寸胴だろうと、短足だろうと気にしませんわ。さあ、みんな。緋央さんが脱ぐのを手伝っておあげなさーい」

　彩女の合図で、少女たちが緋央に飛びかかる。

「えっ、あ、ちょっと待て……じゃなくて、待ってください！」

　引っぱられそうになった袂たもとを慌てて押さえる。のしかかられて、石の上に倒たおれ込んだ。

「ちょ、やめ……な、何をする……んですか!?」

　少女たちにもみくちゃにされながら、緋央は必死に抵てい抗こうを試みた。

　今ここでばれたら、魁をさがせなくなる。それに、火高国の王子は変態だと誹そしりを受けることにもなるだろう。そんなことになれば、どの面つら下げて国に戻れるのか。

　相手が男なら、問答無用にぶっ飛ばしてやるところだが、相手は仮にも女で、乱暴なことはできない。上の衣を必死にかばっていると、少女の一人が緋ひ袴ばかまの紐ひもに手をかけた。

「あっ、それは、まずっ！！」

　少女の手を払はらい除のけて後方に逃げる。だが、その先は滝壺だ。

　緋央の体がドボンと水の中に転がり落ちる。

　飛沫が上がり、少女たちは笑うような悲鳴を上げた。

　暗く深い水の中に沈しずみながら、ずれそうになる緋袴を押さえた。

　目の前を、何かの黒い固まりがフワフワと流れる。

（おれのズラーっ！）

　手を伸のばしたが、緋央の付け毛は指の間をすり抜ぬけて遠のいていった。







　彩女と少女たちは顔を寄せ合いながら、滝壺の中をのぞき込む。

「浮かんで来ませんわね……」

「まさか、おぼれてしまったんじゃ……」

　少女の一人が心配そうに言う。別の一人が、滝のそばに浮き上がってきたものを指差した。

「きゃああーっ、あそこに頭がっ！」

　黒々とした髪が水みな面もを漂ただよっている。

　少女と彩女たちは、心なしか青ざめて顔を見合わせた。

「お前ら、何やってんだ！」

　繁しげみの中から現れた青年に、彩女たちは悲鳴を上げて脱だつ兎との如ごとく逃げ出した。

　青年はやれやれと頭を搔かいてから、滝壺のそばにしゃがみ込む。

「いつまで潜もぐってんだ。本気で沈むぞ」

「ブファッ！」

　水面に顔を出した緋央は、大きく息を吸い込んで顔を拭ぬぐう。

「し、死ぬかと思った……って、高月!?」

　仰ぎよう天てんする緋央に、高月は「よお」と軽く片手を上げてみせる。

「何で、あんたが内宮に……ここ、男子禁制だぞ!?」

「ここは内宮の敷しき地ちには入ってないから問題ない。それより、さっさと上がってこい」

　肩に担かついだ釣つり竿ざおで、浮かんでいる付け毛を吊つり上げる。それを、緋央の方へ投げ渡した。

「父上の命令かよ……こんなところまでおれの監かん視しなんて、ご苦労なことだな」

　皮肉を込めて言い、滝壺から上がる。石の上に滴しずくが落ちた。

「まったくだ。ようやく、お子様のお守りから解放されるかと思ったのに……袴はかま、ずれてるぞ」

　指し摘てきされて、落ちかけている袴を慌あわてて引っぱり上げ、緩ゆるんだ紐ひもを結び直した。

　水に濡ぬれて重くなった付け毛をつけ、高月の後について歩き出す。

（いっつも、人の行くところに現れやがって）

「内宮じゃなくたって、神官や斎さい宮ぐう寮りようの役人しか入れないんだぞ」

「一応、俺も神官だ」

「なっ……いつから!?」

「いつって、昔からだ」

「そんな話、聞いてない！」

「お前がきかないからな」

　高月は顔を戻して歩を進める。三年も顔を付き合わせていて、まったく知らなかった。

「神官って……それじゃあ、神官寮に入ったのか？」

　斎宮は斎王を中心として巫女みこや巫女見習いの暮らす男子禁制の『内宮』、神官たちの暮らす女子禁制の『神官寮』、斎宮の領内を管かん轄かつしている『斎宮寮』という役所に分かれている。

　神官だというのなら、神官寮の所属のはずだ。

「いや、斎宮寮の医務所に詰めることになってる」

「医務所って、お医者じゃないだろ。あんた」

「医者だけど？」

　さも当然のように答える高月に、緋央はからかわれているのかと眉み間けんに皺しわを寄せた。

「神官だって、さっき言っただろ」

「神官だけど、医術の心得もあるんだよ。だから、お前の怪け我がだって俺が看みてやってただろ」

　負けん気の強い緋央は、売られた喧けん嘩かはことごとく買ってきた。血まみれで戻ってくることもあり、そのたびに文句を言いながらも手当してくれたのはたしかに高月だった。とはいえ、水で洗って傷口に酒をぶっかけられたくらいで、医術というほどのものではない。

　魁の方がよほど手当も手慣れていたし、薬草の処方にも詳くわしかった。

「あんた、いったい何者なんだよ？」

　父の側近で、神官で、医者で……緋央の学問の教師であるだけでなく、この三年は剣けん術じゆつも教わってきた。高月がかなり練達した腕うで前まえであることは知っている。

　親族や家族がいるという話は聞いたことがない。

「……何でもいいから、大人しくしてろ。斎王様からもお前のことを任されてるんだ」

「叔母おば上うえに面会したのか？」

「さあな。ともかく、俺に面めん倒どうをかけたら抹まつ殺さつするからな」

「言われなくたって、誰だれがあんたなんか頼たよるかよ」

　高月がどこまで信用できる人間なのか、正直分からないのだ。

　斎宮に行くことを命じたのは父王だが、来ることを決めたのは自分自身だ。自力で乗り切るしかない。彩女たちに襲われたのは、正直女だと思って油断していたからだ。

（もう少し、気を引き締しめないとな……）

　胸に詰つめた非常食を兼かねた握にぎり飯めしも、もう少し大きめにつくる必要がある。何せ小さいと、歩くたびに落ちてくるのだ。

　真しん剣けんな顔をしながら黙もく々もくとついてくる緋央を一いち瞥べつし、高月が笑いを忍しのばせた。
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「くそおおおおーっ、痛てえええーっ！」

　絶ぜつ叫きようする緋央の頭を、高月が「うるせえよ！」と叩いた。

　学舎に入ってから十日目の昼過ぎ、緋央は高月のいる医務所に来ていた。

　緋央たちが生活する内宮と斎宮寮の間は禊みそ川ぎがわが流れ、橋一つでつながっている。

　医務所は橋のすぐそばに建てられていた。内宮で病人や怪我人が出た時なども、ここに運び込まれるらしい。

　平屋の建物で、中は薬草特有のにおいがする。

　足を運ぶのはもうすでに毎日のことになっているので、すっかりそのにおいにも慣れた。

　薬棚だなや道具棚が並び、板間には筵むしろが敷しかれて、干からびた草の束が並べられている。

「イガグリ踏ふんだくらいで喚わめくな。男ってのは、満まん身しん創そう痍いでも歯を食いしばって声一つ立てないまま死ぬものだろ」

「あんたが乱暴に引っこ抜くからだろ。わざとだろ、それ！」

　痛みに顔をしかめながら、緋央は筵に投げ出した足を押さえる。

　足の裏には、十本ほどイガグリの棘とげが刺ささっていた。

「栗くりひろいの季節でもねえのに、何でイガグリなんか踏むかねえ」

　棘を容よう赦しやなく引っこ抜きながら呆あきれ返られ、緋央はふてくされたようにそっぽを向いた。

　その口が「放っとけ」と呟つぶやく。

　初日早々に、巫女見習いの少女たちをしきっている彩女に目を付けられたのが、悪かったらしい。ここ数日、井い戸どに突つき落とされそうになるわ、屋根から壺つぼは降ってくるわ、『呪のろいの文』をくくりつけられた矢は飛んでくるわ、今日にいたっては草ぞう履りにイガグリの棘がしこまれているわで、散々な目にばかり遭あっている。

　おかげで、毎日のように医務所に足を運ぶ羽目になっていた。

　身の危険に対しては、人並み以上に敏びん感かんなつもりだが、斎宮に来てからというもの、女のふりをするのが精せい一いつ杯ぱいで、自分の身の防ぼう御ぎよにまで意識が向かなかった。

　ここでは歩くこと一つにすら作法が必要で、少しでも大おお股またでズカズカ歩こうものなら、奇き異いの目で見られる。

　胃まで痛くなってきて、緋央は渋じゆう面めんをつくった。

「お前も災難だな」

　高月もさすがに同情を覚えたのか、手当をしながらそう言った。

「どうってこと……ねえよ」

　この程度のことで、音を上げるわけにはいかない。怪我など生まれた時から日常茶さ飯はん事じだった。握り飯にワサビを仕込まれたり、汁しる物ものに大量の辛から子しをぶち込まれたりと、陰いん険けんな嫌いやがらせはさすがに参るものの、魁が受けている仕打ちを思えば情けない泣き言など言えない。

「女を怒らせると恐こわいからな。もうちょっと、うまくやれ」

「これでも、できるだけ関かかわらないようにしてる……」

　だが、相手の方から絡からんでくるのでどうしようもない。
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「小こ娘むすめにかこまれて生活できるなんて、普ふ通つうに考えれば羨うらやましい話だ。可愛かわいい子の一人や二人、いるだろ。将来の嫁よめさがしのつもりで、お近づきになったらどうだ？」

「な、なれるかよ！　女なんて何考えてるか分かんねえんだ。だいたい、おれがさがしてるのは嫁じゃなくて……」

　言いさしてから、緋央は顔を赤らめてそっぽを向いた。

「ともかく、おれは今のままでいいんだよ」

　彩女の指示でか、巫女見習いの少女たちには無視をされている。嫌きらわれている方が、近付いて来られるより面倒がない。親しくなれば騙だましているのがばれた時に、相手を傷つけることにもなる。

「お前は国でも全然女にもてなかったからな。悲鳴上げて逃にげられてたし」

「悪いかよ……」

　災さい厄やくをもたらすなどという縁えん起ぎでもない神しん託たくのせいで、宮きゆう殿でんの少女たちの評判は最悪だった。

　三度緋央に出くわすと、その日は不ふ吉きつなことに見み舞まわれるなんて根も葉もない──多分──噂うわさまで立てられていたのだ。ばったり出くわしただけで失神されたこともある。

「ま、何事も修しゆ行ぎようだ。癇かん癪しやくを起こしたくなったらいつでも来い。夜泣きに効く薬やるから」

「誰が夜泣きなんかするか！　あんたみたいな藪やぶ医者の世話になんて、金こん輪りん際ざいならないからな」

　緋央は立ち上がり、痛いたむ足を堪こらえながら医務所を出て行く。

　高月が忍び笑いをもらしているのが、腹立たしかった。







「絶対、医者なんて噓うそだ」

　足に塗ぬりたくられたネバネバした謎なぞの軟なん膏こうも、何なのか得体が知れたものではない。

　あんなやつに頼るものかと思っていたのに、気付いたら世話になりっぱなしになっている。

　そのことに、不ふ甲斐がいなさを覚えてため息を吐ついた。

　内宮と斎宮寮をつないでいる橋を渡わたり、気を入れ直して学舎へ向かった。

　怪あやしげな人ひと影かげがスギの巨きよ木ぼくの陰かげからのぞいていることに気付かないまま、前を通り過ぎる。

　首筋に嫌な視線を感じて振ふり返ると、「あれええええーっ！」という甲かん高だかい声とともに、彩女が回転しながら飛び出してきた。

　ぶつかった瞬間、「どすこいっ！」と両手で突き飛ばされる。

「うわあっ！」

　思わず声を上げてよろけた緋央の顔に、グシャリと何かが当たって潰つぶれた。

　地面に尻しり餅もちをつき、頰ほおを垂れるねっとりとした液体を拭ぬぐって、顔をしかめる。

「生卵!?」

「あーら、ごめんなさーい、緋央さん。私ったら、ちょっとよろめいてしまって」

　彩女は口もとに手を当てながら、謝意を欠片かけらも感じないわざとらしい口調で言った。

「よろめいたって……どすこいって言ったように、聞こえましたけど!?」

（しかも、何で生卵を持ち歩いてんだよ。今の絶対、わざとだろう！　狙ねらい澄すましてたぞ）

　緋央は引きつった笑えみを浮かべた。もっとも、ぼんやりしていた自分も悪い。

「まあっ！　生卵まみれになっているじゃありませんの。その恰かつ好こうでは、講義には出られませんわね。洗って差し上げますわ」

　彩女は目で合図を送る。スギの陰かげにひそんでいた他ほかの少女たちが、桶おけを手に走り出てきた。

「ちょっ……待って！」

　制止の声を無視して、少女たちは掛かけ声とともに桶の水をぶちまける。

　彩女の耳みみ障ざわりな高笑いを聞きながら、緋央は身を震ふるわせた。髪かみや顎あごから水が滴したたり落ちる。

　相手の挑ちよう発はつにのって怒れば負けだ。だが、いくら何でも我が慢まんにも限界というものが……。

「その恰好でしばらく立っていれば、すぐに乾かわきますわよ」

「いったい……何だって……」

　緋央はうつむいたまま、口を開く。

「何かおっしゃいまして？」

　髪を払はらいながら、彩女がきき返した。緋央は握り拳こぶしをつくって、クッと顔を上げる。

「私の何が気に入らなくて、こんなことをするんですか？　はっきりと言えばいいでしょう」

「私より目立っているのが気に入らないのよ！」

　彩女は少女たちを押し退けて進み出ると、嫌けん悪おを込めて言い切った。

「め、目立って……いる？　私が？」

（目立つようなことをしたか？　できるだけ、大人しく慎つつましくしていたはずだが……）

　身に覚えがまったくないことを言われて困こん惑わくする。

　緋央からして見れば、彩女の方がずっと目立っているように思えた。

　とくに、あのサザエのような巻き巻き髪とか……。

「斎王様の姪めいっ子だか何だか知らないけれど、自分だけ特別扱あつかいのつもり!?」

「そんなつもりは……」

　たしかに、途と中ちゆうで入ってきた上に、緋央には個室が与えられている。

　他の巫女みこ見習いの少女たちは共同部屋だ。面おも白しろく思わないのは、当然といえば当然だろう。

「それに、毎日医務所に出入りしているそうじゃないの。高月とかいう医者に色目でも使っているのかしら？　悪あく趣しゆ味みですこと」

「なっ！　それは……そっちが、壺を上から投げ落としてきたり、イガグリを草履に仕込んだりしたからだ……じゃなくて、でしょう！」

「言いがかりはよしてくださる？　私たちがやったなんて証しよう拠こはどこにもないわ」

　ふんっと、彩女は顎をしゃくった。

　今、生卵持って突とつ進しんしてきただろうと言いかけたが、女相手に本気で口論するのも、男としてはあまりかっこいいものではない。相手にしないのが一番だ。

「そうですか。なら、私の勘かん違ちがいなのでしょう……退いてください。次の講義に遅おくれる」

　彩女を押し退けて立ち去ろうとしたが、行く手を遮さえぎられる。

「あら、お待ちなさいな。誰だれが行っていいと言ったのかしら？　まだ、話は終わってないわ」

「だったら、早くすましてください。あなた方も、遅れるとまずいのでしょう」

　緋央はげんなりして、投げやりに言った。

「生意気な態度ね！　よいこと？　学舎では私にあまり逆らわない方がよろしくてよ。でないと、あまり愉ゆ快かいではないことが続くことになるわ」

「それは、忠告？　それとも、警告？」

「忠告に決まっているでしょう？　あなたが私に従うというのであれば、歓かん迎げいするわよ」

　彩女の指が緋央の髪をすいて巻き取る。その手をパシンとはね除のけた。

「悪いけど……遠えん慮りよしておきます」

「大人しい顔をしていい度胸をしているわね。まだ、懲こりないのかしら？」

「従うつもりもないけれど、逆らうつもりもないと言っているだけです。私にかまわないで」

「あら、そう。みんな、緋央さんにここの規則というものを教えておあげなさい」

　彩女が合図して一歩下がると、少女たちがクスクスと笑ってから剃刀かみそりを取り出す。

　さすがに刃は物ものを持ち出されて、緋央の顔が強こわばった。

「そんなもので……どう、するつもり？」

「あなたの髪って、少しもお手入れをしていないから、枝毛だらけでボサボサなんだもの。彩女、身なりに気をつかわない人って、我慢ならないの。整えて差し上げようと思って」

「わ、私の髪にちょっとでも手をかけたら……」

　後あと退ずさりする緋央の背中が土ど塀べいにぶつかる。

「手をかけたら、どうするっていうの？」

　彩女が愉快そうにきいた。

　まわりは完全に少女たちにかこまれている。逃げる方法はただ一つ。ぶん殴なぐって突とつ破ぱするしかない。いくら性しよう悪わるとはいえ、女に手を上げるのはひどく気が進まない。かといって、多少手て荒あらい方法を用いる以外に、この場を切り抜ぬけられそうにはなかった。

　迷っている間に、少女たちが飛びかかって緋央を押さえ付ける。

「触さわる……っ！」

　怒ど鳴なって振り払おうとした時、一本の矢が少女たちの間をすり抜けて土塀に突つき刺ささった。

　硬こう直ちよくした少女たちが、次の瞬間に悲鳴を上げた。

「何をしているの？」

　物静かな声で問うのは、白い小こ袖そでと緋ひ袴ばかま姿の巫女見習いの少女だ。

　背は緋央よりも高く、背筋が真っ直すぐに伸のびてすらりとした美しい体型だった。

　弓をかまえる凜りんとした立ち姿に、思わず目を奪うばわれる。

「彩女、もう一度きくわ。剃刀など持って何をしているの？　事と次し第だいでは、師し範はんに報告しなければならないけど」

　少女は鋭するどい目で彩女を睨にらみながら詰きつ問もんする。

　彩女もひるんだのか、顔を強ばらせながら身を引いた。

「音おと葉は……さん。別に、何もしていませんわよ。行きましょう、みんな」

　彩女は少女たちを促うながして、逃げるように踵きびすを返す。

　助かったと、緋央は気が抜けたように座り込んだ。

　弓を下ろして近付いてきた少女が、手を差し伸べる。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「ええ……ありがとう」

　手をとるのもためらわれて、自力で立ち上がった。

「あなたも、早く行かないと次の講義に遅れるわよ」

　少女はニコリと微笑ほほえみ、背を向けて学舎とは逆の方へと歩き出す。

「巫女見習いじゃないのか？」

　一度も講義では見かけたことのない少女だった。

　彼女の立っていた位置から、少女たちの間を射ぬく弓の腕うで前まえはかなりのものだ。

　少しでも外れていたら、誰かに当たっていただろう。

　清すが々すがしさを感じさせる少女の後ろ姿を見送ってから、緋央は学舎へと急いだ。
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　虫の音が涼すずやかな夜の風とともに、殿でんに吹ふきこむ。

　燭しよく台だいの明かりが、ぼんやりと広い板間を照らしていた。

「緋央の様子はどうですか？」

　簾すだれ越ごしに物静かな女の声が問う。高月は伏ふせていた顔を上げた。

「苦労はしているようですが、それなりにやっているようです」

「なら、よいのですが……何か、愉快なことでも？」

「いえ、大した事では」

　高月は緩ゆるんだ口もとを戻して、軽く咳せき払ばらいをした。

「それより、斎宮に忍しのび込んだ賊ぞくのことは？」

「調べさせてはいますが、完全になりを潜ひそめているらしく、足取りが追えません。申し訳ありません」

「お前の落ち度ではない。むしろ私の……」

　女の声が深刻さを帯びる。高月も表情を険しくした。

「緋央にこの事は？」

　たずねると、簾の向こうで微かすかに首を振ふる気配がした。

「今のあの子では使い物にならないでしょう」

　冷ややかな声に、高月は「手厳しい」と苦く笑しよう混じりに返した。

「とはいえ、御劔神事までには間がない。敵は必ず動き出す……高月、緋央のことを頼たのみます」

　敵……神の御み杖つえ代しろである斎王に仇あだなす者。それはつまり、神の意に叛そむく者ということだ。

　斎宮の、いや大和の行く末のために、排はい除じよしなければならない。

「承知しております。力の及およぶ限りのことは」

「神しん託たくがあの子を剣つるぎの守護マモリ人ビトに選んだのです……信じるほかにない」

　憂うれいを込めた呟つぶやきは、自身に言い聞かせるような響きを含ふくんでいる。

　表情を引き締しめて、高月は深く頭を垂れた。
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　夕ゆう餉げを終えて少女たちが宿舎に戻る頃ころに、ようやく日が落ち始める。

　緋央は部屋に戻ると、階きざはしに立てかけていた木刀をとった。

　他ほかの巫女みこ見習いの少女たちは、今ごろ連れだって風ふ呂ろに入っているだろう。緋央は少女が寝ね静しずまった頃に入ることにしており、それまでの時間は、剣けん術じゆつの稽けい古こをするのが日課だった。

　付け毛を階の手すりに放り投げ、肌はだ脱ぬぎになりながら木刀を振る。

　火高国を発たってから一月近くが経たち、水無月もそろそろ終わりを迎むかえようとしている。

　緋央が歩きまわれるのは、内宮と斎さい宮ぐう寮りようの中くらいだ。外出するためには、許可を得なければならず、皺しわラッキョウならぬ、師範に何度か頼んでみたものの、『親族の葬そう式しきでもない限り、許可は出すわけにはいきません』と一いつ蹴しゆうされてしまった。

「くそっ……これじゃ、火高国にいた頃と変わんねえじゃねえか！」

　汗あせを拭ぬぐいながら木刀を下ろした時、竹たけ藪やぶの方に人の気配を感じた。

「誰だれだっ！」と、鋭く声を上げ木刀を投げ付ける。

「危ないだろうが」

　受け止めた木刀を手に、高月が姿を見せる。

　緋央は「あんたかよ……」と警けい戒かいを解き、肩にかけていた手て拭ぬぐいで汗を拭った。

「入ってきていいのかよ？　ここは内宮だぞ」

「わざわざ、お忍びで来てやったんだ。感謝しろよ」

　高月は「手て土産みやげ持参でな」と、笹ささの包みを投げ渡わたす。

　開いてみれば、餡あんをまぶしたおはぎが列をなしていた。

「嫌いやがらせかよ。おれが甘い物は苦手なこと、知ってるだろ！」

「あーそうだっけ？　いらないなら、俺が全部食うから」

　にこやかに答える高月に、緋央は包みを投げ返した。

「最初からそのつもりだろうが。医務所で一人で食ってろよ」

「疲つかれた頭には甘い物が効くんだよ。あ、悪い。お前、頭使ってないからいらなかったな」

　からかうように笑われて、すんでのところで怒いかりを堪こらえる。

　高月は緋央の目の前で、うまそうにおはぎを頰ほおばった。緋央と違って激甘党なのだ。

「暇ひまなら、食ってないで相手しろ」

　緋央は階に立てかけていた予備の木刀を手に取り、高月に突き付ける。

「お願いします、だろ？　まったく、礼れい儀ぎがなってないな」

　指についた餡を舐なめとってから、高月は手にした木刀をかまえた。

「お前とやるのも久々だな。少しは腕を上げたんだろうな」

「あんたを負かせるくらいにはなっ！」

　緋央が踏ふみ込み、打ちかかる。高月は後方に片足を引き、自分の木刀で一いち撃げきを防いだ。

「力任せに突っ込む癖くせ、直せって言ってるだろ。猪いのししか！」

「っさい、余計な口きいている余よ裕ゆうがあるのかよ！」

　緋央は手首を捻ひねり、高月の木刀を絡からめるようにして弾はじき飛ばした。同時に足あし払ばらいをしたが、高月の膝ひざでとめられ、腕を押さえ込まれる。

「甘い、俺は剣術より体術の方が得意なんだよっ！」

　あっと思った時には地面に叩たたき付けられ、息が詰つまる。

「受け身をとれよ。死ぬぞ」

　呻うめいて転がっていると、高月が上からのぞき込んだ。

　緋央は息を吐はいてからむっくりと起き上がり、正座し直した。

「もう一回……勝負して……ください」

「何言ってんだ。お前、今、負けたろ。潔いさぎよくないぞ」

「おれが勝ったら、頼みがあるんだよ！」

　緋央は真しん剣けんな表情で高月を見上げた。

「分かった。おれも男だ。お前が勝ったら、おはぎの残りをくれてやる！」

「そんなもん、いるかよ。そうじゃなくて、内宮の外に出たいんだ」

「……そいつは無理だ。あきらめるんだな」

　高月は軽く息を吐いて答えた。

「どうしても、さがさなきゃならないやつがいるんだ！」

「そいつは、上守の生き残りのことか？」

　高月は顔を竹藪の方に向け、声を抑おさえながらきき返した。

「あいつは、おれの大事な親友なんだ。ようやく、見つけたんだ。今、会いに行かなかったら、もう二度と会えないかもしれないんだよ。頼む、高月！」

　頭を下げて頼み込む。高月なら外出に必要な許可書を手に入れられる。

「あいつは国を追放された身だ。しかも、凪国の商人の下僕にされているんだろう」

「おれじゃ、助けられないって言うのか？」

　顔を強こわばらせた緋央を、高月の冷静な目が見つめる。

「違うのか？　今のお前は火高国の王子ですらない、ただの巫女見習いだ」

「おれはもう、あいつを失うわけにはいかないんだ！　どんな方法を使ったって……」

「だったら、なおさら行かせられるか。騒さわぎを起こされちゃ、困るんだよ」

「叔母おば上うえにも、あんたにも迷めい惑わくをかけない。自分の始末は自分でつける！」

「お前が何かしでかせば、とばっちりを受けるのはこっちだ」

「だったら、せめて……勅ちよく使したちがどこに滞たい在ざいしているかだけでも教えてくれ！」

「緋央、あいつのことは忘れろ。それがお前のためだ」

　高月は言い捨てて、鬱うつ蒼そうとした暗い竹藪の向こうへと去る。

　自分の身すら、自由にならない……。

　悔くやしさを込めて、唇くちびるを強く嚙かみしめた。
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　翌日の朝一番で行われた神楽かぐらの稽古は、いつにもまして最低だった。

　寝ね坊ぼうしたおかげで朝食を食いっぱぐれたことに始まり、四人で行う巫女舞まいはよりにもよって彩女たちと行わなければならなかった。

　まだ、完全に動きを覚えていない緋央は、どうしても動きが遅おくれがちになる。彩女たちは師し範はんの目を盗ぬすんで緋央の足を踏み付けたり、髪かみの毛を引っぱったりと、今日も陰いん険けんな嫌がらせに余念がない。

　おまけに空腹のせいで足がふらつき、あろうことか師範にツッパリをくらわせてしまった。

　師範に『あーた、相撲すもうの稽古と勘かん違ちがいしているんですか!?』と叱しかり付けられて、居残りを命じられたのである。

「舞の所作や順序は覚えないし、扇おうぎは飛ばすし、あなたほどひどい舞手もいませんよ。よいですか、緋央さん。舞まい女ひめは神楽舞ができてこそ一人前なのです。神事も近いのですから、それまでに基本の動きくらいは習得してもらいますからね！」

　昼ひる餉げの時間だというのに、緋央は師範に連れられて玉たま砂じや利りの道を歩く。

　武術なら得意だが、舞は勝手が違う。優ゆう雅がな所作や、指先まで気をつかった繊せん細さいな動作は、はっきり言って最も苦手なものだ。慣れない動きに手足が引きつりそうになる。

　皺ラッキョウの見立てどおり、神楽舞の才能とやらは、自分にはまったくないのだろう。

　緋央は返事のかわりに思わずため息を吐いた。師範に睨にらまれて、あわてて「は、はい」と返事をし直して、ごまかすように笑えみをつくる。

　師範がカリカリするのは、舞女も御み劔つるぎ神しん事じで神楽を舞まうことになっているからだ。

　重たい足取りで師範についていくと、茅かや葺ぶきの屋根の舞ぶ台たいが見えてくる。

　舞女の練習用に古い神楽かぐら殿でんを移築したものだ。

　雑木にかこまれ、白しら砂すなが日の光を照り返していた。

「あなたのために、特別に神楽舞を教えてくれる人をお願いしておきました。これ以上ないほど素す晴ばらしいお手本ですから、よく見て覚えなさい。よいですね？」

　師範はそう言い、歩を進める。

　神楽殿には一人の少女が先に来ていた。

　白い小こ袖そでに緋ひ袴ばかまをはき、髪を後ろで束ね、水みず引ひきという髪留めをつけている。

　緋央と師範が殿に上がってきたことにも気付かず、無心になって神楽を舞っていた。

　凜りんとしたその顔を見て、緋央は「あっ」と声をもらした。

　以前に、彩女たちから緋央を助けてくれた少女で、音葉という名だったと思い出す。

　音葉はしなやかな手首で扇を返し、鈴を鳴らした。

　声をかけるのもためらわれるほど、殿の空気がピンと張り詰めているように感じて、緋央は息をのみながら音葉の所作を見つめる。

　師範や他ほかの少女たちの舞う神楽舞と同じはずなのに、それはまったくの別物だった。

　無心に遠くを見つめ、風に身を委ゆだねるように軽かろやかに舞う。

　音葉がふっと息を吐くと、緋央も我に返った。

　急にまわりの蟬せみの声が耳に入る。

　その音を忘れるほどに魅み入いられていた自分に、戸と惑まどいを覚えた。

　師範の拍はく手しゆで少女が振ふり返り、瞬まばたきしてから恥はずかしそうに頰を染めた。

「いらっしゃっていたのなら、声をかけてください、師範」

「相変わらず、完かん璧ぺきな素晴らしい神楽舞でしたよ、音葉さん」

　師範はうっとりしたように褒ほめ称たたえてから、緋央の方を見る。

「緋央さん、音葉さんのように舞うことなど、あなたには百万回練習しても無理でしょうが、一歩でも近づけるようによーく見み倣ならって努力なさい。斎王代の音葉さんに直じき々じきに教えてもらえるなど、光栄なことなのですからね」

「はあ……って、斎王代!?」

　斎王代と言えば、次の斎王候補だ。緋央の叔母おば、紅奈の後こう継けい者しやということになる。

（こいつ……斎王代、だったのか）

「緋央さんの神楽舞ときたら、見るのも忍しのびないほどですけど、あなたの力で何とかしてあげてちょうだいね」

　師範は音葉に緋央を押し付け、自分はさっさと神楽殿を下りていく。

　残された緋央と音葉はどちらからとなく、視線を交かわした。先に声をかけたのは音葉だ。

「この前、会ったわね。あなたのこと、実は少し知っているの」

「し、知っている……って、何を？」

　緋央は緊きん張ちようした声できき返す。

「斎王様の姪めい御ごさんでしょう？　火高国のお姫ひめ様さま……病弱って聞いたけど、体の方は大だい丈じよう夫ぶ？」

（なんだ、男だと知られているわけじゃないのか）

　ほっとしながら、緋央は控ひかえめに笑みをつくった。

「ええ……今のところ。この前は、ありがとうございます」

「彩女には困ったものだけど、許してあげて。悪い子ではないの。ただ、ちょっと性しよう根ねがひん曲がってるだけで……」

「それって、少しもかばっているように聞こえないのだけれど」

「事実を言っただけよ。あなたのことは、緋央と呼んでいい？　私のことも音葉でいいわ」

　音葉は屈くつ託たくない笑顔で片手を差し出す。

　一いつ瞬しゆん、相手の手をとることを躊ちゆう躇ちよしたものの、音葉にぎゅっと握にぎられて軽く指を折った。

「よろしく……お願いします」

「そんなに堅かた苦くるしくなることないのに。噂うわさ通り、本当にお姫様という感じなのね」

「あなたも王族の姫ひめ君ぎみなのでしょう？」

　斎王代になれるのは、王族の子女と決まっていたはずだ。

「姫君という柄がらではないけれど、一応は……まあ、そうね。生まれは水みず城しろの国くによ」

　水城国と言えば、凪国と並ぶ強国だ。凪国が商業の国であれば、水城国は技術の国だ。作さく陶とうや製鉄、銀や金細工の製造が盛んだと聞いている。

「斎王代って、どうやって選ばれるものですか？　やっぱり、神楽舞がうまいから？」

「そういうわけではないの。卜ぼく占せんっていう占うらないで選ばれるのよ。偶ぐう然ぜんというか、神様の采さい配はいだから、舞のうまさや素質は関係ないわね。だけど、私は自分が選ばれたことを誇ほこりに思うわ」

　胸を張って答えた彼女の微笑ほほえみが、眩まぶしく映る。

　緋央も音葉以外に斎王代にふさわしい舞女は思い付けなかった。

（神様の目の付け所は、悪くない……よな）

「さあ、始めましょうか。まずは、基本の舞からやりましょう。流れは分かる？」

「実は……その、覚え切れていないんです。細かい動きとか苦手で」

「それなら、私のことは鏡だと思って。大丈夫、すぐに覚えられるわ」

　音葉と向き合い、扇を水平に持ちながら拝礼する。

　空腹だったことも忘れて、緋央はその日、柄にもなく神楽舞の稽けい古こに没ぼつ頭とうした。
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　一日のお勤めを果たした後、ぐったりしながら離はなれの部屋に戻った緋央は、ため息を吐ついて戸を開いた。

「あら、お帰りなさい」

　出で迎むかえた音葉の声に硬こう直ちよくし、黙だまったまま戸をそっと閉める。

　まわりの景観と建物を確かめてみたが、そこは間ま違ちがいなく自分の部屋だ。

　もう一度、戸の隙すき間まからのぞくと、音葉は寝ね床どこをつくっている。

（あいつ、いったい、どういうつもりだ!?）

　思い切って戸を開くと、髪かみを梳すこうとしていた音葉が振り返った。

「何をしているの？　さっさと入ってくればいいのに……あ、梅昆こ布ぶ茶もあるわよ」

「それなら、葛籠つづらの中に煎せん餅べいが……じゃなくて、どうしておまっ──じゃなくて──音葉さんがいるんでしょうか!?　しかも、その寝床はいったい!?」

　動どう揺ようしながら、緋央は床ゆかの寝床を指差す。

「今日から、私もこの部屋で生活することになったからに決まっているじゃない」

「そんな話、聞いてませんよ！　困るんです。非常に！」

　一いつ緒しよに生活なんてしていたら、正体がばれる危険も高くなる。

　毎日欠かさずに行ってきた剣けん術じゆつの稽古もできない。そもそも、年とし頃ごろの男女が一つ屋根の下で暮らすなど、いくらなんでもまずい。女の恰かつ好こうをしているからといっても、自分は男なのだ。下心や、やましさは、まったくないとは言いがたい。

「音葉さんは……」

「音葉だって言ったでしょ」

「音葉は斎王代だから自分の部屋もあるでしょう？　ここはボロ小屋で雨あま漏もりもするし、ネズミとかも出るかもしれないし、快適とは言えないところです。考え直した方が……」

　音葉と向き合ってなぜか正座し、必死の面おも持もちで説得する。

「紅奈様がお決めになったんだから、仕方がないじゃないの」

「叔母おば上うえが!?」

　緋央は軽く目眩めまいを覚えた。叔母の考えていることが、さっぱり分からない。

「私はあなたと同室になれて嬉うれしいわ。でも、あなたが迷めい惑わくなら紅奈様に頼たのんでもいいのよ」

「めっ…………」

（迷惑だと言え、おれっ！）

　音葉は女だと思っているから言っているのだ。男だと分かっていれば、同室なんて絶対に承知しなかったはずだ。音葉を傷付けることになっても、ここは拒きよ否ひすべきだろう。

　お互たがいのためにもその方がいい。拳こぶしに力を込めて、音葉の顔を真っ直すぐに見返す。

「め、迷惑……じゃ、ないです」

（おれの馬ば鹿か野や郎ろうーっ！　へたれ、根こん性じようなし！）

　音葉がせっかく紅奈にかけあってくれると言ったのに、これでは自じ滅めつだ。

「そう、良かった！」

　嬉しそうにパチンと手を鳴らした音葉に、強こわばっているだろう笑え顔がおを見せてから視線をそらす。これでもし、男だとばれたら石に頭をぶつけるしかない。

　両手で顔をおおって呻うめいてから、ふと見れば、音葉が袴はかまの紐ひもを解こうとしている。

「な、な、な、何を脱ぬいでいらっしゃるんですか!?」

　仰ぎよう天てんして、思わず声が裏返った。

「何って……寝ね間ま着きに着替えるのよ」

「人前で!?」

「女の子同士なんだから、見られたってどうってことはないじゃない」

（いや、どうってことあるんだよ！）

「あの……私、ちょっと、夜風に吹ふかれてきます！」

　すっくりと立ち上がり、ぎこちない動作で踵きびすを返して戸を開いた。

「外は土ど砂しや降りの雨よ？」

　音葉の不思議そうな声に背を向けて、緋央は戸を閉める。

（そんなことは、分かってんだよ）

　軒のきから滝たきのように落ちる雨に打たれながら、しばらく外に突つっ立っているしかなかった。
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　お囃はや子しの太たい鼓こと笛の音に誘さそわれながら、ぼんやりと歩く。

　足が夜よ露つゆに濡ぬれた草を踏ふんだ。

　ここがどこで、自分がどうしてこんなところを歩いているのかも、はっきりと思い出せない。

　幾いく本ものスギの大木が、星の瞬またたく天空に向かって聳そびえ立っている。

　音が近くなり、目の前が開けて急に明るくなった。

　茅かや葺ぶき屋根にヒノキ造りの神しん殿でんが建ち、かがり火が明るく照らしている。

　神殿の前で、面をかぶり扇おうぎを手にした翁おきなと媼おうなが、お囃子に合わせて舞まい踊おどった。




　剣つるぎをとりませ、神の剣を

　剣をとりませ、神の剣を

　神の剣をとりて舞えば

　神ぞ降り立つ、人代の国に




　神殿を取りかこんだ人々が歌いながら、手て拍びよう子しをする。

　最前列に出ると、翁と媼が扇で招いた。

　土台をかこうように張り巡めぐらされたしめ縄なわをくぐり、足を踏み出していた。




　剣をとりませ、神の剣を

　剣をとりませ、神の剣を

　剣をとりて神を降ろせば

　人代の国に、幸さちきたる




　神殿の階きざはしをのぼっていくと人々の姿も見えず、ただ歌とお囃子の音色だけが聞こえてくる。




　神よ降りませ、剣の上に

　神よ降りませ、剣の上に

　神の剣をとりて舞えば

　人代の国の神となる……




　神殿の固く閉とざされた戸の先に剣があることを、緋央は知っていた。

　神を迎むかえるための剣が……。

　その剣が欲しい。大事なものを、この手で守るためには剣が必要だった。

　両手を戸に押し付けて開いた瞬しゆん間かん。

「こらああーっ、緋央！　何をやっとるんだ、お前は！」

　親おや父じの怒ど声せいがとどろいて、足下が急に崩くずれる。

　緋央は「うわああーっ！」と叫さけびながら、闇やみの中に真っ逆さまに落ちていった。







　……ような、気がした。

　ドカッと音葉の足が緋央の頰ほおを蹴けっ飛ばす。闇に浮うかんだ天てん井じようの梁はりは自分の部屋のものだ。

　まだ、耳の中には夢の中で耳にしたお囃子の音色と歌が残っている。

（なんで、あんな歌……）

　どこで聞いたのか思い出せないまま、もう一度、眠ねむりの中に引き込まれていった。
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　少女たちがすっかり入浴を終えて寝ね静しずまった頃ころを見計らい、浴場に向かう。

　竹林にかこまれた露ろ天てん風ぶ呂ろで、夜中でもこんこんと温かい湯が湧わき出している。

　脱いだ付け毛と衣ころもを石の上において湯船につかり、頭に手て拭ぬぐいをのせながら息を吐ついた。

（皺しわラッキョウめ……人のことを目の敵かたきにしやがって）

　緋央は眉み間けんに皺を寄せる。琴ことの稽けい古こで、弦げんを強く弾ひき過ぎたせいで爪つめが飛んでいき、師し範はんの眉間にズブリと刺ささったのが悪かったらしい。居残りさせられて、日が暮れるまで琴の稽古をさせられ、夕ゆう餉げも食べ損そこねてしまった。これは絶対に、昼間の報復だ。

「おれはお琴の稽古のために、こんなところまで来たわけじゃないってのに」

　緋央は勢いよく立ち上がり、拳を握にぎり締しめた。

「いったい、いつになったら魁をさがしに行けるんだ！」

「カイって、誰だれのこと？」

　不意に岩の陰かげから声がする。飛び上がるほど驚おどろいて付け毛をつかんだが、焦あせったせいで足が滑すべり、ドボンと湯の中に沈しずんだ。

「ちょっと、緋央……大だい丈じよう夫ぶ？」

　湯から顔を出した緋央は、大きく息を吸い込んでから振ふり返る。

「音葉!?」

「何をそんなに慌あわててるのよ？」

　岩の上からのぞきこんできた音葉は、手拭いで髪をまとめている。滴しずくが細い首筋を伝うのが見えて目のやり場に困りながら、不自然にならないように距きよ離りをとった。

「……いつから、そこに？」

「今さっきよ。ねえ、それよりカイって誰のこと？」

　岩の上に両りよう腕うでをのせながら、音葉がきいてきた。

「お、幼なじみ」

「もしかして、あなたの恋こい人びと？」

「違います。そういうのではありません！」

　思い切り首を横に振ると、音葉は頰ほお杖づえをつきながら、からかうように笑った。

「でも、大切な人なんだ」

「それは……まあ……」

　緋央は湯に顎あごまでつかりながら、小声で答えた。

「ねえ、そっちに行ってもいい？」

「だ、駄だ目めです。あまり見られるのは、恥はずかしいから！」

　緋央はぎょっとして両手を振った。これ以上近づかれたらまずい。色々な意味で……。

「本当に慎つつましいんだから。宮きゆう殿でんの奥で大切に育てられたお姫ひめ様さまなのね。私なんて、兄さんと一いつ緒しよに外で走りまわっていたから、いつも女の子らしくしなさいって怒られてたわ。おてんばだったのね」

　音葉が懐なつかしそうに目を細める。緋央は目を伏ふせた。

「私は……そんなに、大切に育てられたわけではありませんよ。いつも問題ばかり起こして、父に怒られてばかりいました」

「そうなの？　何だか、すごく意外だけど……」

　緋央は苦く笑しようしてから、音葉の方をチラリと見た。

「音葉はこんな時間まで、舞まいの稽古ですか？」

「そう。剣つるぎ舞まいの練習をね。動きも速いからうまくできなくて。神事に間に合うかどうか」

　剣舞は御み劔つるぎ神しん事じの中でも最も大事な儀ぎ式しきで、斎王代が行うことになっている。代々、斎王にしか伝わっていない口く伝でんの舞い方だというからよほど難しいのだろう。

　毎晩、その練習を熱心にやっているらしく、部屋に戻るのはいつも深夜過ぎだ。

「音葉はすごいと思います。私はろくに舞もできないから」

「そんなことないわよ。緋央の立ち姿って綺き麗れいだと思うわ。舞の稽古、もっと熱心にやりなさいよ。あなたがちゃんと舞えたら、きっと美しいと思うもの」

　音葉の声にはいつもの元気がない。

　もしかして、落ち込んでいるのだろうかと、緋央は戸と惑まどいながらも励はげます言葉をさがす。

「私は師範に毎日怒られてばかりだし、この前は猿さるまわしの猿以下だと言われてしまったんです。師範は音葉さんの舞をすごく褒ほめていたじゃありませんか」

「形だけよ。でも……神楽かぐらはそれだけじゃ駄目なの。神を降ろせないと舞にならない」

「神を……降ろす？　でも、そんなに簡単に神様って、降りてくるものではないでしょう？　私は音葉の舞は、神様もきっと喜ぶと思います」

（神楽ってそういうものだろう？　神様を楽しませるって意味だろう？）

　舞なんてよく分からないが、音葉の舞は師範や他ほかの舞女の舞とは違う。

　ど素人しろうとの自分でも、そう感じたのだ。

　音葉が急に立ち上がったので、緋央は慌てて体の向きを変える。

「ありがとう、緋央。あなたに慰なぐさめられちゃったわね。でも、何だか元気出てきたみたい。正直……ちょっと、自信をなくしていたから」

「それなら、良かった……です」

　背を向けたまま、緋央は緊きん張ちようした声で答えた。

「明日も早いんだから、あなたも早く上がった方がいいわ。茹ゆでダコになる前にね」

　吹ふっ切れたのか、いつもの潑はつ剌らつとした音葉の声に戻っていた。

　湯から上がる音がして、ぼんやりとかすんだ音葉の姿が湯気の向こうに遠ざかる。

　緋央は顔を曇くもらせ、密ひそかにため息を吐いた。

　音葉は今のところ、緋央に対して疑いを抱いだいている様子はない。弱音の一つも見せてくれるのは、気を許しているからだろう。嬉うれしく思う反面、後ろめたさも日に日に大きくなっていく。

　それでも、音葉に本当のことを明かすわけにはいかない以上、女のふりを続けるしかない。

　心の中で密かに詫わび、緋央は夜空を見上げながら目眩めまいがするまで湯につかっていた。
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　翌朝、雀すずめのさえずりを聞きながら、緋央は竹たけ箒ぼうきを手に神楽かぐら殿でんに向かった。

　朝あさ餉げの前に、各自分担された場所の清せい掃そうを行うのが巫女みこ見習いの日課だからだ。

　一足先に到とう着ちやくしていた音葉が、神楽殿の戸にノリで貼はり紙をしているところだった。

　緋央に気付くと、起き抜ぬけとは到とう底てい思えない爽さわやかな笑え顔がおを見せる。

「あら、おはよう。今日は寝ね坊ぼうしなかったのね」

「おはようございます。いったい、何を貼っているんですか？」

「昨日の夜に、内宮に男が忍しのび込んだのよ」

「お、男!?」

「のぞきをしようとした変態か、物取りよ。目もく撃げきした人の話では、長身の男で布の覆ふく面めんをつけていたらしいわ」

　貼り紙を見れば、人相書きとともに特とく徴ちようが書かれていた。

（なんだ……おれのことじゃないのか。だとしたら、どこのどいつだ？）

　内宮に男など物ぶつ騒そうな話だと、自分のことは忘れて眉まゆをひそめる。

「二ヶ月前にも同じようなことがあったという話だし、きっと同じ犯人ね。緋央、私、今日から夜は見張りをするから。遅おそくなるけど気にしないで、先に寝ていてちょうだい」

「えっ!?　相手の正体も分からないのに、危ないですよ。こんなことがあれば、警備も増やされるのではありませんか？」

「それはそうでしょうけど、許せないのよ。この手で不ふ埒らち者を捕つかまえてやるわ。心配しなくても、私の弓の腕前は知っているでしょう？」

「それは、知ってはいますけど……だったら、私も一緒に」

「大丈夫よ。私一人でやるわけじゃないし。気持ちは嬉しいけど、あなたがいる方が危なっかしいわ。相手はどんなやつか知れないし、お姫ひめ様は部屋にいなさい」

　音葉は立ち上がると、笑いながら緋央の額を小こ突づいた。

「くれぐれも、気を付けてくださいね。音葉は女の子なのだし……」

「ええ、ありがとう。捕まえたら、この世に生まれてきたことを後こう悔かいさせてやるわ。男の分際で、神聖な神の社やしろに立ち入るなんて万ばん死しに値あたいするもの！」

　鼻息も荒あらく、刷は毛けを握にぎり締しめる音葉に、緋央は「うっ」と声を詰つまらせる。

（ということは、おれも万死に値するってことだよな？）

「あの、音葉ってもしかして、男の人が嫌きらいだったりする？」

　懸け念ねんしていることを恐おそる恐るきいてみると、「当たり前じゃない！」と即そく答とうされた。

　緋央はやっぱりと、落らく胆たんしながらも納なつ得とくする。

「男なんてみんな不潔で変態で幼よう稚ちで馬ば鹿かだもの。そう思わない？」

「ど、どうかしら？　男の人が、何かしら役に立つときも……」

「ないわね。少なくとも、私の人生においてはないわ」

　眉み間けんに皺しわを寄せて、きっぱりと断言する。

　斎王になることが目標の音葉には、たしかに男は不要だろう。

「そうですか……」

（こいつには、絶対にばれないようにしよう）

　顔を強こわばらせた緋央を、音葉が心配そうにのぞき込んできた。

「どうしたの？　何だか、顔色がひどく悪いようだけど」

　額に手を伸のばされ、焦あせってのけぞる。

「ちょっと、今朝から風邪かぜ気味みたいで……悪お寒かんがするだけですから！」

「それなら、そうと早く言いなさいよ！　あなたが病弱だってこと、すっかり忘れていたわ。ほら、医務所に行くわよ」

　腕を引っぱられ、緋央は軽くよろけた。

「医務所!?　あそこはあんまり……大だい丈じよう夫ぶですから。大したことはないし！」

「大丈夫じゃないわよ。それに手も熱いわね。本当に熱があるみたい」

　それは、手を握られているせいだとも言えずに、緋央は音葉に引きずられていった。
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「こいつは重じゆう症しようだな。手のほどこしようがないから、帰って葬そう式しきの準備をしろ」

　気まずそうに正座している緋央と向き合い、高月は腕を組みながら哀あわれむように言った。

「先生、ちゃんと診みてください。熱もあるし、顔色も悪いし、咳せきだって出てるんですよ！」

　音葉が隣となりから訴うつたえると、高月は面めん倒どうそうな顔をして耳をほじる。

「あー、分かった、分かった。じゃあ、風邪な。こいつを飲んで寝れば治るだろ」

　差し出されたお椀わんを、緋央は恐る恐る受け取った。

　墨すみのような黒々とした液体を見つめて飲むのを躊ちゆう躇ちよしていると、音葉が顔を寄せて囁ささやく。

「こんな人でも一応は医者なんだから、大丈夫よ。思い切って飲んじゃいなさい」

　そもそも、病気でも何でもないのだから薬など不要だが、飲まないと音葉に怪あやしまれる。

　緋央は思い切って、お椀を口に運んだ。

「あ、間ま違ちがえた。それ、墨だったわ」

　高月の言葉に、緋央は口に含んでしまった墨を吹き出す。

「悪い、悪い。ま、死ぬことはないだろ」

　明らかに、わざとだろう。笑いを堪こらえている高月を、むせながら睨にらみ付けた。

（絶対……いつか、ぶちのめして参りましたと言わせてやるからなっ！）

「緋央、大丈夫？　ますますひどい顔色になってるわよ？」

　寄りかかる緋央の体を支えながら、音葉が心配そうな顔をする。

「だ、大丈夫だから。少し、休めば……本当に」

　墨の苦さとまずさで気分が悪くなったが、緋央は無理をして微笑ほほえんだ。

「本人もこう言ってんだ。こいつは預かっておいてやるから、お前は戻れ」

「そんなことを言って、緋央に不埒なことをしようとしているんじゃないでしょうね!?」

　ぐったりしている緋央を抱き寄せながら、音葉が警けい戒かいするように高月を睨む。

「俺はお前らみたいな小こ娘むすめなんざ、眼中にねえっての」

「緋央、やっぱり部屋に戻りましょう。私が看病してあげる。その方がましだわ」

　手をつかまれて、緋央は戸と惑まどう。

「そういや、お前は斎王様に呼ばれているんじゃないのか？」

　高月に言われて、音葉は「あっ」と声を上げた。そのことをすっかり忘れていたらしい。

「私は少しここで休んでいきますから、気にしないで行ってきてください」

「もし、変なことをされそうになったら、急所を蹴けっ飛ばして逃げなさい。私もなるべく用事を早くすませて戻ってくるからね」

　音葉が医務所を出ると、緋央は大きく息を吐はき出した。

「女とは関かかわらないんじゃなかったのか？」

　からかうようにきかれて、緋央は顔をしかめた。

「仕方ないだろ。叔母おば上うえが、勝手に……部屋を同じにしたんだから……」

「ほおっ、一つ屋根の下ってわけか。斎王様も粋いきな計らいをするねえ」

　他人ひと事ごとのように笑う高月を軽く睨み付ける。

「おかげで、こっちは毎日大変なんだ！」

　着替えも音葉に隠かくれてコソコソやらなきゃならないし、寝る時ですら付け毛を外せない。

　音葉はまったく気付いている様子もなく、『お風ふ呂ろ、一いつ緒しよに行く？』なんて平気で誘さそってくるし、それを断るのにどれだけ苦労していると思っているのか。

「絶対に、あんたも叔母上も面おも白しろがってるだろ」

「まあ、怒るな。焼き餅もち食うか？」

　高月はヨモギの焼き餅を一つ頰ほおばりながら、緋央にも差し出す。

「いらねえよ！」

「苛いら々いらするのは甘い物が不足しているせいだな。小豆あずきは脚かつ気けにもきくぞ」

「苛々するのはあんたと面を合わせてなきゃならないからだ！　それに脚気でもない」

「だったら、さっさと戻れ。俺は今、至福の休きゆう憩けい中なんだ」

　いっつも至福の休憩中だろうと言いたいのをぐっと堪えて、立ち上がろうとした。だが、浮うかせた腰を途と中ちゆうで戻す。

「……昨日、内宮に男が入ったって聞いたけど、まさかあんたじゃないだろうな？」

　不ふ審しんな目を向けてきくと、茶をすすりながら高月が緋央を一いち瞥べつした。

「馬鹿言え。俺が内宮を四六時中うろつきまわってると思ってんのか？」

「おれのところには、うろつきに来たくせに」

「あの時だけだ。そんなに暇ひましてねえよ」

　警備の厳重な内宮に忍び込むなど、ただの物取りや変態とは思えない。

「狙ねらわれたのって、もしかして草くさ薙なぎの剣つるぎなのか？」

「そんなことまで、知るわけないだろ。俺はただの医務所の医者だぞ」

「神官なんだろ？　それに、叔母上から何か聞いているんじゃないのか？」

「お前は余計なことに気をまわしてないで、神楽かぐらの練習でもしてろ。あんまり、みっともない神楽を舞まってると怪しまれるぞ」

「なっ……いつ、のぞいてやがったんだよ!?」

　動どう揺ようしてきき返すと、高月はふっと笑えみを浮かべ、「さあて」とはぐらかした。

　油断も隙すきもあったものではない。

「……剣つるぎは無事だったのかよ？」

　奪うばわれていたら、今以上の騒さわぎになっているはずだ。

「剣に触ふれることができるのは、斎王と斎王代だけだからな」

「そう、なのか？」

　そういえば、草薙剣のある場所は他ほかの者たちには知らされていないと聞く。

「他のやつが邪よこしまな気持ちで手を出せば祟たたられるって話だ」

　高月は湯飲みを書き物机において、声を抑おさえる。

「お前も妙みような気を起こすんじゃねえぞ」

「妙な気ってなんだよ？」

「神の剣は人を惑まどわせる。それだけの力がある剣だ」

「おれは……剣は持たない」

　緋央は目を少し伏ふせて呟つぶやいた。

　剣を手にするたびに、大事なものを失っているような気がする。

　火高国で魁と再会した時もそうだ。

　結局、魁が連れられていくのを見ていることしかできなかった……。

　自分の無力さに悔くやしさが込み上げてきて、唇くちびるを引き結んだ。

「分かってるなら、それでいい」

　高月はそう言ってから、緋央をチラリと見て咳せき払ばらいした。

「そういや、勅ちよく使しが斎王に挨あい拶さつに訪おとずれているらしいから、騒ぎを起こすなよ」

　緋央がわずかに顔を上げると、高月は話は終わりだとばかりに邪じや険けんに手を払はらった。

　ということは、颯人も斎宮にいるということだ。

「ありがとう、高月先生！」

　立ち上がると、緋央は草ぞう履りを足に引っかけて医務所を飛び出す。

「……暢のん気きに礼なんて言ってんじゃねえよ……たくっ」

　残された高月は呆あきれがちなため息を吐いてから、膝ひざに手をついて立ち上がった。
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　内宮は男子禁制だが、御み劔つるぎ神しん事じが行われる間は、勅使の立ち入りが特別に許可される。

　その接待のために、巫女みこたちが忙いそがしそうに走りまわっていた。

　緋央は勅使たちが休憩舎にいると聞いて足を向ける。

　籬まがきにかこまれた平屋の建物がいくつも並んでおり、衛え士じが見張りに立っていた。

「ああ、あなた。ちょうど良かった！」

　若い巫女が、うろついていた緋央を見つけて呼び止める。

「悪いんだけど、これ、運ぶのを手伝ってちょうだい。私だけじゃ、手て一いつ杯ぱいだったのよ」

　手提さげのお櫃ひつを押し付けられて戸惑ったが、ついてくるように命じられて仕方なく後に続く。

　草履を脱ぬいで建物の中に入ると、板いた間まに側そば仕づかえらしき女たちが控ひかえていた。

「昼の膳ぜんをお持ちいたしました」

　若い巫女が正座して平へい伏ふくしたので、緋央も脇わきにお櫃をおいて倣ならう。

「膳なんかどうでもいい。こんなに暑けりゃ、食う気にもなれない。どうせ、くそまずい精しよう進じん料理なんだろう。それより、いつまで待たせる気だ!?　斎王は僕の叔母上だぞ」

　苛いら立だった声を浴びせられて、若い巫女は「申し訳ありません！」とひれ伏した。

　高圧的な若い男の声だ。頭を下げたまま、緋央は眉まゆをひそめて相手を見る。

（うっ……朔夜！）

　淡黄の衣ころもの襟えりを緩ゆるめ、立て膝をして座った兄が視線を向ける。

　緋央は強こわばった顔で床ゆかに額を押し付けた。三年前の神事の時には、朔夜も成人に達してはいなかったので、従兄いとこの一人が勅使として選ばれたと聞いている。

　今年は朔夜も年ねん齢れいを満たしているので、火高国の勅使として選ばれるのは当然のことだ。

　緋央が女装して斎宮にいることは知らないはずだが、今の一いつ瞬しゆんで気付かれたかもしれない。

「ただいま、他の勅使の方と会っておられます。どうか、しばしお待ちを」

　若い巫女がビクビクした様子で答えると、朔夜はふんっと気に入らなそうに鼻を鳴らした。

「もういい。下がれ」

　朔夜に命じられて、若い巫女がほっとしたように頭を下げてから立ち上がる。

　緋央も後に続こうと、座ったままクルリと体の向きを変えて膝を立てた。

「そこの小こ娘むすめ。お前は残れ」

　朔夜の声に、嫌いやな汗あせが背中を伝う。若い巫女はこれ以上余計なことを言って怒らせるとまずいと思ったのか、そそくさと部屋を出て行く。

「……な、何か……？」

　緋央は背を向けたまま、恐おそる恐るたずねた。

「こっちに来て酌しやくくらいしろよ。気が利きかないやつだな」

　明らかに愉ゆ快かいがっている声だ。緋央は覚かく悟ごを決めて朔夜の方に向き直る。

　扇おうぎをパチンと閉じると、側女たちが奥の間へと引き下がった。

　進み出て朔夜の傍かたわらに膝をつき、お膳におかれた銚ちよう子しを取る。

　にやりと笑った朔夜が、緋央の憮ぶ然ぜんとした顔を見ながら杯さかずきを差し出す。

　杯に酒を注ごうとすると、手首をつかまれた。

「国外追放されたお前が、まさか斎宮にいるとはね。しかも、えらくいい恰かつ好こうじゃないか。父上も酔すい狂きようなことを思い付いたものだ」

　やはり、気付かれていたのだ。緋央は鋭するどい目つきで朔夜を睨にらんでから、手をはね除ける。

「国外追放の命令には叛そむいてない。おれがどこで、どんな恰好でいようとお前には関係ない！」

「内宮に忍しのび込んだ男は極きよつ刑けいだろう。露ろ呈ていすれば、さぞかし大おお騒さわぎになるだろうね」

　朔夜は目を細めながら、愉快そうにククッと喉のどを鳴らした。

　舐なめるようなその視線に耐たえきれず、顔をそむける。

「お前を内宮に引き込んだ叔母おば上うえも立場が悪くなるだろう。見物だよ。僕はあの人が嫌きらいだからね。もっとも、あっちもだろうけど……」

「少しでも余計なことをもらしてみろ。ただじゃ、おかないからな！」

　思わず胸むなぐらをつかむと、朔夜は不快そうに片眉を押し上げた。

「誰だれに向かってものを言っているんだ。僕はいずれ火高国の王となる男だぞ。お前のようなクズが僕に命令しようなんて僭せん越えつ甚はなはだしいんだよ！」

　突つき飛ばされてよろけた緋央は、片手を床につく。

　朔夜が立ち上がって、高こう慢まんな目で見下ろした。

「口外されたくないのなら、土下座してお願いしろ。お前の運命はこの僕が握にぎっているんだ。せいぜい、不快にさせるなよ」

　ギリッと歯を嚙かみしめて、怒いかりに燃える瞳ひとみで朔夜を見上げる。

　朔夜のことだ。緋央を貶おとしめるためになら本気で言いかねない。まして、斎王である紅奈のことを目障りだと思っているならば、その立場を慮おもんぱかることはないだろう。

　今、ばらされたら、何のために女の恰好までして内宮に入り込んだのか分からない。まして、勅使たちの集まる大事な神事の前だ。自分のせいで神事に差し障さわりが出るようなことがあってはならない。朔夜は拒きよ否ひできないことを分かっていて、要求してきているのだ。

　緋央は躊ちゆう躇ちよした末に、傾かたむいた体を起こして正座し直し、両手を床についた。

「お願い…………します…………」

　無理に屈くつ辱じよくをのみ込み、小さな声を絞しぼり出す。

「何を？　それに、もう少し大きな声で言ってくれないと聞こえないだろう？」

　朔夜はわざとらしくきき返した。

「お願いします。このことを……言わないでください！」

　緋央は自棄やけになったように声を大きくして言った。

　酒が頭から流れ落ちて床にたまる。朔夜が銚子を傾けながら、嘲あざけるように笑った。

「そうだな。気分が良ければ、考えてやってもいい。せっかくの可愛かわいい、可愛い弟の頼たのみなんだ。感謝しろよ、緋央」

　顎あごから滴しずくが垂れる。拳こぶしを握り締しめながら、自分の感情を押し殺すように瞼を伏せた。







「くそっ！　朔夜のやつ、覚えてろよ。いつか、絶対にぶちのめしてやる！」

　手水ちようず舎やという手洗石のおかれた手洗い場に駆かけ込んだ緋央は、石にたまった水の中に頭を突っ込んだ。青銅製の龍りゆうの口から、チョロチョロと清水が流れてくる。

　夏なのに山の水は冷たく、頭にのぼった血が徐じよ々じよに冷えてきた。

　あんな男が火高国の次期王なのだ。国に未来はないように思える。少なくとも自分はこの先も、朔夜に頭を下げ続けて生きていかなければならない。火高国にいる限り……ずっと。

「我ながら、絶望的な未来だな……」

　水から顔を上げて呟き、濡ぬれた顔を袖そでで拭ぬぐう。

「緋央さん。あーた、そんなところで何をしているんですか！」

　やかましい叱しつ責せきの声を上げながら、師し範はんが一直線に走ってくる。

「そこは手や口をお清めするところですよ！」

「す、すいません……ちょっと、頭をお清めする必要にかられまして……」

　両手をそろえてしおらしく答えると、師範の眉が余計に吊つり上がった。

「お琴ことの稽けい古こにも顔を出さないで、どこをほっつき歩いているのかと思えば……あなたには舞まい女ひめの心得というものが分かっていません。じっくり教えて差し上げますから、いらっしゃい！」

「えっ!?　いえ、遠えん慮りよします。舞女の心得はもう十分に聞きましたから！」

　逃げ出そうとする緋央の襟えり首くびがつかまれ、化け粧しようの濃こい顔が目一杯に寄ってくる。

「緋央さん。夕ゆう餉げ抜ぬきの罰ばつとどちらがいいんですか？」

「ご……御ご拝はい聴ちよういたします」

　顔を強ばらせながら観念して答えた。

　これも腐くされ陰いん険けん野や郎ろうの朔夜のせいだと、心の中で思いつく限りの悪態を吐ついてやった。
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　御劔神事には一いつ般ぱんの参拝客も詰つめかけてくる。

　内宮には入れないものの、斎宮内にある拝はい殿でんでは祈き禱とうや神楽かぐらも行われ、誰もが参拝できる。

　神事まで七日もないのだ。斎宮の中は、日に日に慌あわただしくなっていく。緋央たち巫女見習いも準備にかり出されて、昼間はほとんど自由がきかなかった。

　いくつも並んだ高床の倉に奉ほう納のうされた酒や米を、台帳に記録するのが緋央の役目だった。

　颯人を見つけて、魁の居場所をきき出さなければならないと思いながらも、未いまだに会うこともできていない。気付くとため息を吐いており、台帳に横線を引っぱっていた。しまったと、慌てて袖で拭ったが消えるはずがない。黒ずんだ袖を洗ってこようと歩き出した時だ。

「グズグズするな！　運び込まなきゃならないものは、まだまだあるんだからな。ああ、それと、落とすんじゃないぞ」

　倉の前で、派手な衣を着た男が怒ど鳴なっている。

　汗ばんでむくんだその顔には見覚えがあった。火高国で出くわした白井という商人の男だ。

（あいつがここにいるってことは、魁も……！）

　白井の下僕たちが、酒さか樽だるや米こめ俵だわらを担かついで運んでいる。他ほかの参拝者やその下僕たちが行き交かう中、緋央はしきりに周囲を見まわしながら魁の姿をさがした。

　魁は足あし下もとをふらつかせながら、下僕たちの後ろについて米俵を担いでいる。駆け寄りたかったが、今の自分は巫女みこ見習いの恰好だ。手が焦じれるように、自分の胸ぐらをつかんだ。

　大おお柄がらな他の下僕に、「邪じや魔ま、退け！」と肩をぶつけられて、魁は米俵を取り落とす。

「大事な奉納米だぞ。落とすなと言っただろう！」

　目ざとく見つけた白井が、魁を蹴けり飛ばそうとする。その間に、緋央は飛び込んだ。

「ちょ、ちょっとお待ちを！」

「おおおおっ、何だ!?」

　足を振ふり上げた体勢で声を上げた白井は、そのままひっくり返って尻しり餅もちをついた。

「商売繁はん盛じようのご祈禱を承うけたまわっておりますが、いかがでしょう？」

　緋央は両手を握りしめながら、にっこりと微笑ほほえみをつくる。

　白井は途と端たんに目を輝かがやかせて飛び起きた。

「商売繁盛!?　それはご利益があるのだろうな？」

「え、ええ……もちろん！　今、ご祈禱された方には特別に、一いつ攫かく千せん金きんお守りを差し上げております。限定十名様なので早く行かないとなくなってしまうかも……」

「娘むすめよ、それはどこでやっているのだ？」

「神楽かぐら殿でんの方で」

「わしの一攫千金ーっ！」

　白井は全力で神楽殿の方へと駆け出していく。神楽殿で祈禱をやっているのは噓うそではない。余計なものが消えたとほっと一息吐いてから、緋央はためらいがちに魁の方を振り返る。

　啞然としたように緋央の顔を見ていた魁は、目が合うとパッと顔をそむけた。そのまま、知らぬ振りをして立ち去ろうとするので、緋央は「待てよ！」と腕をつかんだ。

　有う無むを言わせずに、倉の裏手へと引っぱっていく。

「お前、何やってんだよ！」

「何って、仕事です。それより……あの、あんまり近寄らないでください」

　魁はなぜか、直視するのを避さけるように視線を斜ななめ下に向けている。

「この前、何で知らないふりなんかしたんだよ？」

「……誰かに見られたら、妙みような誤解を受けかねませんよ」

　つかまれている腕に目をやって、魁は困こん惑わくしたような表情を見せた。

「そんなこと、どうでもいい。答えろ！」

「知らないふりも何も、巫女見習いの知り合いなんていません」

「すっとぼけるな。おれだって分かってただろう」

「あの……どうして、女の人の恰かつ好こうなんてしているんですか？」

「これは……お前が斎宮に向かうと思ったから、追いかけるために……他に方法がなかったんだから仕方ないだろ！」

「俺のため、なんですか？」

　魁はようやく顔を上げ、驚おどろいたように瞬まばたきした。

「それ以外に、こんな恰好する理由があるかよ！」

「……趣しゆ味みなのかと思いました」

　緋央は「お前な」と、思わず脱だつ力りよくした。

　分かって言っているのか、それとも本気でそう思っていたのか……。

「なんで下僕になんてなったんだよ。国を追われてから、何があったんだ？」

「…………もう、行かないと」

「戻って、またあの男にこき使われるのかよ。お前のやりたかったことは、そんなことじゃないだろ。おれと一いつ緒しよに、国に戻るぞ！」

「そんなこと、できるわけがないでしょう」

「人を売り買いするような男に、義理立てする必要があるのか!?」

　緋央と魁は睨にらみ合うように互たがいを見つめていた。長い沈ちん黙もくの末に、魁が口を開く。

「……俺は火高国に戻るつもりはない」

「お前、おれと約束したことを忘れたのかよ？」

　緋央が問うと、魁はわずかに眉まゆ根ねを寄せる。

「忘れてないよな？　だから、その首の飾かざり……まだ持っているんだろ。おれだって同じだ。だから、ここまで迎むかえにきた」

　自分の胸にあるものをつかんで強く言う。

「俺に、処しよ刑けいされるために戻れとでも言いたいんですか？」

　表情を変えず静かにきき返す魁に、緋央は言葉をなくす。

「……もう、俺にかまわないでください」

「二人で考えれば、戻る方法は見つかる！　お前が国を追われたのだって冤えん罪ざいなんだ。それを証明すれば、父上だって……」

「今さら、どうやって証明するんです。たとえ、証明できたとしても、一度下された王の命令が取り消されるわけはない。もう、すんだことだ」

「それで、お前は下僕に甘んじて……平気なのかよ？　おれは嫌いやだぞ。もう、あの時みたいに、お前が連れて行かれるのを、何もできずに見送るなんて絶対に！」

　魁の冷静さが、緋央の苛いら立だちをつのらせた。自分一人が必死になっているようで、馬ば鹿かみたいに思える。魁にとって、自分は、自分との約束はその程度のものだったのかと。

「お前が戻れないなら、おれも国を出る」

　声を抑おさえて告げると、魁が弾はじかれたように顔を上げる。

「何を……言ってるんです」

「おれは本気だ！　思いつきで言ってるんじゃない」

「あなたは王子だ。俺とは立場が違う！」

「国に戻る時はお前と一緒に戻るって決めたんだ。お前が戻れないのに、おれだけノコノコ戻れるかよ！」

　魁は緋央を真っ向から見返した。小さく拳こぶしを握にぎってから、口を開く。

「俺はもう……あなたに関かかわり合いたくないんですよ」

「どういう意味だよ？」

「これ以上、災さい厄やくに見み舞まわれたくないという意味です」

　きっぱりと告げ、魁は緋央の横をすり抜ぬけていく。

　行かせたくない。だが、思った以上に魁の言葉が胸に突つき刺ささり、魁が遠ざかる気配を背に感じたまま、後を追えなかった。







　魁といつも落ち合っていた古い社やしろがあった。

　宮きゆう殿でんからも、魁の家からもほど近い場所にあり、人もほとんど立ち入らない。

　社の階きざはしに腰をかけた緋央は、魁の手当を受けながら悔くやしさを思わず口にした。

『魁……何で、おれは災厄をもたらす王子なんだ？　おれがこの国にいると、本当に良くないことが起こるのか？』

　宮殿の中でも、都でも、自分は忌いみ嫌きらわれている。王おう妃ひだった母の命を引き替かえにして生まれてきたせいもあるだろう。その母と瓜うり二つなのだから、気味悪がられても仕方がない。

　自分で望んだわけではない。それなのに、理り不ふ尽じんな神しん託たくはこの先も一生つきまとう。

　どうして生まれてきたのかと、絶望的な気分になる時もある。

　だが、気付いたら、神託どおりに災厄を招き続けているような気がした。

　こんなこと、魁以外に到とう底てい、話せるようなことではない。

『他ほかの神官の連中は、自分たちの都合のいいように神託をねじ曲げているんだ』

　緋央の肘ひじに包帯を巻く手を止めて、魁は目を上げる。

　その声には憤いきどおりが込められていた。

『あんな連中の言葉なんて、真に受けることなんてない』

『だけど……おれといると、お前まで……』

　いつか、魁に災厄が降りかかるのではないか。そのことが、何よりも恐いのだと口には出せなかった。分かっていながら、自分は魁と離はなれられない。離れたくない。

　これが、どれだけ身勝手なことかは分かっている。

　うつむいて唇くちびるを嚙かんでいたが、『緋央』と呼ぶ声に促うながされて顔を上げた。

『あの連中は君の力を怖おそれて排はい除じよしようとしてるんだ』

『おれの……力？』

『この国の人たちが……いや、大和の国の人々が君を必要とする時が来る』

『おれには、剣けんくらいしか取り柄えがないんだぞ』

『そんなことはない。君なら今の火高国よりも、もっと素す晴ばらしい国を創つくれる』

『国って……おれに火高国の王になれって言ってるのかよ』

　そんなことが、許されるわけがない。自分は嫡ちやく子しではないのだ。

『人々に求められる者こそが王になるべきだ。それに、僕は火高国の王になって欲しいなんて言ってないよ』

『だったら、どこの王に……』

　言いかけて、緋央は目を見開いて幼い頃ころからともにいる親友を凝ぎよう視しした。

『僕は緋央なら、大和の王にもなれると思っているんだ』

『馬鹿を言うな。どこをどうしたらそんなこと、思えるんだ!?』

　大人しくて日ひ頃ごろは書物の虫なのに、時々、とんでもないことを口にする。それとも、書物ばかり読んでいるから、そんな常識外れなぶっとんだ考えをするようになるのか。

『君に火高国は狭せますぎる。もっと広い世界に出るべきだ』

『だからって、大和の王なんて……どうやって、なるんだよ？』

　大和がいくつもの国に分かれてから、百年近くが経たつ。

　だが、統一の偉い業ぎようを再び成し遂とげた者はいないのだ。

『そのために僕がいる。僕が君をこの世界に望まれる者にしてみせる』

　魁の瞳ひとみには冗じよう談だんの色はない。

『新しい世界を創るんだ。僕らならできる』

　そう言い、自分の首にかけていた瑪め瑙のうの勾まが玉たま飾りを、緋央の首にかける。

　驚いてその顔を見ると、魁は笑えみを見せた。

　魁の笑みなど、幼なじみの自分ですらそう滅めつ多たにお目にかかれるものではなく、急に心臓がドキドキしてきた。

　目の前に、自分が踏ふみ込んだことのない大きな世界が広がっている。

　そこに、二人で足を踏み出そうとしているのだ。

　緋央は意を決して顔を上げる。

『その言葉……本気にするぞ。おれは、一度決めたら絶対に曲げないからな』

　魁は真っ直すぐな瞳を向けたまま、しっかりと頷うなずいた。

　緋央は自分の首にかかる黒曜石の勾玉を取り外す。

　魁とおそろいがよくて、山で拾った黒曜石を削けずってつくったものだ。

『お前のほど立派じゃないけど、約束の証あかしは必要だ！』

　月のような形の勾玉石が、魂たましいを表すのだと以前に魁が教えてくれた。

　だとしたら、これはお互いの魂の一部なのだ。

『緋央……僕はどんなことがあっても、君と歩き続ける。この石に誓ちかって』

　魁は緋央から勾玉を受け取ると、手の中で強く握った。

『ああ、おれたちはこの先もずっと一緒だ』

　二人でなら、どんなに途と方ほうもない夢でも手が届くと思えた。

　あの時の熱はまだこの体の中に、行き場をなくしたまま燻くすぶり続けている。

　それは、魁も同じなのだと、ずっと思っていた……。







　木々におおわれた広い庭を走りながら、手の甲こうで口もとを押さえる。

　目を固く閉じた瞬しゆん間かん、何かにぶつかって、勢いをつけながら前のめりに倒たおれた。

　あっと思った時、伸のびた腕が緋央を抱かかえる。

　少し香かおりをたきしめた濃のう紺こんの衣ころもは、男のものだった。

　一いつ緒しよになって地面に転がった緋央は、相手の顔も見ずに衣をつかむ。

　誰だれだろうが、かまわない。今はただ、泣きたかった。

　声を押し殺しながら、緋央は相手の胸に額を押し付けたまま唇を嚙みしめる。

「お、おい……」

　戸と惑まどった低い男の声が呼びかける。

　緋央が顔を上げずにいると、ひどく遠えん慮りよがちな手が背中をさすってあやす。

「よくは分からんが……俺の胸で泣きたいだけ泣くがいいぞ」

　遠慮がちだった腕が、ぎゅっと抱きしめてきた。

　ようやく我に返って相手が颯人だと気付いた瞬間には、その鼻はな面づらに拳を打ち込んでいた。

「ぐふっ！」と痛そうな声をもらして、颯人がのけぞる。

「失礼しました！」

　緋央は立ち上がって、身を反転させる。

　気が動転していたとはいえ、こんなやつの前で涙なみだを見せるなんて、大おお恥はじもいいところだった。

　火高国で喧けん嘩かを売った相手だ。まして、魁を連れて行った男の仲間だというのに。

「待て、娘むすめ」

　颯人に引っぱられて体勢を崩くずし、尻しり餅もちをつく。

「腕から血が出ているぞ！」

　見れば、腕から一筋の血が伝っていた。走っている途と中ちゆう、枝か何かに引っかかったらしい。

「大だい丈じよう夫ぶですから。お気になさらず！」

（そういうお前は、鼻から血が出ているだろ）

　緋央の拳こぶしをくらったせいで、颯人の鼻からドクドクと血が流れている。

「今、血を止めてやる。気を確かに持て！」

　颯人はそう言うなり、緋央の眼前で懐ふところを全開にし、鍛きたえられた胸むな元もとをさらす。

「な、何を血迷っていらっしゃるんですか!?　破は廉れん恥ち行こう為いなら、ぶっ殺……ではなくて、悲鳴を上げて人を呼びますよ！」

　ぎょっとして、思わず素すっ頓とん狂きような声が出る。それに、血を止める必要があるのは、どう考えても自分よりも颯人の方だ。

　体に巻き付けていたサラシを解いて引っぱり出すと、颯人はなぜか顔を赤らめながら遠慮がちに差し出してきた。

「これで血を拭ふけ……遠慮はいらんからな」

（そんな汗あせ臭くさそうなサラシで拭けるかーっ！）

　もう少しで出そうになった拳を反対の手でぐっと押さえ込み、無理に微笑ほほえんだ。

「本当に、私のことはおかまいなく。お気持ちだけいただいておきますから。その……サラシはどうぞ、ご自分の鼻に突つっ込んでおいてください」

「サラシは嫌いやか。だったら、ちょっと待ってろ」

　颯人は自分の衣の裾すそを引き裂さくと、血のにじんでいる緋央の腕をとって巻き始めた。

（まあ……汚きたないサラシじゃないだけ、ましかもな）

「いったい……何を泣いていた？」

　きかれて、緋央は顔をそむけながら涙の痕あとの残る頰ほおを拭ぬぐった。

「お見苦しいところを見せてしまいました……大したことではないのです」

「事情は分からないが、よほどのことがあったようだな。話くらい、俺にも聞けるぞ」

　気をつかうように言いながら、颯人は布をぎゅっとしばった。火高国で会ったことがあることなど、まったく気付いていないのだろう。不気味なくらい親切な口調だった。

「何でもないのです、本当に。ただ、昔の友と……喧けん嘩か別わかれしてしまって」
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　口を滑すべらせると、目め頭がしらに涙がこみ上げてきて顔を伏ふせる。

「意見の相そう違いというのは、誰だれにでもあるものだ。もう一度、話し合ってみることはできないのか？　誤解だったということもあると、思うのだが」

（何でおれはこんなやつに、相談みたいなことをしているんだ??）

「そう、ですね。もう一度、話をしてみます」

　魁を追ってここまで来たのだ。簡単にあきらめてたまるかと、緋央は気を取り直す。

「な、仲直り、できるといいな」

「ええ、ありがとうございます。おかげで、気持ちが晴れました」

　緋央が無意識に微笑むと、颯人の首から上が見る見る朱しゆに染まる。

　颯人はパッと顔をそむけ、帯に差していた扇おうぎを抜ぬき取って広げた。

「今日はやけに暑いな。は、ははは……」

　強くあおぎすぎたせいで扇の骨が折れている。

「凪国の王子、こちらにおられましたか。斎王様がお待ちになっておられます」

　初老の巫女みこが衛え士じを連れてやってくる。

　颯人は「そうか」と残念そうに言い、折れた扇を閉じる。

「私も、これで失礼いたします」

　火高国で会ったことを思い出されるとまずい。あまり、長く顔を合わせていたくない。

　頭を下げて離はなれようとしたが、颯人の手が肩をつかんだ。

「待ってくれ、娘。せめて名前を！」

「ヒ……ヨコです」

　頭に浮うかんだ名前を口にして、緋央は急ぎ足で立ち去った。
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　勅ちよく使したちが斎宮に到とう着ちやくすると、神事の前に二日間にわたって会談が行われる。

　宵よい頃ごろに神楽かぐら殿でんの前庭にはかがり火がたかれ、最初の酒しゆ宴えんが開かれた。

　緋央も巫女見習いの少女たちとともに接待に駆かり出され、杯台を捧ささげ持ちながら向かう。

　神事が終われば、魁は凪国に戻る。その前にもう一度、どうにか話をつける必要があった。

　そのことを考え続けていたら、今日の午前中に行われた神楽かぐら舞まいでは失態を演じてしまった。

　一いつ般ぱんの参拝客を相手に簡単な奉ほう納のう舞を行ったが、途中で扇を落とすわ、舞い方を忘れるわで、失笑を買う始末だった。

　師し範はんには『あーたは、もういいですから、ごみ拾いでもなさい！』と追い出されるし、何をやっても気が入らない。

（何やってんだろうな、おれ）

　立ち止まってぼんやりしていると、背中が軽く叩かれる。振ふり返ると、音葉が笑え顔がおを見せた。

「ほら、しっかり。今日は忙いそがしいんだから、ぼやぼやしていると、また怒られるわよ」

　気持ちを入れ替かえ、杯台を手に神楽殿の階きざはしを上がる。

　十人ほどの王子たちが左右に分かれて座っている。その中に、退たい屈くつそうな顔をした朔夜の姿を見つけて顔をしかめる。

　朔夜は弟の姿に気付くと、不ぶ躾しつけな視線を向けながら嘲あざけるような笑みを浮かべた。

　無表情を取り繕つくろい、手前に座っていた王子の前に裾をさばいて膝ひざを折る。

　杯に酒を注ごうとすると、手で遮さえぎられた。

「酒は結構だ。それよりも茶を所しよ望もう……」

　言いかけた青年が、緋央の顔を見て一瞬固まった。緋央の方も相手を見て、顔を強こわばらせる。

「ヒヨコさん！」

「颯人…………様」

　そういえば、そんな間ま抜ぬけな偽ぎ名めいを名乗っていたような気もする。

　凪国の勅使なのだから、颯人が臨席しているのは当然だ。

「この前の怪け我がは、平気か？」

「大したことはなかったので」

　擦すり傷きず、切り傷、打ち身に捻ねん挫ざは日常茶さ飯はん事じなので、木で擦すったくらいは正直、怪我とも言えない。

「それは良かった。あれから、あなたの所在をさがしていたのだが、誰だれにたずねてもそのような巫女見習いは知らぬというから……」

「最近、巫女見習いになったばかりです！　それに、引っ込み思案なものですから」

　不ふ審しんに思われてはまずいと、急いで答える。

「そういえば、この前の友人とは仲直りはできたのか？」

「あっ……それは」

　緋央は魁の顔を思い出して顔を曇くもらせる。それを見て、颯人が心配そうに眉まゆ根ねを寄せた。

「できなかったのか？」

「いえ……その、居場所が分からないものですから」

　微び苦く笑しようを浮かべると、颯人は神しん妙みような顔をして腕を組む。

「それは困ったものだな。俺で力になれることがあれば……」

（なれるどころか、お前ん所の白井とかいうおっさんの下僕にされてんだよ！）

　緋央の頰が微び妙みようにひくつく。だが、揺ゆさぶって魁の居場所を吐はかせるわけにもいかない。それに、どんな顔でもう一度魁に会えばいいのか正直分からなかった。

　魁にとって、自分はさぞかしはた迷めい惑わくな疫やく病びよう神がみだろう。

　昔から散々魁を困らせ、振り回してきたことを思い出して、自責の念にかられる。

（あの頃ころのおれは、今以上にめちゃくちゃな性格だったからなぁ）

　もう二度と、会いたくないと思われたとしても仕方がない。

　それなのに、自分だけが子供の頃の約束なんてものを本気にして追いかけていた。

　あの頃交かわした言葉が噓うそでなかったとしても、三年も経たてば思いが変わっても不思議はない。

　国を追われて下僕にされ、生きていくことすら大変な中で、同じ思いを抱いだき続けろという方が無理なことだ。

　緋央が深刻な顔をして黙だまっているので、颯人が「ヒヨコ、さん？」と当とう惑わく気味に呼びかける。

「もしかして、その友人というのは……お、男だったりするのか？」

「ええ、そうですけど？」

「まさか、そいつに懸け想そうしているのか!?」

「はっ!?　そんなわけがないでしょう！」

「そうか、違うのか……良かった」

　颯人は大きく安あん堵どの息を吐き出す。

「良かった？」

　緋央が怪け訝げんな顔できくと、「あ、いや」と颯人は咳せき払ばらいする。

「実は……その、俺も今は特定の相手とかいなくてな」

　赤面する颯人に、緋央は「はあ」と、首を捻ひねりながら相づちを打つ。

「可か憐れんで慎つつましやかで、芯しんの強い女性が好み……なのだ」

（だから、何でおれをチラチラ見る？）

「ヒヨコ、さん……俺は…………」

　前に身を乗り出してくる颯人から、緋央は身を引いてゴクリと唾つばをのむ。

　緊きん張ちようした瞬しゆん間かん、カランという杯の音が殿に響ひびき渡わたった。

　彩女が立ち上がり、両手の拳こぶしを顎あごに当てて小刻みに震ふるえている。

「ひどいですわ、颯人様。許嫁いいなずけの私がいる前で、そんな女を口説こうとするなんて……私の心を弄もてあそんで、楽しんでいらっしゃるのね!?」

「彩女さんの許婚だったのですか」

　それは気の毒にと、思わず同情を込めて見ると、颯人はひどく狼ろう狽ばいした。

「違う、誤解だ！　彩女さんとは旧知の仲ではあるが、結けつ婚こんの契ちぎりを立てた覚えは一度もない。信じてくれ、ヒヨコさ……ムグッ！」

　彩女は颯人を豊かな胸の谷間に押しつけると、敵意むき出しの目を緋央に向ける。

「私の颯人様に色目をつかうなんて、ど貧乳のくせになんて厚かましい。緋央さん、あなたには絶対に渡しませんことよ！」

　颯人は彩女の胸の間で息苦しそうにもがいていたが、そのうちに気を失ったらしく、ぐったりして動かなくなった。

（誰だれがそんなやついるかーっ！　むしろ、近付けてくるな）

「ええっと……私は彩女さんと颯人様はこれ以上なく、お似合いだと思います。私のことならお気になさらず、どうか二人で末永くお幸せにどうぞ」

「口ではそう言いながら、どうせ玉の輿こしを狙ねらっているのでしょう。腹黒で淫いん乱らんなあなたの正体、私に見み抜ぬけないとでもお思い!?　甘いわ……甘いわね、緋央さん。どれだけ色仕かけで迫せまろうとも、私と颯人様は愛の契りで結ばれた熱々の仲なんだから。あなたのような泥どろ棒ぼう猫ねこに奪うばわれてなるものですか！」

「だから、いらねえって言ってるだろうが……そんなもの」

　思わず低い声で口走ってから、はっとして手で口もとを押さえた。

「今、あなた……そんなものっておっしゃいました!?　この地じ獄ごく耳みみの彩女、聞き逃のがしませんわよ。しかも、何だか……男みたいな声だったような」

　不審げな目を向けられて、緋央は大げさに咳払いをした。

「寝ね冷びえをして夏なつ風邪かぜをひいたのかしら？　ゲホゲホ……ゲホンッ！」

　他ほかの勅ちよく使したちは、面おも白しろい余興が始まったとでも思っているのだろう。

　先ほどから、かなり注目を浴びている気がする。

（まずい……目立たず、大人しくしているはずだったのに……）

　緋央は恥はずかしげに頰ほおを染めて、そそくさと立ち去ろうとした。

　その時、堪こらえきれないように、勅使の青年が笑い出した。

　杯さかずきを手にしながら、膝を崩くずして座っている。

　歳は十八か、九くらいだろう。背が高く、均整のとれた体格だった。男なのに、女の着るような全体に花を散らした柄がらの艶あでやかな衣ころもを着ている。一ひと際きわ、目を引くのは華はなやかな装いだけではなく、嫌いや味みなくらいに整った愛あい嬌きようのある顔立ちのせいだろう。

　巫女みこ見習いの少女も、他の勅使などそっちのけで青年の周りに集まり、うっとりしている。

　緩ゆるく波打つような癖くせ毛げで、高めの真っ直すぐな鼻に、思わずつられて微笑ほほえみたくなるような、優ゆう雅がさを漂ただよわせた口もと。間ま違ちがいなく、勅使たちの中では飛び抜けた美形だった。

「まあ、落ち着きなよ。君たち」

　杯を手に立ち上がり、笑えみを浮かべたまま歩み寄ってくる。

　流し目を向けられて、緋央は警けい戒かいするように眉まゆをひそめた。どこの国の勅使なのか分からないが、いかにも軽けい薄はくそうな雰ふん囲い気きの男だというのが、この青年に対する第一印象だった。

「何なんですの、あなた。部外者は首を突つっ込まないでくださる!?」

　彩女は颯人を腕に抱きかかえたまま、警戒するようにジロジロと青年を眺ながめた。

「君たちのような美人二人が、ムッツリ野や郎ろうを巡めぐって醜みにくく争うところなんて、私は見たくないんだ！　だから、こうしようじゃないか。ムッツリ野郎は君のもの。こっちの彼女は私のもの。どうだい、これで万事解決だろう？」

　いかにも慣れた様子で肩を抱き寄せられ、緋央は思い切り冷ややかな目を向ける。

「勝手なことを言わないでください。それと、気安く触さわらないでください」

　雰囲気だけではなく頭の中身まで浮うわついたやつだ。

　腕を払はらい除のけても、すぐに肩に乗ってくる。

「それは妙みよう案あんですわ。良かったじゃありませんの、緋央さん。色気のないど貧乳で寸ずん胴どうのあなたに素す敵てきな恋こい人びとができるなんて奇き跡せきのようなことですわ。彩女も応おう援えんしているから」

　必要以上に緋央の手を強く握にぎりながら、彩女はわざとらしく瞳ひとみをうるませる。

「この私が興味をそそられるなんて、珍めずらしいことなんだ」

　女ならさぞかしクラリとくるだろう魅み惑わく的な微笑みを浮かべながら、青年は緋央の頰に指を滑すべらせた。

「それ以上近づくと、衛え士じを呼んで牢ろうにぶち込みますよ」

「君の心の牢ろう屋やになら、捕とらわれてみたいな」

　真顔になった青年に顎をクイッと上げられて、緋央のこめかみに青筋が立つ。

（耐たえろ、おれ……イカレポンチとはいえ、どこかの王子には違いないんだ）

「瑞みず貴き兄さん！」

　振ふり返ると、音葉が眉を吊つり上げて小刻みに震えている。

「瑞貴、兄……さんって……音葉の兄貴!?　いや、じゃなくて、お兄様!?」

　緋央は首を戻し、瑞貴と呼ばれた青年をもう一度確かめた。

　ズカズカと歩み寄ってきた音葉が、遠えん慮りよなく青年の耳を強く引っぱった。

「い、痛い、痛いよ、音葉。お兄ちゃんは耳が弱いんだ。もっと、優やさしくしてくれ！」

　瑞貴は音葉に似た整った顔をしかめて、情けない声を上げる。

「あれほど、恥ずかしいことはやめてちょうだいと言ったでしょう。緋央は私の大事な友達よ。変なことをしたら承知しないわ！」

「妹よ！　なんで、そんな蔑さげすむような目で兄を見るんだ。幼かった頃ころは、兄ちゃま、兄ちゃまと、小ガモのように私の後をついてきていたというのに……斎宮に行ってからのお前は、すっかり冷たくなって、毎日文ふみを送っているのに、たまにしか返してこないじゃないか」

「兄さんの文は女の人の悩なやみ事ばかりじゃない。呆あきれたの一言以外に返す言葉なんてないわ！」

　音葉は顔を真っ赤にしながら、公式な宴えん席せきの場だということも忘れて言い返す。

　妹にいったい何の相談をしているのか。緋央は軽けい蔑べつ混じりの視線を瑞貴に向けた。

（そりゃ、こいつを見て育ったら、男を軽蔑したくなるのも当然だろうな……）

「いい加減になさい。いったいこの場を何と心得ているのですか!?」

　皺しわラッキョウ師し範はんがとうとう憤ふん激げきして、甲かん高だかい声を張り上げた。

　緋央たちは慌あわてて床ゆかに転がった杯や銚ちよう子しを拾い上げ、急いで神楽かぐら殿でんの隅すみに控ひかえる。

　この時だけは、皺ラッキョウの言うことが一番もっともだと思えた。










　翌日、再開された会談は、昨日の酒しゆ宴えんの雰囲気から一変して緊きん迫ぱくした議論が交かわされていた。

　緋央は舞まい女ひめたちとともに縁側に引き下がり、ただその声を聞いているしかない。

　資源の問題や軍事問題、国境での小こ競ぜり合いなどが話し合われていたが、互たがいにつばぜり合いを繰くり返すばかりで、何一つ解決している気配はなかった。

　大和には大小の国々が割かつ拠きよしている。その中でも有力な立場にあるのが、凪なぎの国くにと水みず城しろの国くにだ。その二国と対たい峙じする形で、小国同士が手を結んでいる。その中心的立場にあるのが、緋央の故郷である火ほ高だかの国くにだった。

　とはいっても、中には大国にすり寄り、自国の安あん寧ねいを図はかろうとする国もある。これらの国々がまとまりなく、互いにいがみ合っている。神の血を引く一族によって統一された頃は、アマテラス大おお御み神かみのもとに、富み栄さかえ、平和を維い持じしていたというが、今の大和はただの烏う合ごうの衆しゆうだ。

「そもそも、大和には盟主たるべき国がないことが問題なんじゃないのか」

　議論が堂どう々どう巡めぐりになりかけた時、肘ひじかけにもたれていた朔夜が口を開く。

　居並んだ勅使の王子たちの顔つきが変わった。

「御劔神事とは盟主を定め、そのもとに大和を一つにするという意志を示すための儀ぎ式しきだったはずだけどね。大本を忘れて小事を議論したところで何の意味もない。そうだろう？」

　朔夜は水面に投じた一石が波は紋もんを広げるのを眺めるように、ざわついている一同を眺める。

「暁あかつきが言うとおり、大和には盟主が必要だ。だが、国力からいっても盟主となるのは俺の国、凪国以外にあり得ない。草くさ薙なぎの剣つるぎは我が国が持つに相応ふさわしいだろう」

　それまで黙だまっていた颯人が、湯飲みをおいて口を開いた。暁というのは火高国の王族の氏うじ名なだ。

　交こう渉しようの場には慣れているのか、颯人の声には有う無むを言わせない強さと、他の者をたじろがせるような落ち着きがある。

「颯人殿どののおっしゃられる通り、私も凪国が盟主になるのが妥だ当とうであろうと思うが」

「貴様の国は凪国の属国だからだろう。盟主ならば由ゆい緒しよ正しい国くに津つ神がみの末まつ裔えいである水城国こそが相応しいに決まっている！」

「国力でいえば凪国の方が優位だ！」

「強国だからと言って、他の国々に対し傍ぼう若じやく無ぶ人じんに振る舞まうような国など、誰だれが盟主に仰あおぐものか。我が国は断固、反対だ！」

　ドンッという音が響ひびいて、言い争っていた勅使たちが静まる。

　颯人が鞘さやに入った剣を床に立て、凄すごむように一同を見み渡わたした。

「神事に参加するのは、斎王に対する敬意があるためだ。吹ふけば飛ぶような小国どもの、くだらない話し合いに付き合ってやる必要はない。むしろ和平の誓ちかいなどやめて、戦いくさで決してもいいのだ。勝者が盟主になるのが一番、公平だろう」

　不ふ遜そんな物言いに、勅使の王子たちがいきり立って腰を浮うかせる。

「文句があるなら勝てばいい。そうすれば、我が凪国は潔いさぎよく従ってやる。真っ向勝負をする度胸もなくさえずっているだけの貴様らでは、勝てる見込みなど万が一にもないだろうがな」

「よくもそのような侮ぶ辱じよくを……我らは断じて凪国だけは盟主と認めぬ！　戦になってもだ」

　つかみ合いの喧けん嘩かを始めそうな勅使の王子と颯人の間に、瑞貴が割り込んだ。

「まあまあ、君たち落ち着きたまえ。縁えん側がわのお嬢じようさん方が怯おびえているじゃないか。まったく、喧嘩だの戦だのと野や蛮ばんだな」

　縁側に並んだ巫女見習いの少女たちは、いつ流血騒さわぎになるかしれない話し合いに、顔を強こわばらせていた。

　瑞貴がニコリと笑えみを向けると、緊きん張ちようがわずかに解けたのか、クスクス笑いが広がる。

　王子たちは気まずそうに視線を交わしてから、浮かせた腰を行ぎよう儀ぎ良く戻した。

「ふんっ、女の前だからといい顔をするなよ、成なる瀬せ。草薙剣を欲ほつしているのはお前の国も同じじゃないか。凪国と同じ穴の狢むじなのくせに」

　朔夜が向かいに座っている瑞貴に蔑べつ視しを向けた。

　成瀬というのは、瑞貴の氏うじ名なだ。音葉も同じ氏名を持つ。

「これからの時代は、洗練された文化国家こそが盟主となるべきだ。そこのところ、私の国、水城国は君たちの国とは知的水準が一段違うからね。まあ、盟主になってくれと頼たのまれたら、なることはやぶさかではないよ」

　人好きのする微笑ほほえみを浮かべながらも、さらりと挑ちよう発はつするようなことを口にする。

　他ほかの国の勅ちよく使したちが、「誰が頼むか！」と憤いきどおった。

　あちこちで口論が始まり、湯飲みと座ざ布ぶ団とんと悪口雑言が飛び交かう。両隣と辺あたりかまわずにつかみ合う勅使たちに、巫女みこ見習いの少女たちが悲鳴を上げて神楽殿から退たい避ひした。

「あの、これって放っておいていいんですか？　止めないと、まずいんじゃ……」

　緋央は座布団で顔をかばいながら、飛んできた湯飲みをかわす。

「いつものことよ。恒こう例れい行事みたいなものね」

　音葉が緋央と背中合わせになりながら、肩かた越ごしに言った。

　颯人に殴なぐられたどこかのひょろい王子が吹っ飛んで、縁側の高こう欄らんから転げ落ちた。

　皺ラッキョウの師範が、「担たん架かを持てい！」と声を張り上げて少女たちに指示をする。

「行くわよ」

　音葉に手をつかまれて、緋央は引っぱられるままに立ち上がった。

「えっ、ちょっと、行くってどこに!?」

「決まってるじゃない。止めるのよ。それも舞まい女ひめの大事な役目！」

　乱らん闘とうが繰り広げられている神楽殿に、強ごう引いんに引っぱり込まれる。

「ご静せい粛しゆくに！」

　音葉の声が騒ぎの中に響き渡わたり、一いつ瞬しゆんだけ乱闘が止まった。

　両手をそろえながら座礼をした音葉に慌てて倣ならう。

「この場にて、座興に一曲、神楽かぐらを舞わせていただきます」

（な、何だって!?）

　音葉に袖そでをつかまれて、よろめくように立ち上がる。

　巻き込まれないように隅に避ひ難なんしていた朔夜が、嘲ちよう笑しようを隠かくすように扇おうぎを開いた。

「相あい舞まいをやるわよ」

「ま、待って、音葉。私、午前中の舞でも散々失敗したんです！」

　相舞は二人でやる神楽舞で何度か練習したが、人前で披ひ露ろうできるような舞にはなっていない。

　無理だと言いかけたが、音葉の手が力強く緋央の両手を包む。

「大だい丈じよう夫ぶ、やれるわ。私を鏡だと思って」

　神楽殿で練習したときにも、音葉はそう言った。

　一発大おお恥はじをかいて舞えば、収まるのだ。朔夜は一生、今日のことを笑い物にするだろう。だが、背を向けて逃げるのは自尊心が許さない。むしろ精せい一いつ杯ぱいやる方がいい。

　扇を取り出して音葉と向かい合い、膝ひざをついてから正座する。

　笛の音色を合図にして、開いた扇を顔の正面で持ちながら、ゆっくりと舞い始めた。

　扇をひるがえしながら、後ろに下がっていく。音葉とすれ違うと、扇を水平に持ち直した。

　笛と太たい鼓この調子が速くなる。それに合わせて右に左にと袖をひるがえしながら舞う。
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　一曲、舞い終えて見まわすと、王子たちが呆ほうけたようにこちらを見ていた。

　神楽を見て、厄やく落おとしにでもなったのか、憑つきものが落ちたような顔になっている。

　颯人は頰ほおをわずかに赤くして、ひどく真しん剣けんな顔をして見つめていた。

　肘かけにもたれて頰ほお杖づえをつく瑞貴は、何を考えているのか分からない微笑みを浮かべ、目を細める。その手が、空になった杯を弄もてあそんでいた。

　緊張したまま音葉と目を合わせると、彼女は会かい心しんの笑えみを見せる。

　緋央はほっとして、思わず口もとを綻ほころばせた。

（おれも今の舞は……悪くなかったと思うよ）







　　　四







　斎宮のお膝ひざ元もとにある街で盛大な夜祭りが開かれるというので、巫女見習いである緋央たちにも特別に外出許可がおりた。

　音葉に誘さそわれ、緋央もいつもの白い小こ袖そでと緋ひ袴ばかまを着替えて、出かけることにした。

　魁に会いに行くには、この時をおいて他にはないと思ったからだ。

　徒歩で半時も歩くと街に辿たどり着く。人家や宿場、職人たちの工こう房ぼう、商家が通り沿いに並び、群ぐん青じよう色に染まる空の下、ポツポツと灯とう籠ろうに明かりが灯ともり始めていた。

　斎宮のある山から海に向かって傾けい斜しやしているために坂道が多く、潮風が心地ここちよく吹き抜ぬける。

　大路に出れば夜市がひらかれていて、イカ焼きやスイカ、餅もちに冷やし甘酒といった食べ物から、ホオズキやお面も売られていた。

「すごい人ですね」

「今日は神輿みこし行列が出るから余計なのよ」

　大路を横切るだけでも一苦労だ。神事の参拝客だろう。旅装姿の人々が大勢いる。

（これじゃ、魁を見つけるのは難しいよな……）

　そもそも、魁が祭り見物など許されるはずはない。いるとすれば、白井が滞たい在ざいしている宿か邸やしきだろう。

「ああ、ほら。御お神輿みこしが来たわ」

　音葉に引っぱられて最前列に出ると、男たちが勇ましい掛かけ声を上げながら神輿を担かついでやってくる。お面をつけた人々が、歌い踊おどりながら後に続いた。
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「この歌……」

「神楽歌よ。御み劔つるぎ神しん事じで一番大事な神降ろしの儀ぎ式しきの時に、剣つるぎ舞まいをやるでしょう？　その時に歌われるのよ」

「剣舞って、音葉が毎晩練習してる舞でしょう？」

「ええ、そうよ。本番では社から出された草くさ薙なぎの剣つるぎを持って舞うの。剣がご開帳になるのは、御劔神事の時だけなのよ」

　剣舞は深夜に、神楽かぐら殿でんで行われるらしい。

　立ち会えるのは、斎王と一部の高位の神官と巫女だけだ。勅使の王子たちも見られない。

　神様のための神聖な舞だからだ。

「私も初めて舞うから、失敗はできないわね」

　音葉の頰が紅潮して輝かがやいて見える。よほど、張り切っているのだろう。

「草薙剣って、どんな剣なんですか？　音葉は見たことがあるのでしょう？」

「ないわ。ご神体なんだから、そんなに簡単に見せてもらえるようなものでもないし。それに、三年前の神事の時には、私はまだ斎宮代になっていなかったもの」

「むやみに触さわると祟たたられるって、聞いたけれど……それって、本当？」

　高月が言っていたことを思い出してたずねると、音葉は林りん檎ご飴あめをまわしながら笑った。

「どうかしら。勇気があるなら、自分で確かめてみれば？」

（冗談言うなよ……おれなんか、触ふれるどころか、お目にかかることすらできないんだ）

「緋央、早く」

　顔を戻すと、人の波に押されながら音葉が手を振ふっている。

　何か見つけたらしく、笑えみを残して先に行ってしまった。

（この人ひと混ごみではぐれると、さがすのが大変だってのに……）

　追いかけようとしたが、神輿行列に遮さえぎられて音葉の姿を見失う。

　気付いた時には、白い覆ふく面めんをつけた人々にかこまれていた。

　露ろ店てんで売られている、動物などのひょうきんな面ではない。額に花弁の模様が描えがかれ、目の周りには黒い縁ふち取どりをした不気味な覆面だった。

「すいません、通してください！」

　緋央は押し退けて先に進もうとしたが、覆面をつけた人々は返事もしなければ、退けようともしない。ようやく異変に気付き、緋央は警けい戒かいしながら後ろに下がる。

「何なんだ、お前ら……そこを退け」

　覆面をつけた人々が低い声で何かの呪じゆ言げんのようなものを唱え始め、手にした鈴を鳴らす。

　頭を締しめ付けるような痛みに襲おそわれて、崩くずれるように膝をついた。

　遠のく意識の中、神楽歌が聞こえる。

　気を失って倒たおれかかる緋央の体が抱かかえられ、神輿の中に押し込められた。







　数人の人の気配と、囁ささやき声に瞼まぶたを上げる。

　燭しよく台だいの火が、淡あわい光の輪を広げている。

　蜘蛛くもの巣まみれの天てん井じようには穴があいており、月がのぞき込んでいた。

　覆面をつけた男が、緋央の顔を見下ろす。

「気付いたか……起きろ！」

　頰を叩かれて、緋央はようやく意識がはっきりしてきた。

（そうか、おれ……こいつらに……）

　身動きしようとすると、体と手足を縛しばった縄なわが食い込む。

　自分が連れてこられたのは古い社やしろのようだった。

　日ひ頃ごろ、使われていないのか、床ゆかには埃ほこりがたまり、正面の祭さい壇だんにおかれた鏡はひび割れている。御お神酒みきの壺つぼが転がり、茶色くなった榊さかきの葉が床に散らばっていた。

　緋央は警戒しながら、自分をかこむ覆面の男たちを見る。

　四人……戸口に一人。外からも微かすかに人声が聞こえてくる。

　そのうちの一人が片かた膝ひざをつき、緋央の顎あごをつかんだ。

「斎王代の娘むすめだな。悪いが、我らに協力してもらうぞ」

（斎王代？）

　緋央は眉まゆをひそめる。

（こいつら、音葉とおれを間ま違ちがえてさらってきたってことか）

　人ひと違ちがいだと気付けば、この連中は音葉をさがしに行くだろう。

　音葉に危害をくわえさせるわけにはいかなかった。

「お前たちは何者ですか？　私に何をさせるつもりです！」

　緋央は毅き然ぜんとして顔を上げ、女のふりを続けながらきいた。

「我々は剣を手に入れる。そのためには、お前には封ふう印いんを解いてもらわねばならん」

　剣といえば、斎宮に安置されている草薙剣の他ほかにない。緋央ははっとする。

（音葉が言ってた、内宮に忍しのび込んだ賊ぞくってのは、こいつらか……）

「おっしゃっている意味が、分かりません」

「剣を安置した社の封印を解くことができるのは、斎王と斎王代なのだろう。ある場所なら、分かっているはずだ。そこまで我々とともに行ってもらう」

「素す性じようも分からぬ怪あやしげな輩やからに、私が協力すると思っているのですか？」

「拒こばむとあらば、この場で首をはねるまでのことだ」

　男は立ち上がって腰こしの剣を抜き、緋央の喉のど元もとに切っ先を突つき付けた。

　金属の冷たい感かん触しよくが喉のどを滑すべり、ゾクリと背筋が震ふるえた。

「私を殺せば剣も手に入らなくなる。それでもかまわないのであれば、やればいい！」

「お前を人ひと質じちとして、斎王に剣を要求することもできるのだ」

「私ごときのために、斎王様が剣を手て渡わたすなどあり得ぬこと。無む駄だなことです」

「ふんっ……確かにな。では、やはりお前自身に取ってきてもらう他あるまい」

　男は剣を引いて鞘さやに収める。

「あの方が戻られる前にやってしまうぞ」

　身を屈かがめた一人が、緋央の口にお椀わんを押し付けた。

　喉に無む理り矢や理り流し込まれる薬湯に、むせかえりそうになる。

　吐はき出そうとしたが、口に布を押し込まれた。

　身をよじって縄を解こうと試みたが、かなりきつく結ばれており、皮ひ膚ふが擦こすれて血がにじむ。

　男たちは緋央のまわりに香こう炉ろをおき、墨すみで柱の周りに陣じんのようなものを描き始めた。

（何、やってんだ……こいつら……）

　緋央は青ざめて、口からうなり声をもらした。

　香炉から立ち上る香かおりと、胃から込み上げてくる薬湯の味に気分が悪くなる。

　そのうちに意識が朦もう朧ろうとして、歯を食いしばる緋央の目が次し第だいに虚うつろになった。

　不意に、社の戸が開いて数人の男たちが現れる。同じように覆面をした黒装束の男たちだ。

　男の一人が緋央に歩み寄り、その顎を持ち上げてから忌いま々いましげに舌打ちした。

「愚おろか者どもが！　こいつは斎王代ではない」

　男たちは当とう惑わく気味に視線を交かわす。

「連れの女の方だ。さがせ！」

　男たちが慌あわただしく社を出て行く。蹴けっ飛ばされた香炉が転がり、灰が散らばった。

　男をぼんやりと見上げていた緋央の腹部が、いきなり蹴り飛ばされる。

　強い衝しよう撃げきにむせながら、正気を取り戻した瞳ひとみで相手を見み据すえた。

「この者、どういたしますか？」

　ためらいがちに、脇わきにいた男がきく。

「女を連れてくるまで、見張っておけ。逃がすなよ」

　男はそう答えて、身をひるがえして社を出て行く。

　緋央は短く呻うめいて、柱にもたれかかった。

（音葉……）

　助けに行かなければと思うのに、体に力が入らなかった。
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　社に残されたのは、見張りの男が一人と緋央だけだ。

　何か縄を切れそうなものはないかと視線を動かす。しかし、周りには役に立ちそうなものはなく、唯ゆい一いつの刃は物ものと言えば見張りの男が腰に下げている剣つるぎだけだ。

（どうにかして、あいつを……）

　社の木戸が開いて、もう一人の覆面の男が入ってきた。

「どうした？」

「見張りを交代するようにと」

　覆面の男はそう答えると、見張りの男が不ふ審しんそうな顔を見せる前に戸を閉め、男の腹部に剣の柄つかを叩き込んだ。

　呻いて崩れる見張りの男の体を蹴っ飛ばして、覆面の男が緋央を見る。

　突とつ然ぜんの仲間割れに啞あ然ぜんとしていると、覆面の男が剣を手に歩み寄ってきたので、身を硬かたくして警戒した。

「動かないでください」

　覆面の男が静かに言い、縄と緋央の間に剣を差し入れる。

　聞き覚えのある声に、緋央ははっとした。

「お前……魁……なのか？」

　手足の縄が解かれると、緋央は男の顔に手を伸のばして覆面をはぎ取った。

「どういうことだよ……何で、お前がここにいる!?」

　思わず声を大きくすると、口が手で塞ふさがれる。緋央はムグッと声をもらして魁を見た。

「静かにしてください。外には見張りもいるんだ」

「説明しろ。お前……覆面のやつらの仲間なのか!?」

　緋央は魁の手をもぎとり、声をやや抑おさえながらきく。

　無言で立ち上がった魁は、緋央に背を向けて気を失っている男のもとへと向かう。そのそばにしゃがみ、黒い装束をはぎ取ろうとしているので、緋央は眉をひそめた。

「おい……何やってんだよ？」

「着ているものを脱ぬいでください」

　肩かた越ごしに振ふり返った魁が、当たり前のような口調で言う。

「なっ、い、いきなり……何言ってんだ!?」

「このまま、ここにいたいんですか？」

「そんなわけないだろ！」

「だったら、早くしてください。グズグズしている余よ裕ゆうはないんだ」

　魁がどういうつもりか分からないが、今はここを出て音葉をさがしに行かなければならない。

「後で、理由聞かせてもらうからなっ！」

　艶あでやかな蓮花の模様の衣ころもを脱ぎ捨てる。帯や付け毛と一いつ緒しよに、魁の方に投げ渡わたした。

　かわりに、見張りの男が着ていた黒い装束と覆ふく面めんが投げ返される。

　苛いら立だちながらも受け取り、その袖そでに手を通した。

　魁は黙もく々もくと見張りの男に緋央の衣を着せ付けて、縛しばり上げる。

　大おお柄がらな男に、女物の衣と付け毛はひどく滑こつ稽けいだった。

「お前……いくらなんでも、これじゃすぐにばれるだろ」

「逃げる時間が稼かせげればいい」

　辺りを見まわしてから、魁は隅すみの台の上におかれていた筆をとる。

　戻ってくると、いきなり緋央の眉まゆに筆を押し付けた。

「うわっ、何しやがんだ、てめえはっ！」

「動くと、悲ひ惨さんなことになりますよ」

　逃げようとする緋央の顔を片手でつかみ、もう片方の眉にも筆で横線を引く。

「悲惨なって……どう……」

　緋央は祭さい壇だんの鏡をつかんで、自分の顔を確かめる。

　両眉の部分だけが、男前な太い眉になっていた。

「な、何じゃこりゃあーっ！」

「しっ！　声が大きいですよ」

「どうしてくれるんだ、この顔っ！」

　緋央は向き直って、震える指で自分の眉を指差した。

「入れ替かわったと気付かれないためです」

　覆面を顔につけて社を出ると、かがり火が赤々と燃えていた。

　稲荷いなりの社なのか、狐きつねの石像がおかれ正面の赤い鳥居のそばには見張りがいる。

　魁は緋央を一いち瞥べつしてから、男たちのもとへ駆かけ寄り、何かを告げる。

　男たちがひどく慌て出し、騒さわぎを聞きつけて裏手からも数人が姿を見せる。

　社やしろの中に入っていった男が、しばらくして飛び出してきた。

「女がいない！」

「どういうことだ。いつの間に……ちゃんと見張っていたのか!?」

　男に問われて、魁が「俺が見た時にはすでに、いませんでした」と空々しく答えた。

「本当だろうな？　おい、そっちのやつ。念のため、顔を見せてみろ」

　男に言われて、緋央はドキリとする。躊ちゆう躇ちよしている間に、覆面がはがされる。

　男の視線が緋央の眉に釘くぎ付づけになった。

「俺の弟で……入ったばかりなんです」

　不審感を見せる男に、魁が横から答えた。

　緋央は「うっす！」と、できるだけ野太い声で挨あい拶さつをする。

「……ともかく、急いでさがせ。あの方が戻ってこられた時に、いないではすまされない」

　魁が「はい」と返事をしてから、促うながすように緋央に視線を送る。緋央は小さく頷いてから、魁とともに駆け出した。

　赤い鳥居を抜ぬけて路地に出ると、しばらく走ってから横道に入った。

　人が一人、ようやく通れるほどの狭せまい道は暗くて人ひと気けもない。

　緋央はわずらわしい覆面をはぎ取って、安あん堵どのため息を吐つく。

「お前のおかげで、助かった」

「あなたを助けたわけじゃありません。追い払はらったんです」

「ああ、そうかよ。悪かったな。邪じや魔まして！」

　むっとして言い返すと、魁は「早く、行ってください」と言い残して、社の方へと戻ろうとする。緋央がその腕をつかんで引き止めた。

「待てよ。おれを逃がしたことがばれたら、まずいんじゃないのか!?」

「俺のことより、他ほかに心配することがあるんじゃないですか？」

　緋央は「それは……」と、迷いを見せる。たしかに、身が危ないのは音葉の方だ。

「お前も、一緒に来いよ」

「お断りです」

　強く引っぱろうとした手を、魁がはね除のけた。

「あなたが現れると……本当にろくなことにならない。関かかわりたくないと言ったのに」

　魁は感情のこもらない低い声で告げて、横道を引き返していく。

「だったら……勝手にしろ。お前のことなんか、もう知るか！」

　ままならないことに苛立ちを覚えながら、緋央は吐き捨てて駆け出した。










　音葉は緋央が消えたことに気付いて、大路をさがしているだろう。

　大路に出ると、人々は祭り騒ぎの余よ韻いんにひたりながら帰路につくところだった。

　ようやく、大路の端はしに佇たたずんでいる音葉の姿を見つけた時には、覆面の男たちに取りかこまれているところだった。男たちは音葉の口を背後からふさぎ、暴れる腕を押さえ込んでいる。

　暗がりに引きずり込まれそうになっている音葉を追いながら、彼女の名前を叫さけんだ。

　微かすかに聞こえたその声に、音葉が助けを求めるように視線を彷徨さまよわせる。

　人を押し退けて走り寄ると、手を伸ばして腕をつかむ。

　強く引き寄せると同時に、彼女をつかんでいた男の顔面に拳こぶしを叩たたき込んだ。

　剣つるぎを引き抜いて襲おそいかかってきた一人を蹴けっ飛ばし、身をひるがえす。

　男たちに妙みような術を使われては面めん倒どうだ。

「来い！」

「い、いやああーっ、男！　何するの、はなしなさい！」

　音葉は悲鳴を上げて、やみくもに暴れようとする。

「いいから走れ！　あいつらは、お前を狙ねらっているんだ」

　緋央は音葉の手を取ったまま、人をかき分けて逃げ出した。

「あ……あいつら何なの!?」

「前に内宮に忍しのび込んだ賊ぞくの連中だ」

「ちょっと待って。その連中がどうして、私を!?」

「剣が収めてある社の封ふう印いんを、お前が解けるからだそうだ」

　緋央が正面を向いたまま答えると、音葉は目を見開いた。

「じゃあ……あいつらの目的は草くさ薙なぎの剣つるぎなの？」

「そういうことらしいな」

　振り返ると、男たちが追いかけてきている。

　混雑の中では相手も思うように進めないのか、距きよ離りはかなり離はなれていた。

　祭りの興奮も冷めやらない若者たちが集まり、踊おどり騒いでいる。

　緋央は音葉の手を引きながら、騒ぎの中に飛び込む。




　覆面の男たちを撒まくと、緋央は音葉の手を引いたまま、斎宮まで戻った。

　衛え士じが警備している鳥居の前で、ようやく手をはなす。

「ここまで、くればもう大だい丈じよう夫ぶだろ」

　走ったから息が軽く弾はずむ。手で汗あせを拭ぬぐいながら振ふり返ったが、木々にかこまれた夜道は、灯とう籠ろうに明かりが灯ともり、武装をした衛士の姿以外には見当たらない。

「待って、連れがいるの。まだ、私のことをさがしていると思うわ」

　音葉の手が、緋央の袖そでをつかむ。

「ば……馬ば鹿かじゃなければ、門限の時間には内宮に戻る」

「あの男たちに捕つかまっているかもしれない！」

「あいつらの狙いはお前なんだ」

「あいつらでなくても、変な男たちに絡からまれているかもしれないわ。私、さがしに……っ」

　ここまで来て、道を引き返そうとする音葉の手をつかんで引き止めた。

「お前が行ってどうするんだ！　自分が狙われていること、忘れるなよ」

「だけど……っ！」

　正体不明の男に襲われてよほど動どう揺ようしているのか、声が震ふるえている。

「分かった……おれがさがしてきてやる」

　緋央は音葉を安堵させようとして言った。

「名前も顔も知らないくせに、さがせるわけないじゃない！」

「名前と特とく徴ちようを言えばいいだろ？　絶対に見つけてきてやるから、お前は内宮に戻れ！」

「あなた、一体……どうして、私のことを助けてくれるの？」

　音葉の瞳ひとみが探さぐるように緋央を見つめる。

「それは……斎王様に頼たのまれたからだ」

　やむを得ないとは言え、噓うそを口にする後ろめたさは拭えない。声がわずかに小さくなる。

「そう、だったの」

「お前は、あいつらのこと、おば……じゃなくて、斎王様に伝えろ。いいな？」

　手をはなして念押しすると、音葉は自分の役目を思い出したのか、いつもの気き丈じような顔に戻って頷うなずく。彼女が斎宮の中に入っていくのを見届けてから、緋央は駆け出した。
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　衛士に見み咎とがめられないように繁しげみの中を進むと、医務所が見えてくる。

　辺りを見まわして人目がないことを確かめ、緋央は木戸に向かって走った。

「高月のおっさん！」

　勢いよく戸を開いて飛び込むと、高月の手から、餡あんをまぶした団子がボトリと落ちる。

　緋央は草ぞう履りを脱ぬぎ捨てて板間に上がり込み、高月に詰つめ寄った。

「お前……そのゲジ眉まゆ…………どうしたんだ？」

　高月は、墨すみで描かかれた緋央の太い眉を凝ぎよう視しして啞あ然ぜんとした。

「これには一言で言えない深い事情があるんだよ」

「それ以上、一歩たりとも近付くなよ。俺の男前な顔にゲジ眉が伝でん染せんしたらどうしてくれる」

「するわけないだろ！　いい加減なことばっかり言いやがって……それより、あんたに頼みがあるんだよ」

「生憎あいにくと今日の診しん療りよう時間は終しゆう了りようだ。お子様は部屋に戻って寝ねてろ」

「戻りたくても、女の恰かつ好こうじゃなきゃ内宮に入れないんだよ！」

「そいつは、お気の毒に」

　素そっ気なく答え、高月は茶を口に運ぶ。

　緋央は悪態を吐きたいのを堪こらえて正座した。

「高月センセイ……お願いします。助けて、ください」

「残念だがな、俺が助けられるのは病人だけだ。医者だからな」

　緋央は当てにならない高月に苛いら立だったものの、他に頼める人間を知らない。

　ガバッとその場に両手をついた。

「門限までに戻らなきゃ、ならないんだ！　だけど、女の衣ころもも付け毛も……ないんだよ」

「どこかの女の所に脱いできたのか？」

「そんなわけないだろ！　音葉と……斎王代と間ま違ちがわれて、連れ去られたんだよ。逃げ出す時に、全部おいてきた」

　緋央の話に、高月が真しん剣けんな顔つきになった。

「おい、待て。どういうことだ？」

　素す性じようの知れない覆ふく面めんの男たちが、草薙剣を安置した社やしろの封印を解いて手に入れるために、斎王代をさらおうとしていたことを話すと、高月は眉み間けんに皺しわを寄せる。

　魁のことを言うべきかどうか迷ったが、それは自分と魁の問題で、高月や叔母おばには関係ない。

「内宮に忍び込んだ賊ってのも覆面をかぶってたんだろう。だとしたら、音葉をさらおうとした連中と同じやつらだってことだ。あいつら、何なんだよ。妙な術は使うし」

「……斎宮に祀まつられるアマテラス大おお御み神かみを大おお御み祖おやとはしない連中がいるという噂うわさは、聞いたことがある」

　大御祖は、大和に住まうすべての人々の祖神であるということだ。

「そいつらは、剣を奪うばってどうするつもりなんだ？」

「さあな、神事を妨ぼう害がいするためか、それ以外の目的があるのか……」

「国同士の和平を結ばせたくない連中の仕し業わざってことか？」

「御劔神事が三年に一度、行われるのは和平の会談のためだけじゃない。三年の周期で剣の霊れい力りよくが弱まるからだ」

　そのために祭さい祀しを行い、剣の霊力を定期的に高める必要があるのだと、高月は教えてくれた。そちらが神事の本義なのだろう。

「そんな話、皺しわラッキョウ……じゃない、師し範はんの講義でも聞いたことないぞ」

「斎宮の中でも上の連中しか知らない秘ひ儀ぎだからな」

「賊の連中も、知っているってことだろ？」

「そう、なるだろうな。だとすれば、斎宮の中にも裏切り者がいるということだ」

　高月の言葉にドクンと心臓が跳はねる。

　魁は……魁なら、知っているだろうか？

「緋央、いいか、よく聞け。やつらが剣つるぎの霊力が弱まる時を狙っているなら、神事が始まるまでには、もう一度、今度こそ手に入れようとするはずだ」

　今までになく真顔になった高月に、緋央はたじろいだ。

「内宮に入れる男はお前だけだ。お前が剣を守れ」

「おれは安置されている場所も知らないんだぞ」

「剣は鎮ちん守じゆの森にある」

　声をひそませる高月の顔を、思わず間近で見返した。

「一度、足を踏ふみ入れると出られないって噂の、迷いの森のことかよ？」

　鎮守の森は内宮をかこむ原生林だ。以前に迷い込んだ巫女みこが何年かしてから白骨死体で見つかったという話を、彩女たちが面おも白しろがってしていたのを思い出す。その巫女の幽ゆう霊れいが夜な夜な手招きして森の中に誘さそい込むという怪かい談だん話もあり、ほとんど人が立ち入らない。

「まあ、そういうことだ。俺から聞いたってことは忘れろよ」

　高月の腕が肩からはなれる。

　もし、鎮守の森に魁が現れたら、その時には自分のこの手で捕とらえるしかない。

　他ほかの者の手にかかって取り押さえられるよりは、その方がましだ。

　腹を決めて、緋央は顔を上げた。

「分かった。そのかわり、この恰好をどうにかしろ！」

「しょうがないやつだな。少し待ってろ」

　高月は億おつ劫くうそうに言って、頭をかきながら医務所を出て行く。戻って来た時には、巫女見習いの着る白い小こ袖そでと緋ひ袴ばかま、それに付け毛を手にしていた。随ずい分ぶんと早くに戻って来たということは、こんな時のために、叔母が用意しておいてくれたということだろう。

　着替え直して出て行こうとすると、「おい、待て」と呼び止められた。

「その顔で戻るつもりか？」

　高月が濡ぬれた手ぬぐいを放り投げる。眉まゆ毛げのことを思い出し、急いで顔を拭った。

「借りは、返すからな……」

　ばつの悪い顔をしながら手拭いを投げ返すと、高月が受け取ってふっと笑えみを見せる。

「くず餅もちで、勘かん弁べんしてやるよ」

「太っても知らないぞ」

「俺は十代の頃から不増不減の体型を維い持じしてんだよ。余計なお世話だ」

　高月は二つ目の団子を口に運ぶ。よくもまあ、そんなに甘い物ばかりパクパク食えるものだと呆あきれながら、緋央は医務所を後にした。

　早く部屋に戻らなければ、音葉がきっとやきもきしながら待っているに違いない。
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　部屋を抜ぬけ出して鎮守の森へと向かった緋央は、井い戸どの陰かげに身をひそめて様子をうかがう。不ふ審しんな人ひと影かげが現れたのは、賊ぞくを見張ってから二日目の夜よ更ふけ頃ごろだった。

　闇やみに紛まぎれるようにしながら、森の中へと入っていく。

　高月の言うとおり、やはり神事までに剣を手に入れるつもりなのだろう。

　立ち上がり、しめ縄なわをくぐって鬱うつ蒼そうとした森の中に足を踏み入れた。

　賊は追ってきた緋央に気付くと、急に駆かけ出す。

「待て、くそっ！」

　緋央は倒たおれた木を飛び越こえて後を追う。袖そでが枝に引っかかって破れ、肌はだの切れる痛みが腕に走った。蔓つるに足をとられてよろめき、土に両手をつく。

　息を弾はずませながら辺りを見まわしたが、追っていた人影は視界から消えていた。

　背後に殺気を感じて飛び退のき、突つき出された矛ほこを間かん一いつ髪ぱつでかわした。

　短刀を懐から引き抜き、相手の息いき遣づかいに神経を研とぎ澄すます。

「貴様、何者だ!?」

「それは、お前の方だ！」

　繰くり出された矛をかわし、穂ほ先さきを短刀ではね返す。金属の当たる冷たい音が夜の闇に響ひびいた。

　暗がりでは相手の顔は分からない。かなり手慣れた相手だ。

　回転する矛が唸うなり、襲おそいかかってくる。その柄えをつかんで動きを一いつ瞬しゆんだけ止めたが、飛び上がった相手の足が眼前にせまり、身をのけぞらせた。体勢を立て直す間もなく、穂先が迫せまる。夜闇の中なかでは相手の間合いが余計にとりにくく、防戦を強しいられた。

　クスノキの裏側にまわり込んで軽く息を整える。

「逃げるしか能がないのか。出てこい、卑ひ怯きよう者が！」

　相手の声が響き渡わたる。言われなくても、そのつもりだった。

　短刀をくわえて枝をつかむと、木の上までよじのぼって息をひそめる。

　相手は緋央の姿を見失い、矛をかまえながら辺りをうかがっている。

　相手が鳥の羽音に気を取られた瞬しゆん間かん、短刀を握にぎり直しながら飛び下りる。

　直前に気付いた相手が緋央を見上げる。その顔に膝ひざ蹴げりしてから、相手もろとも地面に転がった。地面に押さえ付け、怒いかりの呻うめき声を上げる相手の喉のど元もとに短刀を突き付けた。

　暗がりの中で見返す瞳ひとみは、殺気を帯びている。

「お前、覆面の男の仲間だろ!?」

「覆面？　何のことだ！」

「しらばっくれるなよ。この前の祭りの時に、斎王代を狙ねらったくせに！」

「わけのわからん言いがかりを！　知らんと言っているだろう」

　相手に腹部を蹴けられて、一瞬息が詰つまる。

　腕がねじ上げられ、短刀が地面に落ちた。

「貴様の方こそ、どこの国のまわし者だ。狙いは草くさ薙なぎの剣つるぎか!?」

　相手が緋央の体を反転させ、地面に押し付ける。

「狙ってるのはそっちだろう。盗人ぬすつと野や郎ろう！」

　馬乗りになった相手の下で、暴れながら言い返した。

「この、感かん触しよく……女……まさか……っ！」

　緋央の胸──に詰めている、非常食用の握り飯めし──が、ムギュッとつかまれる。

　互たがいの視線が暗がりの中で交わる。月明かりが急に差し、相手の顔がおぼろげに見えた。

「ヒヨコさん！」

「颯人……様！」

　しまったと、視線をそらした。完全に男の口調になっていた。

　颯人は緋央の胸──に詰めている、非常食用の握り飯──を無造作につかんでいたことに気付いて、「うおおお！」と慌あわてふためきながら手をはなす。

「これは違う！　女によ人にんともみ合っているとは思わず……いや、もみ合っているとか、破は廉れん恥ちな意味ではないからな。誤解しないでくれ、ヒヨコさん。これはまったくの、不ふ慮りよの事故だ！」

　気が動転しているせいか、颯人は緋央が男の口調だったことなど念頭にないようだった。

　緋央は助かったと、胸をなで下ろす。

「それはいいですから……あの、上から退いていただけません？　重いのですけれど」

　しおらしい女の声こわ色いろをつくりながら言う。

「あっ、す、すまん！」

　退こうとした颯人の目が鋭するどさを帯び、緋央の肩を強く引き寄せる。

　その手は取り落とした矛をすでにつかんでいた。火高国で会った時には剣だったが、本来は矛の方が得意なのだろう。緋央との勝負はほんの戯たわむれ程度のものだったということだ。

　軽く見られたことに面白くないものを感じたが、こちらもあの時は木刀だったのだ。

　最初から剣を手にしていれば、本気を出した颯人にも負けはしない。

「そこにいるやつ！　出てこい」

　颯人が穂先を向けながら声を低くして命じると、岩の上に人影が現れる。

「今夜は随分と賑にぎやかじゃないか。お二人さん、動かないでくれよ」

　弓をかまえた男の姿が、月明かりの中、薄うすぼんやりと見えた。

　つがえた二本の矢は、緋央たちの方を真っ直すぐに狙っている。

　緋央は転がっている短刀をとり、身がまえた。

　立ち上がった颯人が、矛の穂先を素す性じようの知れない男に向けた。

「ヒヨコさん、俺の後ろに下がってろ」

「自分の身くらい、自分で守れますから」

　緋央は帯に差した扇おうぎを抜き出す。

　月が陰かげる。その瞬間、飛び出した。

「ヒヨコさん！」

　颯人が焦あせったように叫さけぶのが耳に入る。

　身を旋せん回かいさせると同時に扇を開き、二本の矢を叩たたき落とした。

　緋央の鮮あざやかな身のこなしに、颯人は目をみはる。

「見ている場合ではないでしょう！」

　相手は次の矢をすでに弓につがえていた。

　放たれる前に、颯人が緋央の横を走り抜け、石の上に跳ちよう躍やくして相手に襲いかかる。

「俺のヒヨコさんによくも……貴様、死をもって償つぐなわせてやる！」

（誰だれが、お前のだ！）

　緋央は言いたいのをぐっと堪こらえて、颯人が押さえ付けている男に駆け寄った。

　覆ふく面めんはつけていない。間近で見れば、見覚えのある顔だった。緩ゆるくうねる癖くせ毛げは乱れ、目鼻立ちのはっきりとした整った顔には苦く笑しようが浮うかんでいる。

「おま……あなたは水城国の瑞貴……様！」

　音葉の兄貴である瑞貴は、軽く手を上げて見せた。

「やあ……奇き遇ぐうだね。君たちはあれかい？　密会中？」

「断じて違います！」

「俺とヒヨコさんは清く正しい仲で……忍しのび会うような、やましい間あいだ柄がらではない！」

　目が合うと、颯人は恥はじらうように顔をそらす。

　緋央は何とも言いがたいげんなりした気分に襲われてため息をもらした。

「心配しなくても、人の恋こい路じを邪じや魔まするような野や暮ぼなことをするつもりはないよ」

「おたくはこんな夜中に、どうして森の中を徘はい徊かいしていらっしゃるのですか？」

　土を払はらって身を起こした瑞貴に、緋央は冷ややかな目できいた。

「君の甘い清純な香かおりに引き寄せられてきたに決まっているだろう？　連れがいたとは残念極きわまりないけどね。ま、人のものを盗とるのは、そんなに趣しゆ味みじゃない」

　瑞貴は茶目っ気のある瞳で緋央を見返す。

「はぐらかさないで。男子禁制の内宮に、いかに王子といえども立ち入ることは許されていないはず。何をしていたのですか？」

　短刀を突き付けながら不ふ信しん感を込めて睨にらむと、瑞貴はわざとらしく肩をすくめた。

「そんな怖こわい顔で睨まないでくれよ。目的は君たちと同じなんだ」

「ふん……やはり、水城国も油断ならんな」

　矛を肩に担かつぎながら、颯人が鼻白むように言った。

「それは、お互い様だろう」

　颯人と瑞貴の会話に、緋央は眉まゆをひそめる。

「二人とも、まさか草薙剣を盗ぬすみにきたのではないでしょうね？」

「水城国のはどうか知らんが、俺はそんな気など毛頭ない！　ただ、剣を盗みだそうとしている者がいるという噂うわさを聞いて、調べていたのだ」

「私も剣に手を出すつもりはないよ。神事は音葉にとって晴れの舞ぶ台たいだ。それを邪魔するような不ふ逞ていの輩やからがいると聞いては、兄として見過ごすわけにはいかないだろう？」

「覆面の男たちは……凪国や水城国のまわし者ではない？」

　緋央は思わず呟つぶやく。

　瑞貴なら、わざわざ覆面の男を使って音葉を誘ゆう拐かいする必要はない。むしろ、剣や音葉に何かあれば、斎王代を送り出している水城国の威い信しんに関かかわるからだ。

　覆面の男たちが凪国の命令で動いているとすれば、わざわざ見つかる危険をおかしてまで、颯人自身がこの場に出てくる必要はない。

「ヒヨコさん、その……覆面の連中というのは？」

　颯人が怪け訝げんそうにたずねる。

　話すべきか迷ったが、二人が犯人でないのなら、むしろ協力をとりつけた方が賢けん明めいだ。

「内宮に二度、賊ぞくが入ったことはご存じでしょう」

「ああ……俺はその噂を聞いて、取り押さえるつもりだった。まさか、ヒヨコさんがいると思わなくて……」

　何を思い出したのか、颯人は微び妙みように視線をそらしながら赤面する。

「そいつらが、覆面とやらをつけているのかい？」

　瑞貴にきかれて、緋央は頷うなずく。

「夜祭りの時、音葉をさらって草薙剣を盗み出そうとしていた」

「本当か？」

　穏おだやかではない話に、瑞貴が顔色を変える。

「幸いに未み遂すいでしたけど、それであきらめるような連中とは思えません」

「だとしたら、急いだ方がいいかもしれないな……君たちと出くわす前に、数人の人ひと影かげを見た。てっきり、君たちだと思ったが、そうじゃないなら、君の言う連中かもしれない」

「それを、早く言え。どの辺りだ!?」

　颯人が詰つめ寄るようにきくと、瑞貴は森の中を見まわしてからひどく神しん妙みような顔をした。

「実は……私はほぼ完かん璧ぺきな人間だけど、生まれた時から方向音おん痴ちという致ち命めい的てきな欠点を抱かかえているんだ。実は君たちに出くわした時も、迷子になって森から出られずにいたところだ」

「貴様というやつは……肝かん心じんなところで役に立たん男だな！」

「洗練された都育ちの私に、森の中なんて分かるわけがないじゃないか。音葉のためでなければ、こんな虫だらけの場所なんて誰が入るものか」

　胸むなぐらをつかまれた瑞貴は、悪びれもせずに答える。

「多分……こっちです」

　緋央は呟くと、緋ひ袴ばかまの裾すそをたくし上げながら走り出す。

　瑞貴と颯人が顔を見合わせてから、後を追いかけてきた。

「ヒヨコさん、剣の在あり処かを知っているのか!?」

「いいえ、でも間ま違ちがいない！」

　自分はこの森を知っている。

　森のどこかにある社やしろの中に、神の剣があることを……。







　どれくらい走ったのか、スギの巨きよ木ぼくにかこまれた小さな社が見えてきた。

（あそこに草くさ薙なぎの剣つるぎが……）

「ヒヨコさん！」

　颯人が緋央の衣ころもをつかんで地面に押し倒たおした。

　何をするんだと言いかけたが、社の周りに人の気配があることに気付いて息を詰める。

　遅おくれて追い付いた瑞貴が、緋央の隣となりに身を屈かがめて弓に矢をつがえた。

「あれが君の言う覆面の連中か。いったい、どこの手の者だろうね」

　弓を下ろしたまま、瑞貴は目をすがめる。

「草薙剣を狙ねらっているのは、凪国や水城国だけではないでしょう」

　小国でも、隙すきあらば覇は権けん争いに食い込もうと狙っている。

　どの国の手の者であってもおかしくはないのだ。

「あの、ヒヨコさん。非常に心苦しいのだが……ち、乳的なものが当たっている気が」

　颯人がモゾモゾと落ち着かないように身み動じろぎする。

（心配するな。それは詰め物の非常食を兼かねた握にぎり飯めしだ）

　覆面の男たちは五人が見張りに立ち、残りの三人は斧おのを手に社の戸を打ち壊こわそうとしていた。

　魁がいるかもしれないと思って目をこらしたが、男たちは大おお柄がらで、細身の魁がいるようには思えない。緋央は密ひそかに安あん堵どした。

（音葉をさらい損そこねたから、強硬手段に出たのかよ）

　だが、社には封ふう印いんが施ほどこしてある。覆面の男たちも知っているはずだが、相当焦あせっているのかもしれない。あるいは、斎王代がいなくても封印を解く方法があるのか。

　瑞貴が立て膝ひざをして弓をかまえ、つがえた三本の矢を連中に向ける。

　緋央も短刀を握り直して、息をこらした。

　颯人は緋央と視線を交かわしてから、身を屈めながら社の裏手へと迂う回かいする。

　放たれた矢が弧こを描えがいて飛び、覆面の男たちの胸を貫つらぬいた。

　距きよ離りも離はなれている上に、視界は暗い。その中で急所を射ぬくのは相当な腕うで前まえだ。

　見張りの三人が血を吐はいて倒れると、残りの男たちが騒そう然ぜんとなる。

　地面を蹴けって飛び出した緋央は、男が引き抜ぬこうとしていた剣を鞘さやごと蹴り飛ばす。

　目が合った瞬しゆん間かんに、男のみぞおちに一いち撃げきを入れて気を失わせた。

　背後から剣が空を切る音が聞こえ、振ふり返り様に短刀で刃やいばを受け止める。

　かなりの巨きよ漢かんである相手の力に押されて、ジリジリと刃が迫せまる。

　男が雄お叫たけびのような声を上げて、剣を振りかざした。

「ヒヨコさん！」

　颯人の投げた矛ほこが巨漢を貫いた。

　緋央は倒れかかってきた相手を蹴っ飛ばして返り血を防ぎ、起き上がる。

　形勢不利になると見るや、残っていた男たちは地面に倒れている仲間を抱えて逃げ出した。

「待て、このっ！」

「深追いはするな！」

　颯人に腕をつかまれて止められた。

「だけど、あいつらの素す性じようを……」

　捕とらえて吐かせようと思ったが、すでにその姿は闇やみに紛まぎれて見えなくなっている。

「草薙剣は!?」

　瑞貴にきかれて、緋央と颯人は顔を見合わせてから社に駆かけ寄る。

　摂せつ社しやほどの粗そ末まつな社で、到とう底ていご神体である草薙剣が保管してあるようには思えない。

　瑞貴と颯人がすぐ後ろで見守る中、緋央は戸に手を伸のばした。

　この中に、大和の命運を握ると言われる神の剣がある……。

　緊きん張ちようしながら戸に手をかけた瞬間、飛んできた矢が社の茅かや葺ぶき屋根に突つき刺ささる。

「動くな！」

　鋭するどい女の声とともに、さらに矢が飛んでくる。

　緋央たちは考えるまもなく社の裏手にまわり、大きな石の裏側に身を隠かくした。

「先ほどの残党か？」

「いいや、どうやら違うようだよ」

　瑞貴と颯人は石の陰かげから顔を出して様子をうかがう。

　緋央が二人を押し退けて顔を出すと、松明たいまつの明かりがいくつも揺ゆらいでいるのが見えた。

　巫女みこや巫女見習いたちが長刀なぎなたを手に集まってくる。

　森に侵しん入にゆうした者がいることに気付いて駆け付けてきたらしい。

　松明の明かりに照らされそうになり、三人は慌あわてて顔を引っ込める。

「なぜ、貴様まで一いつ緒しよに隠れる。ここは俺とヒヨコさんの場所だ。他ほかに行け！」

「つれないことを言うなよ。見つかったらやばいのは、お互たがい様なんだから」

　いいから、黙だまれと言いたいのを緋央は堪こらえた。

「まだ、辺りに潜ひそんでいるはずよ。分かれてさがして！」

　社の前で、さきほどの人影が指示を出している。

「この声……音葉！」

　音葉の凜りん然ぜんとした横顔が松明の明かりに照らし出される。

　手には弓を持ち、背には矢や筒づつを背負った勇ましい立ち姿だった。

（何で……あいつ、寝ていたはずなのに）

　抜け出すところを見られていたのではと、微かすかに青ざめた。

「我が妹ながら惚ほれ惚ぼれするような姿だと思わないか？　あの子の弓術は私直じき伝でんなんだよ。トンビでもタカでもクマでも、一撃で仕留めるほどの腕前なんだ」

　妹の姿を眺ながめながらうっとりする瑞貴に、緋央は呆あきれた。

　音葉の弓術の腕前は知っているが、今は素す直なおに感心できるような状じよう況きようではない。

　なにせ、一撃で仕留められそうになっているのは自分たちなのだ。

「成瀬、貴様の妹だろう。何とかしろ！」

　颯人が声を抑おさえて言うと、瑞貴は肩かたをすくめる。

「いやあ、無理。私が男子禁制の内宮に忍しのび込んだなんて知ったら、舞まい女ひめを夜よ這ばいでもしにきたんだと勘かん違ちがいして、矢をありったけ打ち込んでくるからね。あの子は私には容よう赦しやがないんだ。兄弟姉妹の中じゃ、一番愛情を注いできたはずなのになぜだろうね？」

「知るかよ。よっぽど不誠実な行動を繰くり返してきたからだろ」

　音葉に気を取られていた緋央は、思わず地のまま返していた。

　はっとして口を押さえると、瑞貴が意味深な微笑ほほえみを返す。

　その手がムギュッと緋央の頭を押さえ付けた直後に、矢がかすめた。

「気を付けた方がいいよ。緋央ちゃん」

　魅み力りよく的な唇くちびるの端はしをわずかに上げて流し目を送る瑞貴に、緋央はドキッとした。

　まさか、気付かれているのではという懸け念ねんが頭を過よぎる。

「まずい。女どもがこっちに近づいてくる」

　様子をうかがっていた颯人が、焦ったように振り返った。

　音葉の性格からして、神聖なる内宮に男がいると分かれば兄だろうと、誰だれだろうと容赦しないだろう。このままでは三人そろって見つかり、連行されて尋じん問もんされる羽目になる。

「ヒヨコさん」

　颯人が緋央の手を握りながら呼びかける。

「俺がおとりになって引き付ける。あなたはその間に逃げろ！」

「颯人……様……」

　颯人は安堵させようとするように笑ってみせた。

「大だい丈じよう夫ぶだ。相手は女だ。本気でやりはしない。捕らえられるような失態もな」

（こいつ、本気でおれを助けるためにおとりになるつもりか）

　馬ば鹿かなやつだ。男だとも気付かないで……。

　緋央は視線を下げる。

「やっぱり、三人で同時に飛び出しましょう。三方に逃げれば追っ手の数も分散できます」

「それではあなたにも危険が及およぶだろう。俺がおとりになった方が……」

「守られるのは、好きではないんです」

　きっぱりと答えた緋央を、颯人が意外なものでも見るように驚おどろきを込めて見つめた。

　颯人がおとりになってくれれば、捕つかまる危険性は少なくなるだろう。

　しかし、男に守られるのは、男として情けない話だ。

「まあ、そうだね。彼女の腕なら守られる必要はないだろう」

　瑞貴が緋央の頭をポンポンと叩たたく。

「だから……頭を触さわらないでください」

「何かあれば、必ず俺を呼んでくれ。たとえ百里先からでも駆け付ける」

「ええ、お気持ちは……ありがたく頂いておきます」

　ぎこちなく笑えみをつくると、颯人が手に力を込めてから名残なごり惜おしそうに緋央をはなす。

　緋央は短刀の柄つかに力を込め、颯人と瑞貴と視線を交わした。

　颯人が頷うなずくのを合図に、三人は石の陰から飛び出して、三方に向かって走り出す。







　大木の陰かげに身を隠し、立て続けに放たれる矢をやり過ごす。

「そこにいるのは分かってる。観念して出てきなさい！」

　音葉の声が夜の森に響ひびき渡わたった。

　息を整えながら木の陰から顔を出すと、瞬しゆん時じに矢がかすめた。

　足にはかなり自信があるつもりだが、音葉はぴったりとついてくる。

　横から突き出された短刀を、後方に飛び退のいてかわした。

　斜しや面めんに足をとられて体勢を崩くずしたところに、音葉の振ふり上げた短刀が襲おそいかかった。頭で考えるよりも体が先に動く。気付いたら彼女の腕を押さえ、地面に組み伏ふせていた。

「緋央」

　音葉に呼ばれてはっとする。

「やっぱり、男だったのね」

　暗がりで見返す音葉の瞳ひとみに、確信と失望の色が浮うかんでいた。もうこれ以上、ごまかすことは無理だ。女のふりを続けても、彼女はもはや信じないだろう。

「いつから……」

「夜祭りの日からよ。あの時、助けてくれた男の人の手が、あなたと同じだったんだもの。でも、疑いたくなかった。だって、私はっ！」

　音葉が声を詰つまらせる。

「音葉、聞いて……」

「女のふりまでして内宮に入り込んで、あなたも草くさ薙なぎの剣つるぎを盗ぬすみ出そうとしてたのでしょう。あの時の覆ふく面めんの男だって、本当は仲間なんじゃないの!?」

　睨にらみ付ける音葉の瞳は涙なみだを溜ためて、今にもこぼれ落ちそうになっていた。

「お前をだましていたことは事実だ。謝ったって、許されないのは分かっている。だけど、剣を盗もうとしたわけじゃないっ！」

「賊ぞくを見張っていたら、あなたが不ふ審しんなやつらと一緒に鎮ちん守じゆの森に入っていこうとしてた。跡をつけたら、剣の社やしろに手をかけようとしていたのよ。剣を盗もうとする以外に、この状況が説明できる!?」

「おれは、剣を守ろうとしただけだ！」

「そんな噓うそでごまかそうとしても無む駄だよ！　あなたの言葉が本当だと言うなら、一緒にいた不審な男たちは何なのよ。あいつらを手引きするために、内宮に入り込んだんでしょう。最初から剣が目的で！」

　その不審な男の一人は、お前の兄だとも言えず黙るしかなかった。

　どう言い訳をしても、一度失った信しん頼らいは戻らない。

「あなたのこと……一いつ瞬しゆんでも友達だと思って気を許した私が、馬鹿だったのよ」

　音葉の声が震ふるえる。

（音葉……おれも、お前のこと、友達だと思った……んだ）

　女のふりで欺あざむきながら言えた義理ではない。

　偽いつわりの日々でも、一月足らずのわずかな時間でも、一緒にいた時間はそれなりに居い心地ごこちがいいもので、音葉がいたから内宮の生活もそれほど悪くはないと思えたのだ。

　友達だと思えたから、大切な仲間だと思えたから、音葉のためにも剣を守りたかった。

　神事で剣つるぎ舞まいを行うと張り切っていた、斎王代であることを誇ほこりにしていた音葉のために……。

　音葉に突つき飛ばされ、緋央はよろけて地面に尻しり餅もちをつく。

　立ち上がって緋央を見下ろす彼女の瞳に、今までのような親しみのこもった優やさしさはない。

「もう……金こん輪りん際ざい……近づかないで」

「音葉、待て。おれの話を聞け！」

　身をひるがえそうとした音葉の手を、咄とつ嗟さにつかんだ。

「触らないで、汚けがらわしい！」

　森の闇やみに音葉の姿が消えていくのを見つめながら、振り払はらわれた手を力なく下げた。

　いつも大事なものを失うのだ……自分のせいで。

　鎮守の森を出て部屋に戻ると、音葉の姿はなく、抜ぬけ殻がらのように敷しき布ふだけが残っていた。

　それはそうだ。男だとばれた以上、音葉が何事もなかったように部屋に戻るわけがない。

　明日になれば、自分のことは斎宮中に知れ渡っているだろう。

　責任感の強い音葉のことだ。神の社を汚けがした緋央のことを許しはしないはずだ。

　断罪されるのは、仕方がないことだと覚かく悟ごはしている。

　だが、そのせいで紅奈や火高国も責めを負わされる。

　魁のことも、なぜ覆面の男たちに協力していたのかも、分からないままだ。

　斎宮を追放になるのか、それとも極きよつ刑けいになるのか分からない。

　このままでは、終われないのに……。

　緋央はしばらくの間、暗がりの中で座り込んだまま動けなかった。
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「どういうことだよ。何で、音葉が！」

　緋央は愕がく然ぜんとして、高月にきき返した。

　翌朝、覚悟を決めて修礼殿に向かおうとすると、斎宮内は大おお騒さわぎになっていた。

　草薙剣が盗まれた上に、音葉の姿も消えていたというからだ。

　御み劔つるぎ神しん事じを明日に控ひかえた時に、剣が盗まれるなどあるまじき事だ。これ以上、騒そう動どうが広がらないようにするために箝かん口こう令れいが敷しかれているらしく、師し範はんたちは何も教えてくれない。

　高月なら詳くわしい事情を知っているのではないかと思い、医務所に向かった。

　そこで聞かされたのは、音葉が剣を盗み出して逃とう亡ぼうしたという、信じがたいものだった。

「剣の安置されている社の封ふう印いんが解けるのは、斎王か、斎王代だけだ。彼女が協力しなければ剣は持ち出せるはずがない」

　高月の険しい表情が、事態が軽くないことを物語っている。

「おれと話した後、覆面のやつらに連れ去られたんだ」

　緋央が音葉に間ま違ちがえられて連れ去られた時、覆面の男たちは妙みような術をかけようとしていた。

　正気なら、音葉があんな連中に協力するはずがない。

「音葉を追いかけていれば、こんなことにはならなかった」

「ああ、そうだな。斎王代が消えたのも、剣が盗まれたのもお前のせいだ」

　言い返せなかった。自分の間ま抜ぬけさと迂う闊かつさが悔くやしくて唇くちびるを嚙かみしめる。

　音葉が狙ねらわれていることは分かっていたことなのに。

「斎王様もお前なんかを剣の守護マモリ人ビトにしやがって、見込み違いもいいところだ」

　緋央はうつむいていた顔を上げて、眉まゆをひそめながら高月を見る。

「どう、いうことだよ……それ。剣の守護人って何のことだ？」

「お前が呼ばれたのは、草薙剣を守るためだ。そうでなければ、禁きん忌きを犯おかしてまで男を内宮に入れる理由がないだろうが」

　さも当然のように高月は言うが、緋央からすればまったくの初耳だ。

「そんな話、父上からも……叔母おば上うえからも聞いてない。剣を守る役目があるなら、なんでもっと早く教えてくれなかったんだよ！」

「教えていたら、剣が守れたのか？　斎王代のお嬢じようちゃんが守れたのか？　結果は同じだ。お前は、しくじってはならないことをしくじったんだ」

　きつい口調で言ってから、高月は小さく息を吐はく。

「もっとも、お前を任されていた俺にも責任はあるがな」

「剣つるぎも音葉も……取り返す」

　膝ひざの上で衣ころもを握にぎり締しめ、緋央は意を決して言った。

「もう、遅せえよ」

「おれのせいなら、なおさら、おれが取り戻さなきゃならないんじゃないのか!?」

「威い勢せいだけでどうにかなる話じゃない。斎宮でも人手を総動員させて足取りを追わせている。それでも捕つかまらないものが、お前にどうにかできるのか？」

「敵の居場所なら、知ってるやつがいる！」

「上守のやつのことを言ってるのか？　あいつが、関かかわってるんだな？」

　顔を強こわばらせた緋央の肩をつかんで、高月が「そうなんだな!?」と問い詰つめる。

「……まだ、叔母上には言わないでくれ。剣と音葉は必ず、おれが奪うばい返してみせるから！」

　緋央は両手をつき、頭を床ゆかに押し付ける。

　魁には何か理由があるはずだ。でなければ、あんな連中に荷担するわけがない。

　押し黙だまった高月を、緋央は懇こん願がんするように見た。

「……神事までだ。いいな？」

　根負けしたように、高月が口を開く。緋央は強く頷うなずいて医務所を飛び出す。

　高月は髪をかき上げながら、もどかしげにため息を吐いた。

　神しん託たくが剣の守護人に選んだのは緋央だ。今は信じて任せる以外にない……。
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　斎宮内はどこもかしこも混乱していて、気の立った巫女みこたちが走りまわっている。神事直前に起こった不ふ祥しよう事じに、勅ちよく使したちが集められて話し合いがもたれていた。

　緋央が向かった時には、勅使たちが神楽かぐら殿でんから出て行くところだった。

　階きざはしを上がると、殿に残っていたのは瑞貴だけだ。

「話し合いは……？」

　緋央がためらいがちに声をかけると、瑞貴は疲ひ労ろうしきった顔に弱い笑えみを浮かべる。

「音葉が剣を盗ぬすみ出して逃亡をしたと、決め付けられた。水城国が命じたことだろうとまで言われてしまったよ……」

「音葉がそんなことをするはずがありません。理由もない」

　緋央が歩み寄って向かいに座ると、瑞貴は額を押さえたまま顔を上げた。

「音葉の潔白を信じているのは、今のところ、君と私だけということか」

「斎王代になって、剣舞を行うことを音葉は誇りにしていたんです」

「あの子の夢だったからね」

　瑞貴は瞳ひとみを懐なつかしそうに細めて、ため息を吐いた。

「斎宮に行って巫女になることが……斎王代に選ばれた時には、どんなに喜んでいたか。あの子の夢を、こんな形で終わらせたくはなかった」

　扇おうぎを握り締めている膝に、視線を落とす。

「やっぱり、斎宮にやるべきじゃなかったんだ」

「まだ、終わったと決まったわけではないでしょう。音葉が斎王代になったのは間違いじゃない。神様に選ばれたのなら、そのことには必ず意味があるはずです。音葉にかけられた嫌けん疑ぎを晴らしてやりたいとは思わないのですか!?」

「思わないわけがないだろう！」

　強い口調で答えてから、瑞貴は苦しそうに眉まゆ根ねを寄せる。

「誰だれよりも強くそう思っているさ。だが、他国の勅使たちは音葉が犯人と決め付けている。私はろくに反論もできなかった。兄として……こんなに情けないことはない！」

　微かすかに震ふるえた声には、憤いきどおりと悔しさがこもっていた。

「叔母上……斎王様は何て？」

「あの方は立場上、音葉をかばうわけにはいかないだろう。神事は中止になった。肝かん心じんの誓せい約やくの剣がないのでは意味はないからね」

　緋央は握り締めた手に視線を落として、考え込んだ。

　音葉と剣を奪った覆ふく面めんの男たちの目的は何なのだろう。

　剣を奪うだけなら、手に入れた時点で音葉は不用のはずだ。だが、連中は音葉までさらった。

　剣が安置されていた社やしろの封印を解かせること以外に、音葉に何かさせるつもりなのだ。

　それがろくなことではないことくらい想像がつく。

　まともな連中じゃない。術を使って人を操あやつるような輩やからだ。

「神事は中止するわけにはいかない……音葉だって、自分のせいでそんなことになることを望んでいないはずです」

　斎王の紅奈にとっても、中止というのは苦く渋じゆうの決けつ断だんだったろう。草くさ薙なぎの剣つるぎが奪われたのは斎宮の落ち度でもある。各国の勅使たちの中止にすべきだという意見に押し切られたのだ。

「瑞貴……様。音葉と剣のことは何とかします。ですから、神事を予定通り行うように勅使の方々を説得して欲しいのです」

「音葉と剣が戻る保証がないのに、彼らを説得するのは難しいよ」

「妹のために、口八丁でも、おべっかでも、はったりでも何でも使ってやるんですよ。女を口説くことは得意なんだから、その要領で勅使たちもたらし込めばいいでしょう！」

「君も言ってくれるね。野や郎ろうを口説くなんて私としてはまったく趣しゆ味みじゃないが、君の言うとおり音葉のためだ。それに、私としてもこのままでは国には戻れない……分かった、勅使と斎王様は必ず説得する」

　瑞貴は真顔になって、「そのかわり」と言葉を続けた。

「音葉のことを頼たのむ。私が自分以外の男にあの子を任せるなんて、他ほかにないことだ」

「な…………何のことかしら!?」

　空とぼける声が、不自然にうわずった。

「見くびらないでくれ。いくら私好みの美人に変装していようとも、乙おと女めかそれ以外の野郎かどうかくらい一発で分かるさ。なにせ、野郎からは清純な乙女の香かおりがしないからね」

　緋央は、「うっ……」と言葉を詰まらせる。

「ご、誤解です。ほら……音葉と風ふ呂ろにも一いつ緒しよに入ったことがあるし！」

　思わず口にした途と端たんに、瑞貴が「風呂!?」と眉を吊つり上げる。

　笑みをつくった口もとがヒクヒクと引きつっているのを見て、緋央はしまったと焦あせった。

「君は……音葉の……見たのか…………っ!!」

　逃のがすまいとするように両りよう肩かたをつかまれて、逃げ腰ごしになりながら大きく首を振ふる。

「な、何も見てません！　湯気でかすんでたし……それに、岩の陰かげでっ!!」

　声をうわずらせながら答えると、瑞貴は何やら不気味な面おも持もちで緋央から手を退いた。

「そうか……見たんだな？」

「見てません」

「正直に言えば、お兄さんは許してあげるけどね」

　ニッコリと微笑ほほえんだ瑞貴の手には、抜ぬき身の短刀が握られている。

「み………………て、ません…………」

「可愛かわいい唇くちびるで噓うそを吐つくなんていけないなあー。お仕置きしちゃうよ」

　ヒタヒタと短刀を頰に当てられて、緋央はゴクリと唾つばをのみ込む。

　気付けば壁かべ際ぎわに追い詰められ、背中が柱に当たって逃げ場をなくす。

「女の子同士だし、部屋も同室なんだから、脱ぬぐ時だって……ちょっとは見えても仕方がないでしょう！」

　言ってしまってから、さらに墓ぼ穴けつを掘ほったことに気付いて青くなる。殺気を帯びた瑞貴の瞳が間近でじっと見つめてくる。息を詰めて見返すと、瑞貴の手が伸のびた。

　身がまえて目をつぶった緋央の体がグイッと引き寄せられた。

　突つき飛ばそうとしたが、その手がつかまれる。

「何……はなしてっ!!」

「大人しくしてなって。乱暴するつもりはないんだ」

　瑞貴は暴れる緋央を押さえ込んだまま、襟えりに手をかけた。

　あっと思った時には瑞貴の手には、胸に詰めていた非常食用の握り飯が握られている。

　笹ささの葉にくるまれたそれを突き付けて、瑞貴は目を細めた。

「これは、なーにかな？」

「私はまな板も真っ青な、ど貧乳なんです」

　緋央は視線をそらしながら、小声で答えた。

「脱がされたいのかい？　私としてはそれもやぶさかじゃあないよ」

　微笑まれて、緋央はぐっと唇を引き結んでから瑞貴を押し退けた。

「そんなことすれば、叫さけびますよ！　水城国の王子ともあろう人が、女を襲おそったなんて醜しゆう聞ぶんが広まってもいいんですか!?」

　乱れた襟えり元もとを押さえながら睨にらみ付けて、強気の口調で言う。

　瑞貴は少し目を見開いてから、急に緋央の肩にもたれかかるようにして笑い出した。

「そんな顔されたら……っ！」

　少し茶色がかった魅み力りよく的な瞳で、朱しゆに染まっている緋央の顔を一いち瞥べつしてから笑い続ける。

「か、からかわないでください」

　強く言ったつもりだったが、口から出たのは気の抜けたような声だった。

「まあ、私としてはどっちでもいいんだけどね」

　独り言のように言ってから、瑞貴は息を整えて身を起こす。

「今は音葉の友達だということで、忘れておいてやるよ」

「…………友達、じゃない。音葉にそう、言われたから」

　小さく呟つぶやくと、口の中に苦いものが広がる。他人から拒きよ絶ぜつされることは慣れているはずなのに、一度親しくなった者が離はなれていくことはやはり辛つらい。

「このところ、音葉の文は君の話ばかりだった。同じ部屋になった子がいるってね」

　瑞貴は膝ひざを崩くずして座りながら、軽く息を吐いて言った。

　うつむいていた緋央の顔がわずかに上がる。そんな話は知らなかった。音葉が蠟ろう燭そくの明かりを灯ともして、どこかウキウキした様子で書き物をしている姿は見かけたが……。

「音葉は斎王代ということもあってか……学舎では敬遠されることが多くてね。あの子にとって、君は初めてできた気の許せる友人だったんだよ」

　瑞貴の目が緋央を捕とらえる。

　──それなのに、自分は彼女の信しん頼らいを裏切った。

「音葉は、必ず……助け出します」

　緋央はそう答えることしかできなかった。それが唯ゆい一いつ、自分にできる償つぐないだ。

　失った音葉の信用を簡単に取り戻せるとは思わないが、もし……許されるなら、神事が無事に終わった後で、もう一度話をしたい。

　傷つけたままでは終われない。音葉は緋央にとっても、大事な友達だ……。

「捜そう索さくに必要なものがあれば、すべて手配する。こちらに入った情報も伝えるよ。緋央ちゃん」

「だからっ！」

　その呼び方をやめろと言いかけて、口をつぐむ。

　笑いを押し殺しながら、瑞貴は緋央の肩を叩たたいた。
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　瑞貴の使いという名目で外出の許可を手に入れた緋央は、街へと向かった。

　高台の一ひと際きわ立派な邸やしきに足を運んだのは、ここに颯人が滞たい在ざいしていると、彩女から聞き出すことができたからだ。かわりに、使いっ走りになるという誓せい約やく書しよを書かされたことは今はあえて念頭から追いやった。

　人ひと気けのない裏手にまわってマツの木を伝って忍しのび込むと、人目につかないように気を付けながら庭を移動する。

　邸の隅すみの井い戸どのそばで衣類を洗わされている魁の姿を見つけると、小屋の陰から咳せき払ばらいする。

　手を休めた魁は、眉まゆをひそめ、あからさまに無視して立ち去ろうとする。

「あの、野郎……っ！」

　緋央は後を追い、魁の腕をつかんで「来いっ！」と強く引きずっていった。

　小屋の裏手まで来ると、ようやくその手をはなす。

「どうして、ここに……まさか、不法侵しん入にゆうですか？」

　真顔できかれて、緋央はうっと声を詰つまらせる。

「こうでもしないと、お前には会えないだろ！」

「ばれると、まずいと思います。早く、出て行った方がいいですよ。俺も洗せん濯たくが……」

「洗濯なんて、後でいいんだよ。こっちはお前にききたいことがあるんだ」

「今のうちに洗ってしまわないと、夕方から雨が降りそうだし」

　魁が空を見上げて、困ったような顔をした。

「今はそれどころじゃない。草くさ薙なぎの剣つるぎと音葉を奪うばった連中のこと、お前なら知ってるだろ!?」

　苛いら立だつのを抑えてたずねると、魁の表情が硬かたくなる。

「社やしろにいた覆ふく面めんの連中は、どこにいる!?」

「……分かりません」

「そんなわけがないだろ。お前はあいつらと一緒にいたんだ」

「あなたには関かかわりないことだ。あまり、余計なことに首を突っ込まない方がいい」

「おれは、音葉と剣を取り戻さなきゃならないんだ。でないと、神事も中止される。それがどれほどの大事なのか、神官だったお前には分かっているはずだ」

「今は、ただの下僕ですよ」

　魁は冷れい淡たんに答えて、井戸の方へと戻ろうとする。緋央はその前にまわり込んだ。

「頼たのむ、魁。お前以外に、今は手がかりがないんだ。やつらの居場所だけでもいい！」

「俺だって、あいつらの居場所をさがしているんです」

　ため息を吐いてから、魁が観念したように答える。

「お前、あいつらの仲間じゃないのか？　だから、一いつ緒しよにいたんだろ？」

「……ただ、個人的な事情です」

「本当に、仲間じゃないんだな？　おれは、その言葉……信じるぞ」

　念押しするようにきくと、魁は視線を下げた。

「なら、今は理由はきかない。知っていることがあるなら、教えてくれ。お前も覆面の連中の居場所をさがしているなら目的は同じだ。だったら、協力した方がいい。そうだろう？」

　魁は眉み間けんに皺しわを寄せて押し黙だまったままだ。

「力を貸せよ、魁。おれにはお前が必要なんだ！」

　真しん剣けんに告げると、魁はため息を吐いてからもう一度、緋央に視線を戻した。

「今だけなら、協力します。ただ……俺も本当にあいつらがどこに拠きよ点てんを移したのか、知らないんです」

「この前みたいに、どこかの社じゃないのか？」

「いいえ……違うと思います。ただ、居場所をさがす方法がないわけじゃない」

「おれは、お前の指示に従う。どうすればいい？」

「……協力しろと言ったのはそっちなのですから、文句を言わないでくださいよ」

　魁はチラリと緋央を見てから、何食わぬ顔をしてそう言った。







（魁のアホッタレーッ！）

　緋央は心の中で叫びながら、邸の渡わたり廊ろう下かを走る。

「くそっ、どっちだ!?」

　さすが成金の別べつ邸ていだけあって、広い庭には棟むねがいくつも建っている。

「くせ者ーっ！　くせ者じゃあ。であえええええーっ！」

　山やま姥うばのように髪を振ふり乱みだした白髪しらがの側女が、長刀なぎなたを手に追いかけてくる。

　緋央は廊下の角を曲がって手近な部屋に飛び込んで戸を閉めると、そのまま、ずり落ちるようにしゃがんだ。

「あ、危ないところだっ……」

「どこの何者だか知らないが、そこを動くな！」

　後ろから伸のびた手にぐっと引っぱられ、よろめいたところに首筋に剣が押し当てられる。

　反射的に肘ひじ鉄てつをくらわせ、腕をつかんで投げ飛ばす。

　ダンッと床ゆかに背中から落ちる、かなりいい音がした。

「クッ……何やつ！」

「颯人！」

「その声は、もしやヒヨコさんでは!?」

　部屋の中は薄うす暗ぐらくて、近付かなければ互たがいの顔がよく見えない。

　颯人がぐっと寄ってきたので、緋央は身をのけぞらせた。

「この邸にヒヨコさんがいるなんて、白昼夢でも見ているのでは……」

　まじまじと見つめながら、颯人は詰め物の入っている緋央の胸をムギュッとつかんだ。

（このドスケベ野や郎ろうが、どこ触さわってんだあっ!?）

　拳こぶしをワナワナと震ふるわせながら、緋央は怒ど声せいを喉のどの手前でのみ込んだ。

　颯人をぶっ飛ばしにきたわけではないという自分の役目を辛かろうじて思い出す。

「まるで握にぎり飯めしをつかんだようなこの感かん触しよくは……本物！」

　ようなではなく、それは緋央が胸に詰めている非常食を兼かねた握り飯だ。

「本物のヒヨコさんが、どうしてこの邸に？」

「実は折り入って、颯人様にお願いが」

　言いかけた時、外側から勢いよく戸が開かれた。

「くせ者はここじゃああああーっ！」

　白髪の側女が声を張り上げ、護衛の男たちが続々と姿を見せる。

「若様、お退きくだされ。くせ者を成敗いたしますぞ！」

　長刀を手にした白髪の側女が飛び込んできて、勇ましく声を上げる。

（まずい、余計な邪じや魔まが……）

　顔を強こわばらせた緋央を、颯人の手が引き寄せた。

「やめろ。この人は俺の……将来、許婚いいなずけとなる予定の人だ。手を出すことは許さん！」

　緋央の顔面が引きつる。そんな予定は、自分の人生に一いつ瞬しゆんたりとも含ふくまれていない。

「何と！　そうでございましたか。大変なご無礼をいたしました」

　側女は途と端たんに態度を変えて頭を下げると、護衛の男たちを促うながして部屋を出て行く。

「では、後は若い者同士でしっぽりと」

　意味深な笑えみを浮かべた側女は、緋央と颯人を残したままパタリと戸を閉めた。

（くそっ、魁が言わなきゃ、こんなやつに頼たよるなんて死んでもごめんなんだ！）

　しかし、これも音葉と草薙剣を取り戻すためだ。

　颯人と向かい合った緋央は、意を決してずいっと膝ひざを寄せる。

「あの、颯人様！」

「みなまで言わずとも、あなたの想おもいは分かっている！」

「ええっと……本当に、分かっていらっしゃるのか、なんだか不安ですけど」

　どう考えても、この熱っぽい視線と上ずった声は、勘かん違ちがいしているとしか思えない。

「だが、夜よ這ばいはまずい。俺たちは三三九度を行って愛の契ちぎりを交かわすまでは、互いに清く正しい仲でいようと誓ちかったではないか。とはいえ、据すえ膳ぜん食わぬは男の恥はじ！」

　飛びかかってきた颯人をすばやくかわす。颯人は勢い余って床に顔をぶつけた。

「いけません、颯人様。私たち、一生、清く正しい仲でいなければ……それに、私があなたにお会いしたかったのは、力をお借りしたかったからです！」

「俺の……力を？」

　起き上がってきた颯人は、鼻血を拭ぬぐってから裾すそを払はらって座り直した。

「もしや、それは草薙剣のことか？」

「ええ、そうです。事情はすでにお分かりのはず」

　颯人の顔が真剣みを帯びるのを見て、緋央も端たん座ざした。

「そのことなら、俺も由々しきことだと思っている。心配するな、ヒヨコさん。捜そう索さくならさせている。草薙剣が奪われたなど、我ら凪国にとっても看過できないからな」

「お願いというのは、盗とう賊ぞくのことを調べてもらいたいのです。最近、この付近の塚つかを根城にしている盗賊がいるはず」

「ただの墓はか荒あらしごときが、斎宮から草薙剣を奪うなど、大それたことをするだろうか？」

　釈しやく然ぜんとしない顔をする颯人の疑問は、緋央も魁の説明を聞きながら感じた。

　魁が『必ず、引っかかります』と確信を込めて言うからには、何か根こん拠きよがあるのだろう。

「盗賊を捕とらえて尋じん問もんすれば、情報はかならず引っかかってくるはずですから、お願いします」

「承知した。ヒヨコさんのためなら、一ひと肌はだだろうが、二肌だろうが脱ぬいでやる。ただ……」

　颯人は急に落ち着かない様子になって、視線を彷徨さまよわせた。

「かわりに……その、俺とせ、接せつ吻ぷんを交わしてほしいんだが……」

「はいっ!?」

　顔を真っ赤にしながら詰つめ寄ってくる颯人から、緋央は身を引いた。

　しかも、本気の顔で見つめてこられると悪お寒かんが走る。

「夜明けまでに、剣つるぎを取り戻もどさなければならないんだろう」

「脅おどすつもり!?」

（この野郎、平手打ちしてやろうか!?）

　女相手に交こう換かん条件を出すなど見み損そこなった。鎮ちん守じゆの森では多少、頼りになる男だと思ったのに、大おお間ま違ちがいだった。やはり、男の風上にもおけないやつだ。

「違う！　俺の生まれた凪国じゃ、よくやる験げん担かつぎで……乙おと女めの接吻が男の活力になるのだ。頼たのむ、ヒヨコさん。これは決して、卑いやしい気持ちで言っているのではない！」

（思い切り、卑しい気持ちだろうが！）

　両りよう肩かたをつかんで目を閉じながら迫せまってくる颯人から、精せい一いつ杯ぱい顔をそむけた。

（せ、背に……腹は……っ！）

「夕ゆう餉げのタコ刺さしの材料が脱だつ走そうしたぞおおおおーっ！」

　外の縁えん側がわが騒さわがしい。数人の足音が戸の外を横切っていく。

　部屋の隅すみにおかれた壺つぼの中から、ニュルリと吸きゆう盤ばんのある足がのぞく。続いて、タコらしき頭が現れた。目が合った瞬しゆん間かん、緋央は横っ飛びしてその足をつかんだ。

（すまん、許せ。タコ！）

　颯人に吸い付いたタコの口がスポンと抜ぬけると、勢い余って後ろに転がる。

「なんて、熱ねつ烈れつな接吻を……しかも、気のせいだろうか？　そこはかとなく磯いその香かおりが……」

　颯人の口の周りには、くっきりとタコに吸い付かれた跡あとが残っている。

「痛てっ、吸盤がっ！」

　後ろに隠かくしたタコが、腕に足を巻き付けてくる。

「吸盤？」

「いえ、何でも！　ともかく、お願いいたします。た、頼りにしてますから」

「ああ、俺も大和男子だ。ヒヨコさんと熱い接吻をかわした以上、約束は無下にはしない！」

　颯人が拳を握り締しめて余よ韻いんに浸ひたっている間に、後ろに下がって部屋を抜け出した。
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　颯人から盗賊を見つけたと知らせが入ったのは、夕方過ぎだった。

　街から四、五里の距きよ離りにある古い塚を、最近、盗賊が根城にしているのだという。

　魁を伴ともなって向かうと、塚に近い社やしろで颯人が衛え士じを連れて先に待っていた。

「お前は白井のところの……」

　颯人が魁に目をとめて、どうして一いつ緒しよにいるのかと訝いぶかしそうな顔をする。

「この者は？」

「道案内です」

　魁が緋央のかわりに素す早ばやく答える。

「そうか……まあ、いい。それよりも、盗賊の数が思ったより多い。ヒヨコさん、あなたは待っていた方が……」

「剣を取り戻す役目を任されているのは私です。人任せにするつもりはありません」

　そうはっきりと答えると、颯人は「分かった」とそれ以上言わなかった。

　雑木におおわれた塚をのぼる道は一本しかない。だが、塚の周囲は盗賊らしき男たちがうろついており、道の中腹にも松明たいまつの明かりが見えたと衛士が報告する。

「正面突とつ破ぱしかないだろうな」

　階きざはしに腰こしを下ろした颯人が、地図を広げながら言った。

「そのことなら、俺に考えがあります」

　自信を込めるように、魁が口を開く。







「お前の考えはいつも、ろくでもないってことがよく分かったぜ……」

　緋央は女物の羽織を頭からかぶりながら、不ふ機き嫌げんに言った。

「合図するまで、早まった真似まねをしないでくださいよ」

　酒壺を抱かかえた魁が小声で注意した。

　たき火をかこみながら、盗賊たちが浮かれ騒いでいる。酒しゆ宴えんでもやっているのだろう。

　緋央と魁が近付いていくと、数人が立ち上がり、いやらしい笑みを浮かべながら近付いてきた。

「こいつは別べつ嬪ぴんな姉ちゃんじゃねえか。いったい、何の用だ？」

「何だか楽しそうなので、あたしも仲間に入れてもらおうと思って。この通り、上等のお酒も持参してきたんですから、いいでしょう？」

　科しなをつくって言うと、男は鼻の下を伸のばしきって肩を抱き寄せてきた。

「気に入ったぜ。こっちに来て飲みな。遠えん慮りよはいらねえよ」

　緋央は微笑ほほえみが強こわばりそうになるのを堪こらえながら、恨うらめしげに魁を睨にらむ。

　不意に声もなく盗賊の男が倒たおれた。

　一瞬、場が静まり返る。続けて二人目の男が倒れると、さすがに盗賊たちも色めき立つ。

　左右からまわり込んだ颯人と衛士たちが一いつ斉せいに飛び出してくると、盗賊たちは酔よいも忘れて武器を取った。

「この女っ！」

　斧おのを振ふり上げて襲おそいかかってきた男に、緋央は女物の羽織を投げつける。

　次の瞬間には剣を取り、羽織ごと斬きり捨てていた。

「ヒヨコさんっ！」

　颯人が駆かけ寄ってきて、緋央の背後を守る。その手の矛ほこが、クマのような大男を貫つらぬいていた。

　かなりの重量がある矛を苦もなく扱あつかい、盗賊たちをなぎ払う。

　その間も、緋央は三人目の男の肩に刃やいばを振り下ろしていた。

　絶ぜつ叫きようと怒ど声せいが交こう錯さくし、数人の盗賊が転げるように逃にげ出す。

「一人たりとも逃がすなっ！」

　颯人の声で衛士が後を追う。緋央は顎あごから滴したたる汗あせを拭って、辺りを見まわす。

　盗賊たちはあらかた地面に折り重なり、動かなくなっている。

「こいつらが、覆ふく面めんの連中の正体なのか？」

「違いますよ。それより、気を付けた方がいい」

　倒れた男のそばに膝ひざをついて確かめていた魁が、振り向いて答えた。

　何をと言いかけた時、鈴の鳴るような音が夜風と虫の音に交じって聞こえる。

　緋央の目に、颯人の背後でぬらりと立ち上がった盗とう賊ぞくの姿が映る。

「危ないっ！」

　叫さけぶなり、颯人を蹴けり飛ばして剣を下から振り上げる。肉を断たつ手て応ごたえはあったのに、盗賊の男は虚うつろな目をしたまま、唸うなるような声をもらしてつかみかかってきた。

「こ、こいつら……何で……っ！」

　明らかに絶命しているはずなのに動いている。あまりの異常さと不気味さに鳥とり肌はだが立った。

　衛士たちも恐きよう怖ふの声をほとばしらせ、逃げ腰ごしになっている。

　いくら倒しても再び起き上がってくる死体に、さすがの颯人も青ざめていた。

「傀かい儡らいの術ですよ」

「カ、カイライの術!?」

　緋央は死体を蹴り飛ばして、魁を振り返る。

「渡と来らいの術です。あいつらが得意な……」

「ヒヨコさん、このままでは埒らちがあかない。一いつ旦たん、ここは引くべきだ！」

　襲いかかる死体を矛でなぎ払はらい、颯人が駆け寄ってくる。

「対処の方法ならあります」

　魁は平静なまま、抱えていた酒の壺の蓋ふたを開く。

「お前、こんな時に……」

　言いかけた緋央を目で黙だまらせると、魁は一歩前に進み出た。斧を振りまわす死体に向かって、酒をぶちまけたが、死体はまったく応こたえた様子はなく、余計に怒いかりを増長させただけだ。

「馬ば鹿か、何やってんだ。そんなものが、きくわけないだろう！」

　颯人がいることも忘れて、動どう揺ようのあまりに男の口調になっていた。だが、颯人の方も死体と取っ組み合っていて、気付く余よ裕ゆうもない。

「こうするんですよっ！」

　魁は火のついた薪まきをつかみ、死体に向かって投げつける。

　炎ほのおが勢いよく燃え上がり、死体がどさっと転がった。

「そうか、その手が……」

　魁に倣ならって酒壺を拾い上げようとした時、背後に殺気を感じた。

　反射的に飛び退のいて剣けんで刃を受ける。だが、思わぬ力にはねつけられて大きくよろめいた。

　地面に片かた膝ひざをついた緋央は、剣をかまえながら相手を見る。その目が大きく見開かれた。

「音葉……」

　生気のない虚ろな瞳ひとみを向ける音葉の手にあるのは、龍りゆうが巻き付いた金色の柄つかに、赤く濡ぬれた白はく銀ぎんの刃……。

（あれが……草くさ薙なぎの剣つるぎなのか？）

「音葉！」

　術によって操あやつられていることは明らかだ。そこに音葉の意思はない。

　横一線になぎ払われた剣を、片足に力を込めてからのけぞるようにかわす。

　体勢を崩くずして膝をついた瞬間、剣が振り上げられた。

　凍こおるように冷たい音葉の瞳は、明確な殺意を宿している。剣に付着した血が黒ずんだ煙けむりとなり、彼女の腕を取り巻いていた。

　神の剣というにはあまりにも禍まが々まがしい。

（これが、和平の剣……なのか？）

　襲いかかってくる刃を反射的にはね除けた。

　音葉は剣を下ろし、身をひるがえした。

　どこからか姿を現した覆面の男たちとともに、闇やみの中へと消えていく。

　音葉を追うことに気を取られていた緋央に、横から死体が襲いかかる。

　はっとした瞬しゆん間かん、颯人の矛がその死体をなぎ払っていた。

「ここは、俺が何とかする。早くっ！」

　促うながされて、緋央は頷うなずいた。

　緋央と魁の二人を先に行かせると、颯人が酒を死体にまき、衛士が火を放った。







　音葉と覆面の男たちは、中腹にある塚つかの入り口の中に消える。

　後を追って飛び込むと、傾けい斜しやした低く狭せまい墓道が続いていた。それを抜ぬけると、かなり広い墓室に出た。かがり火が燃え、石壁に人の影がうつろう。

　音葉は中央におかれた石せつ棺かんの上に横たわり、覆面の男たちがまわりをかこんでいる。

　地面には何かの陣じん形けいらしきものが描えがかれていて、蠟ろう燭そくが灯ともっていた。

　低い呪じゆ言げんの朗唱が石壁に反はん響きようし、鈴が絶え間なく鳴り続ける。

　緋央は頭痛を覚え、額を押さえながらふらついた。

　追いかけてきた魁が墓道の出口で足を滑すべらせ、緋央を蹴っ飛ばしてから尻しり餅もちをつく。

「何でお前まで来るんだ。危ないから、外で待ってろ！」

「俺には俺の用があるんですよ」

　二人は音葉と覆面の男たちの方に視線を向ける。

　草薙剣から発した黒こく煙えんのようなものが、音葉の全身を取り巻こうとしていた。

　駆け寄ろうとした緋央は、音葉の細い喉のど元もとに当てられた剣を見て躊ちゆう躇ちよする。

「そこを動くな！」

　音葉を抱き起こした首領らしき覆面の男が、鋭するどい声で命じる。

　他ほかの覆面の男たちが朗唱を続けると、それに呼応して音葉を取り巻く黒い煙が、生き物のようにうごめいた。

　ぞっとする気配に、剣の柄を握にぎる手が汗ばむ。

「胸くそ悪くなるような呪じゆ文もんをやめて、音葉をはなせ！」

「虫けらの分際で、僕に命令するなと言っているだろう！」

　音葉を抱えた男が、神経質そうな苛いら立だった声で喚わめく。

　その声が自分の知る男のものと重なり、信じがたいように相手を見つめた。

「お前、朔夜……なのか？」

「相変わらず、鈍にぶいやつだな。今さら、気付いたのか？」

　嘲ちよう笑しようするように言い、男が覆面の紐ひもを解いた。

　朔夜の白い顔がかがり火に照らされて陰いん影えいを濃こくする。

「自分が何をしでかしたのか、分かってるのかよ!?　音葉をさらって、剣を盗ぬすんで、これが知れたら、火高国だって終わりなんだぞ！」

　激げき怒どする緋央を、朔夜は傲ごう慢まんな目をして見返した。

「お前のような間ま抜ぬけじゃないんだ。僕がそんな愚おろかな失態をおかすわけがないだろう」

「……父上の、命令なのか？」

「まさか。小心者のあの男にそんな度胸があるわけがない。大国の顔色をうかがうことしかできない腰こし抜ぬけなんだ。このままでは、我が国は大国の属国にされて蹂じゆう躙りんされるだけだ」

「だからって、草薙剣を奪うばってどうするんだよ」

「僕は父上とは違う。田舎いなかの小国でいつまでも満足しているような器うつわの小さな男じゃない。大和全土を統一する王となるんだ！」

　朔夜は悦えつに入ったように叫んだ。

「ふざけるな、お前のような卑ひ怯きよう者、誰だれも王として認めるわけがないだろう！」

「認めざるを得ないさ。そのために草薙剣とこの小こ娘むすめを手に入れたんだからな」

　舐なめるような目つきで、朔夜は音葉を眺ながめた。

「汚きたない手で音葉に触さわるな！」

　飛び出したい衝しよう動どうを堪こらえる。少しでも動けば、朔夜は躊躇なく音葉の首をはねるだろう。

　切れた皮ひ膚ふから鮮せん血けつが滴したたり、草薙剣の刃を伝う。

「吠ほえたところで、無む駄だなことだ。お前には何もできやしないんだからな。この娘が降臨した神の供物となる様を、せいぜい見物しているがいい」

「降臨って……供物って何だよ。何をする気だ？　やめろ……よ、朔夜」

「心配するな、緋央。お前はその後で始末してやる。そのために、そいつにここまで連れてこさせたんだからな」

（連れて……こさせる？）

「どういうことだ、魁」

　硬かたい声で問うと、魁は険しい表情のまま答えない。

「お前……」

「そいつに裏切られたんだよ。そうだろう？　魁。お前からも教えてやれ」

　目を細めながら、朔夜は魁の方を見る。

「おれは、お前にきいているんだ！」

　魁は感情の読めない瞳で見返すだけで、否定も肯こう定ていもしない。

「いつから、こいつに協力していたんだよ？　おれと再会した時なのか？」

「三年前からさ」

　朔夜の声が先に答える。

　だとすれば、魁は国を追われた時からすでに、朔夜の命令で動いていたということになる。

　朔夜は、何も知らずに魁の行方ゆくえをさがす弟を、嘲あざけるように見ていたに違いない。

「教えてやるよ、緋央。そいつは、本当は一族と一いつ緒しよに処しよ刑けいされるはずだったんだ。だけど、僕が命いのち乞ごいして助けてやった。父上は今後一いつ切さい、お前と関かかわらないことを条件に追放刑けいに減げん刑けいしたんだ。そいつを凪国の商人に売ってやったのは僕だ」

　意い気き揚よう々ようと語る朔夜の話に、緋央は「噓うそだ」と小さく呻うめいた。

「物わかりの悪いそいつに、教えてやれよ」

　朔夜が嘲笑混じりに言うと、魁は伏ふせていた瞼まぶたを開いた。

　その口が「……事実だ」と乾かわいた声で答える。

「そいつはなかなか役に立った。凪国の情報を手に入れるのにね」

「お前……魁に偵てい察さつをさせてたのか」

　朔夜を見み据すえて、感情を押し殺した低い声できく。

「そいつは、なかなか優ゆう秀しゆうで役に立ってくれたよ。お前には過ぎた男だ。だから、この僕が使ってやったのさ」

「……クズ野や郎ろうが！」

　唸うなるような声で吐はき捨てる。胃がねじ上がりそうなほどの怒いかりに、我を忘れそうになる。

　踏ふみ止まったのは、朔夜の腕には音葉が抱かかえられているからだ。

「死にたくないと、哀あわれに懇こん願がんしたのはそいつさ。高潔に死ぬことよりも、這はいつくばってでも生きることを望んだ。僕はそれを叶かなえてやっただけさ。感謝されこそすれ、お前に不敬な暴言を吐かれる筋合いはないね」

「魁をこれ以上、お前なんかに利用させるか。音葉も剣つるぎもだ」

「今さら、何もかも遅おそいんだよ。僕がこの世の神となる様を、絶望しながら見届けて死んでいけ。そのために、お前をここに招いてやったんだからな」

　朔夜が嘲笑し、天てん井じようを仰あおぎ見た。

「黄泉よみにおわしますマガツヒ神よ！　今こそ剣の封ふう印いんを解いて顕けん現げんください。我らは神の僕しもべとなりましょう。偉い大だいなるそのお力を以もつて、地上に混こん沌とんと災いをもたらさんことを！」

「何を」

　緋央はゾワリと肌はだが粟あわ立だつのを感じた。

　直後に、音葉の瞳ひとみがカッと見開かれる。

　草薙剣を取り巻いていた黒い煙が荒あれ狂くるい、緋央に襲おそいかかる。

　吹ふき飛ばされて壁かべにぶち当たった緋央は、込み上げてきた血の塊かたまりを無む理り矢や理りのみ下し、唇くちびるを拭ぬぐいながら起き上がった。

　その目に映ったものは、信じがたいものだった。

　黒い煙が、いくつもの頭を持つ蛇へびの姿をとりながら、うごめいている。

「何だ、あれ……」

　おぞましいとしか形容できない光景に、引きつった声が出る。

　剣から這い出してきた『それ』は、音葉の体に絡からみ付きながら咆ほう吼こうを上げた。

「草薙剣に宿る、神の正体ですよ」

　魁がうごめいているものから目をそらさずに答えた。

「あんなもの、神なわけがないだろう！」

　緋央は思わず叫さけぶ。そうでなければ、恐きよう怖ふに感情が支配されそうだった。

　正体不明の化け物は、この世に呼び起こしてはならないものだ。本能がそう告げる。

　この世でも、神のすまう高たか天まが原はらでもない。

　黄泉のさらに奥深くにある闇やみの中にいるべきもの……。

「何で、あんなものが草薙剣に封ふうじられているんだ!?」

　草薙剣は和平のための剣だ。神に捧ささげられる神聖な剣だ。

「神さ。アマテラスにかわり地上を統すべる真の神となる。お前も他の国の連中も、みんな斎王にだまされているんだよ。草薙剣が和平のための剣だって？　この剣はこの世を支配するための剣さ。ただの象しよう徴ちようじゃない。神の力を我がものとすることができるから、剣を手にしたものは王となり君臨できる。どうだ、素す晴ばらしいだろう？」

　完全にまともじゃない。

『化け物』を崇すう拝はいするようにうっとりと眺めている兄を見て、緋央はそう確信した。

「何がマガツヒ神だ。そんなことして、いったいどこの誰が喜ぶんだよ。おかしなものを呼び出しやがって……混沌と災いなら、てめえの上にだけもたらされてろ！」

（臆おく病びようになるな。逃げるわけにはいかないんだ）

　今、ここで踏み止まらなければ、止められなくなる。

　次し第だいに増していく禍まが々まがしい力を感じながら、情けなく震ふるえている自分の足に力を込めた。

　結ゆわえていた朱しゆ色いろの紐を解いて付け毛を投げ捨てる。紐の端はしをくわえながら襷たすきがけして袖そでをとめ、肩のところで固く結んだ。女の恰かつ好こうのままでは、まともに戦えない。

「あなたの手におえるような代しろ物ものじゃない。この世のものではない、神の世界に属するものだ」

　緋央は魁の胸むなぐらをつかんで、ぐっと歯を嚙かみしめる。手が震えているのが止まらない。

「おれは、朔夜やあんな化け物に……二度とお前や、音葉や……大事なものを奪われるわけにはいかないんだよ！」

　怒ど鳴なるような声になった。

　魁は眉み間けんに皺しわを寄せて何かを言いかけたが、思いとどまるように唇を引き結ぶ。

　魁を突つき放すと、緋央は剣を握にぎる手に力を込めた。

「人間ごときが猛たける神を鎮しずめられるものか。愚かなやつめ！」

　歯を食いしばって飛び出す緋央を眺ながめながら、朔夜が声高く笑う。

　草くさ薙なぎの剣つるぎをかまえた音葉が、赤く染まった唇で艶えん然ぜんと微笑ほほえむ。その手が無造作に剣を振ふると、蛇の姿をとる黒い固まりが襲いかかってきた。

　飛び退のいてかわしたが、直後に胸が圧あつ迫ぱくされて吹っ飛ぶ。

　緋央に剣をかまえる隙すきを与えず、音葉が地面を蹴けった。

　草薙剣を辛かろうじて受けたものの、押されて足が後方に滑すべる。

（どれだけ……馬ば鹿か力ぢからなんだよ！）

　音葉の普ふ段だんの力ではない。剣と剣とが震えてカチカチと音を立てる。

「音葉、正気に戻れ。神事で剣つるぎ舞まいをやらなきゃならないんだろ。練習したんだろ！」

「無駄だ、無駄。その女は抜ぬけ殻がらさ。斎王代……まさに神の依より代しろというわけだ」

　音葉から離はなれて見物しながら、朔夜が高笑した。

　剣が叩たたき折られ、緋央の肩に激痛が走る。

　草薙剣が血に染まり、柄つかを持つ音葉の手を濡ぬらした。すっかり乗っ取られているのか、その歪ゆがんだ顔は緋央の知っている音葉の顔ではない。だから、余計に腸はらわたが煮にえくりかえる。

「おれと一緒に戻るんだ。斎宮に……お前のいるべき場所に！」

　叫んでも、音葉の意識には届かない。

　どうやって、正気を取り戻させればいいのか分からなかった。

　頭を過よぎったのは、皺ラッキョウの講義で読まされた祝詞のりとだ。

　祝詞には邪じやを払はらいのける力があると、眠ねむいながら聞かされた話を思い出す。

「祓はらい、給たまい……清め、給え……」

　長くて難しいものは覚えていない。

　唯ゆい一いつ、覚えているのは日ひ頃ごろから唱えるように言われていた略式のものだ。

　そんなものに、効果があるのかさえ分からないまま、口にする。

　大和は言こと魂だまの幸さきわう国……言葉には神の魂が宿る。

「守り給い、幸え給え、祓い給い、清め給え、守り給い、幸え給え、祓い給い、清め給え、守り給い、幸え給え！」
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　ただ、必死に唱え続けた。

　這い上がってきた黒い煙が、首を絞しめ上げようとする。

　息苦しさを堪こらえながら、音葉をかばうように腕の中で抱えた。

「何をグズグズしているんだ。そいつを血祭りに上げてしまえ！」

　朔夜が苛いら立だったように甲かん高だかい声を張り上げる。

　剣を高くかかげた音葉の頰ほおを滴しずくが伝い落ち、頰を汚よごす血を洗い流した。

　震える手が剣を振り下ろす。

「高天原におわします八百やお万よろずの神たちよ。祓い給い、清め給え、守り給い、幸え給え！」

　緋央が力一杯叫さけぶ。

　剣が背に刺ささる直前、音葉の瞳に正気の色が宿る。

　驚きよう愕がくしたように目を見開いた彼女の手から、草薙剣が滑すべり落ちてカランと音を立てた。

「……緋央……」

　震える唇で、微かすかに音葉が呼ぶ。

「何やってんだよ、お前……人がどれだけ心配して……手間かけさせるな！」

　胸をなで下ろすと同時に、怒鳴るような声を上げる。

「私は、取り返しのつかないことを……」

　かすれた声を押し出し、音葉は堪えきれなくなったように嗚お咽えつを上げた。

　その体を一度だけ強く抱ほう擁ようしてから、緋央は朔夜の方に怒いかりの滾たぎる瞳を向けた。

「使えない娘むすめが。まあいい。どの道、お前の役目は神を呼び出すことだ。まとめて食われろ！」

　鈴が鳴る。

　覆面の男たちが人さし指と中指で宙を切るようにしながら、呪じゆ言げんを唱え続ける。

　化け物なのか神なのか分からないこの世ならざるモノは、黒こく煙えんを吐はき出しながら暴れまわる。それが、たしかに自分たちの方に意識を向けたのを感じて背筋が凍こおるようだった。

　音葉が喉のどから悲鳴をほとばしらせる。

「そこにいろ……動くなよ！」

　恐怖で全身を強こわばらせている音葉を後ろに押し退け、挑いどむように『化け物』を見み据すえた。




　剣を……。

　神の剣を……。




　首をもたげた化け物が、草薙剣を黒煙で巻き込みながら腹の中に取り込もうとしていた。




　剣をとりませ、神の剣を

　剣をとりませ、神の剣を




　ささやきのように、神楽かぐら歌が聞こえてくる。

　ドクンと心臓が跳はね、体中の血が沸わき立つ。




　剣をとりませ、神の剣を

　剣をとりませ、神の剣を

　剣をとりませ、神の剣を

　剣をとりませ、神の剣を




　次第に大きくなる神楽歌に、音葉の呼ぶ声、覆面の男たちの呪言や鈴の音もかき消される。

　衝しよう動どうに駆かられるままに走り出し、黒煙の中に沈しずみ込む剣の柄に手を伸のばす。

　つかんだ瞬しゆん間かん、咆ほう吼こうを上げた化け物になぎ払われて、壁かべに叩き付けられた。

　崩くずれた岩がん盤ばんの欠片かけらが降り注ぐ。

　胸の中から込み上げてくるものを堪え、緋央は歯を食いしばった。

　剣を……剣をとれっ！

　体の内側から沸き上がる衝動に突き動かされるままに、両手で柄を握り締め、黒煙の中から引き抜く。

　黄金色の光がほとばしる。

　喉のど元もとに食くらいつこうとする化け物をなぎ払う。

　体に巻き付く黒煙がはなれると、壁に背を押し付けたままずり落ちた。

　息が上がる。自分の呼吸と心音がやけに大きく聞こえた。

　草薙剣を引きずるようにしながら、緋央は歩き出した。

　化け物が暴れまわり、壁にぶち当たるたびに墓室が振しん動どうした。

　見開かれた眼まなこが、怒りで燃えるように赤かった。その目が飢うえたように覆面の男たちに向く。

　身の危険を感じたのか、覆面の男たちは恐きよう怖ふにあえぐような声をもらして逃げ出す。

「何をしている、戻って僕を守れ！」

　落ちてくる石から身をかばいながら、朔夜が声を引きつらせた。

　その声など無視し、他ほかの男たちは悲鳴を上げながら這はうようにして墓道に詰つめかけた。

「貴様のせいだ……貴様が邪じや魔まをするから！」

「邪魔だ、退け」

　つかみかかってきた朔夜を押し退け、剣をかまえる。

　化け物の目が自分を捉とらえるのが分かった。

　目を伏ふせて、神経を研とぎ澄すます。




　神の剣をとりて舞まえば

　神ぞ降り立つ、人代の国に……




（来る！）

　飛び退のきざまに目を開いて剣を振る。

　八つ股またに分かれた蛇へびの首の一つが、咆吼を上げて霧きりのように拡散した。

「一つ……」

　息を荒あらく吐き出しながら呟つぶやく。

　左右から大口を開いて飛びかかってくる。

　かわし、身をひねって右の首を断たつ。

「二つ……」

　さらに刃やいばを返して身を反転させ、左の首を叩たたき切った。

「これで、三つ！」

　耳みみ障ざわりなほど、あの神楽歌と太たい鼓こや笛のお囃はや子しの音が頭の中で響ひびいていた。




　剣をとりませ、神の剣を

　剣をとりませ、神の剣を

　剣をとりて神を降ろせば

　人代の国に、幸きたる




「剣つるぎ舞まい……どうして、緋央がこの舞を……」

　音葉は緋央の剣舞に目を見張る。

　剣舞は、代々斎王を受け継つぐ者しか知り得ない『神かみ舞まい』だ。

　まるで舞うように首を断ち切っていく緋央の姿に目を奪うばわれていた音葉は、横から蛇の尾おが襲おそいかかることに気付かなかった。

　はっとした時には、眼前に迫せまっている。

　恐怖で腰こしが立たず、逃げることもできなかった音葉の前に、魁が立ちはだかった。

　素す早ばやく地面に一線を引くと、指で印を結んで「結！」と唱える。

　見えない壁のようなものが、蛇の尾を弾はじき飛ばす。

「あ、あなた……何で……」

　結界を結べるのは、斎宮の中でも限られた高位の神官だけだ。

　細い背中を見上げて、何者だろうかとさぐるように見る。

　魁は冷静な表情で、緋央の動きを見つめていた。




　神よ降りませ、剣の上に

　神よ降りませ、剣の上に

　神の剣をとりて舞えば

　人代の国の神となる……




「八つ……っ！」

　飛び上がり、最後に残った化け物の首に剣を真っ直すぐに突つき立てた。

　剣の放つ光が黒こく煙えんをのみ込む。

　墓室を揺ゆるがすような絶ぜつ叫きようを上げて拡散した後には、重苦しい静せい寂じやくが残った。

　吐はき気のするような血臭が漂ただよう。足あし下もとには赤黒い液体が広がり、地面に吸い込まれていく。

　剣を持つ手が、今さら震ふるえた。

（やったのか……？）

　顔を上げると、朔夜が憎にくしみを込めた目で緋央を睨にらんでから身をひるがえす。

　逃がすかと、追いかけて肩をつかむと、短刀が襲いかかった。

　朔夜を突き飛ばしながら、後方に飛ぶ。

「お前はやはり、火高国に災厄をもたらす者だ。父上も甘い……母上によく似ているからって、情にほだされて。神官たちが忠告したのに、お前を生かし続けた。あの男の最大の罪だ！」

　朔夜が大声で喚わめく。

「黙だまれ、お前だけは……許さない……絶対にっ！」

　魁を下僕にして利用したこの男だけは！

「お前ごときに邪魔をされてたまるか。僕の国に、お前のような汚けがらわしい者は不要なんだ！」

　緋央に向かって怒ど鳴なってから、朔夜は魁に目を向ける。

「何をしている。さっさと始末しろ！　お前はそのために、生かしておいてやったんだ」

　魁は逡しゆん巡じゆんしてから、朔夜をかばうように緋央の前に立ちはだかり、剣けん先さきを向ける。

「一番大事にしている者の手に刺さし殺されて死ねるんだ。お前も本ほん望もうだろう？　緋央」

　朔夜は後あと退ずさりして逃げながら、歪ゆがんだ顔を見せて笑う。

　緋央は「どこまで腐くさってるんだ」と、腹の底から怒いかりを覚えた。

　足を踏ふみ出そうとすると、魁が「動かないでください！」と制した。

「動けば……斬きるっ！」

　明確な意思を宿した声で言い放つ。

「何で、そんなやつをかばうんだよ……何で、そんなやつの言いなりになる!?」

「……あなたでは、俺の願うことは叶かなえられない」

「一族の復興のことかよ。そいつには、お前の願いなんて叶えてやるつもりはない。おれへの当てつけで、お前を都合よく利用してるだけだ。そんなこと分かっているだろう!?」

「たとえ、そうだとしても俺はかまわない！」

　魁が一いつ瞬しゆんのぞかせた苦く悩のうの表情に、緋央は言葉をなくす。

　魁を追いやったのは、追放刑けいを命じた父ではない。

　魁を売って、利用した朔夜でもない。

　この自分なのだ。

　魁の境きよう遇ぐうを救うこともできず、その望むものを叶えられない、この自分だ。

　だから、魁は自分のところに戻ることはない。

「……そこを、退け」

　緋央は声を掠かすれさせて言った。魁は動かず、真しん剣けんな瞳ひとみで緋央を見み据すえている。

「そこを退け、魁！」

「大和の国は僕のものだ。二度と、お前に邪魔をさせるものか。生きて火高国の土を踏めると思うなっ！」

　魁の背を盾たてにしながら呪のろうように喚いた朔夜を、緋央は殺気立った目で睨んだ。

　その唇くちびるが「……してやるっ！」と動く。

　先に踏み込んだのは魁の方だった。刃と刃が擦こすれ合い、耳障りな金属音を立てた。

「邪魔……するな、魁っ！」

「血を分けた者を斬れば、大罪を負うことになるんだ！」

「そいつを生かしておくことの方が、大罪なんだよっ！」

　歯を食いしばり、剣をなぎ払はらう。

　視界の隅すみに逃げて行く朔夜の姿が映り、緋央は短刀を懐ふところから引き抜ぬいた。

　朔夜が「ひっ！」と声を上げて、転がりそうになりながら墓道へと向かう。

　その背中に向かって短刀を投げた瞬しゆん間かん、魁が自分と朔夜の間に飛び出した。

「魁っ！」

　止めるつもりで叫さけんだが、間に合うはずもなかった。

　魁の肩に短刀が突き刺さるのを見て、目を見開く。

　逃げていく朔夜の姿が目に入ったが、魁が剣を手に阻はばむので後を追えない。

　足を踏み出そうとすると、魁は「近付かないでください」と剣を突き付けたまま一歩引く。

　短刀の柄つかをつかんで引き抜いた途と端たんにあふれ出した血が、衣ころもを見る間に赤く染めた。

「おれを恨うらむなら……それでもいい。だけど、朔夜なんかに……あんなやつに手を貸すな！」

「あなたは……嫌いやになるほど、変わらない」

　うつむいた魁の口もとに苦く笑しようがにじむ。だが、それも一いつ瞬しゆんで、顔を上げた時には、その瞳には揺らぎはなかった。短刀を投げ捨てて踵きびすを返す。

「待て、魁！」

　焦あせって伸のばした手が、虚むなしく空を切る。

「もう、追わないでください」

　緋央の顔を見ることなく言い残して、魁は朔夜の後を追うように立ち去った。

　棒立ちになったまま、緋央は足下に落ちた短刀を見下ろす。

　動けなかった……。

　音葉が歩み寄り、「緋央」と気き遣づかうように声をかけた。

「何で……おれは……いつも！」

　やり切れない思いで、緋央は前まえ髪がみをつかんでうつむく。

「剣も私も、あなたが守ってくれた。あなたが来てくれなかったら、どうなっていたか分からなかった」

　わずかに顔を上げると、音葉が見つめていた。

　そうだ。守れたものもあるのだ……。

　唇を引き結び、草くさ薙なぎの剣つるぎの柄を握にぎる手に力を込める。

「戻ろう、音葉」

　そう言うと、音葉が頷うなずいた。

　自分には、果たすべき役割がある。

　神事を見届けるまで、投げ出すわけにはいかない。
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　絡からみ合うように枝を伸ばした木々が夜風にざわめく。

「お前ごとき、罪人の子を生かしてやったのは、何のためだと思っている？」

　倒たおれた魁の肩を、朔夜が踏みつける。

「もう少しで、神の力を手に入れられたんだ……緋央のやつさえ、始末できていれば！」

　踏みにじられる痛みに、魁の手が土を握り締しめた。声を上げまいと、唇を嚙かみしめる。

「貴様は最初から、始末する気などなかったんだろうがな。あいつの、どこがそんなにいいんだ？　一族を誅ちゆう殺さつされて、国を追われて下僕にされてまで……」

「あなたには……分かりませんよ……」

　顔をわずかに上げて強気な笑えみを見せると、朔夜は気に入らないとばかりに「悪あく趣しゆ味みなやつ」と吐き捨てて、魁を蹴けり飛ばした。

「まあ、好きにするがいいさ。言っておくが、お前は生かしも殺しもしない。緋央のやつが死ぬまではな」

「そいつは穏おだやかな話じゃないな」

　闇やみに包まれた木々の向こうから、衛え士じと高月が姿を見せる。

　松明たいまつの明かりに照らし出されて、朔夜は顔を腕で隠かくしながら後退りした。いつしか、衛士たちに囲まれている。

「貴様は緋央の……なぜ、ここに!?」

「俺は元々、斎宮の人間だからな。随ずい分ぶんと、とんでもない事をしでかしてくれたじゃないか。斎王様はそれはもう怒ど髪はつ天てんをつくご様子だ」

　高月はうずくまっている魁を一いち瞥べつしてから、目をすがめるように朔夜を見た。

「この男を始末しろ！」

　朔夜が怒鳴ると、覆ふく面めんの男たちが木々の上から姿を見せる。

「無む駄だだ。お前の所行だということは斎王様に筒つつ抜ぬけだ」

「僕を裁けるものなら、裁いてみるがいいさ。火高国がどうなるか、ご聡そう明めいなる叔母上殿どのなら分かっていると思うけどね！」

「ああ、そうだな……」

　高月の声が低くなる。静かな怒りを浮うかべた瞳に、朔夜は嘲ちよう笑しようを止めた。

「斎王様から言こと伝づてだ。今すぐに斎宮領を出て、二度とその反吐へどの出そうな面を出すな。今度、神かみ司づかさのクソ神官どもと縁えん起ぎの悪い疫病神を呼び出そうとするなら、ぶった切るだけじゃすまない。寛かん大だいなお許しも一度限りだということを、忘れるな」

　高月は行けと、顎あごをしゃくる。

「叔母上に……剣は必ず、手に入れると伝えておけっ！」

　朔夜は吐はき捨てて、覆面の男たちとともに暗がりに姿を消す。それを見届けてから、高月は立ち上がろうとしている魁に歩み寄った。手を貸そうとしたが、振り払われる。

「お前、上守の生き残りだな？」

　魁は警けい戒かいするように高月を見返した。

「なぜ、あいつらに荷担する……お前は緋央の親友じゃないのか？」

　高月が緋央と出会ったのは、魁が国を追われた後だ。だから、魁のことを直接に知るわけではない。「あいつが宮きゆう殿でんから行方ゆくえをくらますと、必ずってほどお前と会っていた社やしろにいたよ。隙すきがあれば都を抜け出して、お前をさがしに行こうとするし……正直、いい迷めい惑わくだったぜ。俺がさがしに行く羽目になったからな」

　高月の言葉を、魁は黙だまったまま聞いていた。

「斎王様からお前を保護するように仰おおせつかってる。斎宮にいれば、あいつともいられるんだ」

「俺を利用して、緋央を斎宮に縛しばり付けたいだけでしょう。冗じよう談だんじゃない」

　敵意のこもった瞳を向けられて、高月は軽く目をすがめた。

「お前がこれ以上、斎宮にとって仇あだなす存在になるようなら始末しなけりゃならなくなる。そんなことになれば、緋央のやつは俺をぶった切っても許さないぜ。そいつは本気で、ごめんこうむりたいんだよ」

「俺にはやるべき事があるんです。だから、あなたに始末されるわけにも、斎宮で飼われるわけにもいかない」

「緋央は、お前と一いつ緒しよにいることを望むと思うがな」

「……俺は災いをもたらすんだ……」

　魁が呟つぶやくように言った。

「それは……」

「斎王には俺の邪じや魔まをするなと」

　剣けん吞のんな光を宿した瞳で高月を一瞥し、足に力を込めて歩き出す。

　微かすかに震ふるえる手を胸にやると、肩から腕を伝った血が握り締めた指の間からこぼれ落ちた。
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　音葉を連れて外に出ると、山の稜りよう線せんが白くかすんでいた。

　夜が明ける……。

　高月が武装した衛士を連れて、駆かけ付けてくるのが見えた。

「遅おそすぎるんだよ！」

「こっちにはこっちの都合があるんだ。だいたい、行き先くらい告げていけ」

　いつもは告げなくても見つけてくるくせにと、緋央は顔をしかめる。

　高月は緋央の手にある草薙剣と、音葉を確かく認にんし、「無事か」と安あん堵どの息を吐いた。

　緋央は音葉の手をはなし、衛士の方へと押しやる。

「行けよ。神事で剣つるぎ舞まいをしなきゃならないんだ」

「でも、私は……っ！」

「斎王代に選ばれたのはお前なんだ。胸を張ってやってくればいいんだよ。それが、お前の役目だろう。他ほかに誰だれも代わってやれないんだ」

　緋央が強く言うと、音葉は唇くちびるを引き結んで頷いた。

「ほら、お前の剣だ」

「ありがとう……緋央」

　渡わたされた剣を胸にしっかりと抱だき、音葉は泣きそうな顔に笑みをつくる。

　音葉が衛士に伴ともなわれて立ち去ると、緋央の髪かみを高月の手がグシャグシャとなでた。

「な……何だよ!?」

「よくやった」

　目を細めてそう言うと、身がまえて睨にらんでいる緋央の頭から手を退けた。

「ヒヨコさんっ！」

　息を切らしながら、颯人がやってくる。

「すまん、思った以上に手間どってしまって……大だい丈じよう夫ぶか!?」

　緋央が答えるかわりに笑みを見せると、颯人は急に赤くなって背を向けた。

「良かった……ともかく、早く、戻もどらないことにはな」

　そう言うと、ギクシャクした動きで道を引き返していく。その後に、颯人の連れてきた衛士たちが慌あわてて続いた。
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　朝日が、拝はい殿でんの屋根の上に姿を見せる。

　衛士や巫女みこ、巫女見習いの少女たちが庭に控ひかえ、拝殿の板間には勅ちよく使したちが正座して並ぶ。

　緋央は巫女見習いとしてではなく、火高国の勅使として参列していた。

　付け毛をとり、白い内衣に深しん紅くの長衣という男子の正装姿だ。

　本来なら朔夜が臨席しているはずだったが、緋央たちが斎宮に戻った時には、朔夜と随ずい行こうの者たちはすでに斎宮を発たった後だった。

　急な病になったという理由で、斎王にも挨あい拶さつすらしなかったようだ。

　大事な神事に火高国だけ勅使が不在というわけにもいかず、紅奈の要よう請せいで緋央が代理として臨席することになった。衣装一式を手配したのも紅奈だ。

　久々に男の恰かつ好こうに戻れたのはいいが、この場には毎日顔を合わせていた巫女見習いの少女たちもいる。気付かれはしないかと、気が気ではない。

　緊きん張ちようして正座しながら、できるだけ顔を合わせないようにしかめ面をつくっていたが、緋央の際きわ立だった容姿に近寄りがたさをくわえて、余計に周囲の注目を浴びる羽目になっていた。

　厳げん粛しゆくな雰ふん囲い気きの中、白木の箱に収まった草くさ薙なぎの剣つるぎを捧ささげ持ち、音葉が進み出る。

　小こ袖そでと緋ひ袴ばかまの上に、正装の時に着る千ち早はやという鶴つるの模様が入った薄うすい羽織を着て、長い髪は水引で留めている。正面の簾すだれにおおわれた高座の前まで歩き、両りよう膝ひざをついて深く拝礼した。

　考えなければならないことは山ほどある。

　魁のことも、朔夜たちのことも、これから自分が何をすべきなのかも。

　だが、今はただ、大和の国に幸あらんことを願う。

　始まりを告げる太たい鼓この音を聞きながら、緋央は静かに目を伏ふせた。




　誓せい約やくの儀ぎを恙つつがなく終えた緋央は、他の勅使たちとともに拝殿を出た。これで、役目も終わりだと息を吐いて歩き出そうとした時、魁が鳥居のそばに佇たたずんでいるのを見つけた。

　足を止めた緋央の唇が、「何で」と驚おどろきを込めて動く。

　こちらに気付いた魁が、風にあおられた髪を片手で押さえる。その立ち姿は端たん然ぜんとしていて、清白な神官の祭服がこれほどよく似合う者もいないと思わせた。

「お前……その恰好……どう、したんだよ？」

　どういうことなのか分からず、緋央は戸と惑まどい気味にたずねた。

「神官に戻っただけです」

「戻ったって……朔夜の命令か？」

「貴様も斎宮に来ていたとはな」

　衛え士じを連れて歩み寄ってきた颯人が、魁を引き離はなす。自分の背にかばうようにしながら、緋央の前に立ちはだかった颯人に、緋央は眉まゆをひそめる。

「どう……いうことです？　じゃなくて、どういうことだ？」

　思わず『ヒヨコ』の口調でききかけて、今は男の恰好だったと思い出し、慌てて言い直した。

　魁は視線をそらしたまま、口をつぐんだままだ。

「白井の下僕にしておくには、惜おしいと思ってな。この者は凪国の神官に迎むかえることにした」

　緋央はわずかに目を見張る。それは、自分がやろうとしてもできなかったことだ。

　だが、颯人は容易たやすくそれができるのだ。武術でひけを取らなくても、颯人と自分では歴然とした力の差がある。それを思い知らされたような気がした。

「お前が言ったこと、ようやく分かった」

　拳こぶしを握にぎり締しめて、魁を見つめる。

「今のおれじゃ……駄だ目めなんだ」

　魁は相変わらず、押し黙ったまま目も合わそうとしない。

　緋央は颯人に敵意を含ふくんだ一いち瞥べつを向けて、背を向ける。

　今の自分では、何を言ってもただの負け惜しみになる。

「お前との勝負、あずけたままだったな」

　颯人が歩き出そうとした緋央に声をかける。振ふり返らないまま、足だけを止めた。

「ここは神の社やしろだ。おれはやるつもりはない」

　まして、今は和平の神事の後だ。剣を抜ぬけば、何もかも台無しにしてしまう。今は『ヒヨコ』でもなければ、ただの緋央でもない。火高国の勅使としてこの場にいるのだ。

「確かに、神事に水をさすのは野や暮ぼというものだ。だが、いいのか？　取り戻したいんだろう？」

「勝負をしたければ、凪国に来いと言ったのはそっちだ。行ってやるから、首洗って待ってろ」

　振り向いて宣言すると、颯人が挑ちよう発はつ的てきな笑えみを見せる。

「逃げるなよ」

　ぐっと歯を食いしばり、緋央は顔を戻してその場を立ち去る。

　颯人が「行くぞ」と、魁を促うながすのが聞こえた。
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　神事が無事に終わった翌日、呼び出されて内宮の奥にある内院に上がった。

　広い板いた間まに正座して、正面の高座に目をやる。女官の姿は見えず、簾の先にいる斎王の紅奈と二人だけだ。直接、叔母おばと会うのは初めてのことで、緋央は緊張して姿勢を正す。

「ご苦労でした、緋央。お前は剣の守護人としての役目を果たしてくれた。やはり、神しん託たくは間ま違ちがいなかったようですね」

「だけど、おれは……剣を盗ぬすもうとしたやつらを逃がした」

　うつむいて、声を絞しぼるように告白する。

　朔夜の行ったことの罪深さを考えれば、決して許すことはできなかった。

「剣と斎王代が戻り、無事に神事が行われた。それで良かったのですよ、緋央」

　宥なだめるように静かに言ってから、憂うれいを含んだため息を一つ落とす。

「お前に、兄殺しの罪を負わせたかったわけではないのですから……」

　今回の一件に朔夜が関かかわっていたことは、一いつ切さい公おおやけにされていない。

　勅使たちの追及も、素す性じようの分からない賊ぞくの犯行だったと通している。

　紅奈が犯人について口をつぐんだのは、火高国をかばうためではなく、大和のためだろう。

「叔母上、おれの役目も終わりだよな？　もう、斎宮にいる理由もない」

　だからといって、火高国に戻るつもりはなかった。

　魁を取り戻もどすまで、あの国には戻らないと決めたのだ。

「そのことですが……お前には、まだしばらく斎宮にいてもらわねばなりません」

「剣は厳重に保管してあるんだろう？」

「音葉が斎王代を辞し、故郷の水城国に戻ることになったのです」

　突とつ然ぜん告げられた話に、緋央は驚いた。

「そんな話、おれは聞いてない！」

　音葉には男だとばれた上に、友達ではない宣言をされたのだ。

　言う義理もないと思われたのかもしれないが、せめて一言くらいあって欲しかった。

「私も引き留めたのですが、操あやつられていたとはいえ、自分のしたことは許されないことだと」

「あいつはやめて……これから、どうするんだ？」

　斎宮で巫女になるのが音葉の夢だったはずだ。それを捨てるなんて、考えられない。

「故郷に戻り、斎さい戒かいして気持ちの整理がつけられれば、また戻ってくることもあるでしょう。斎王代でなくとも、巫女として神にお仕えすることもできるのですから」

「そう、か……」

　斎王代をやめるのは、音葉なりのケジメの付け方なのだろう。これから先のことは、音葉自身が決めることだ。自分にはそこまで、彼女の人生に踏ふみ込む資格はない。

「音葉がやめる以上、かわりに斎王代となる者を選定しなければなりません。そこで、神託に問うてみた結果、お前が斎王代になることが決定したのです」

「叔母上……ちょっと、待ってくれ」

　緋央は額に手をやり、片手を上げて言った。

「お前ならば、大おお御み神かみ様もお気に召めすだろうと思っていました。さすがは、私の甥おいっ子です」

「お気に召すわけがないだろう！　どう考えたって、無理な話だ」

　思わず、声が大きくなる。

　斎王代になるということは、いずれは紅奈の跡あとを継ついで斎王になるということだ。

　男が巫女見習いになって内宮に紛まぎれ込んでいるというだけでも本当は大問題なのだ。

「斎王代や斎王の役割がどれだけ大事なものか、十分に分かってる。おれなんかが気安く引き受けていいようなものじゃない！」

「我々は何としても、草くさ薙なぎの剣つるぎを守らなければならないのです。剣を奪うばおうとする者たちは、まだあきらめてはいないでしょう。その者たちに、剣を渡わたしてはならない。なぜだかは、お前も理解できるはずです」

　叔母上の声が深刻さを帯びる。

　緋央は迷うように手元に視線を下げ、唇くちびるを引き結んで思案する。

「剣の守護人には、おれよりも適任者がいるはずだ」

「いいえ、あなた以外に適任の者はいない」

「おれは……災さい厄やくをもたらすと神託を受けた人間なんだ。叔母上も知っているだろう！」

「聞きなさい、緋央」

　静かだが強い口調で言われて、緋央は押し黙だまる。

「草薙剣には神の力が封ふうじられている。あの者たちの手で封ふう印いんが解かれた時、顕けん現げんしたマガツヒ神の力を、お前が剣で制したと聞きました」

「それは……あの時は、音葉と剣を取り戻さなきゃならなかったからだ」

　叔母上は「これを」と、簾すだれの下から白木の箱を差し出した。

　封印の札が木箱全体に張り巡めぐらされている。

　緋央は弾はじかれたように顔を上げ、簾越ごしに紅奈を見る。

「この剣には二つの神の魂たましいが宿る。一つは、マガツヒ神の力……もう一つが、スサノオ神の力。草薙剣はスサノオ神の力をもって、マガツヒ神を抑おさえているのです」

「スサノオって……斎宮に祀まつられてるアマテラス大御神の弟神のこと……だよな？」

　大和には八百やお万よろずの神と言うほど多くの神がいる。
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　太陽の女め神がみで斎宮の主神であるアマテラスに次ぐ力を持つのが、スサノオ神だ。

　神の力をもって、神の力を抑える。それが、草薙剣だということだ。

「草薙剣は長い年月の間に、剣自体の神聖が失われつつあるのです。あの者たちも、それが分かっているから、今回の神事で狙ねらったのでしょう……」

「剣は三年に一度の神事で力を取り戻すんじゃないのか？」

「一度、マガツヒ神の力が呼び覚まされてしまい、剣が穢けがれてしまったがために、スサノオ神の力がかなり弱まってしまっているのです。もし、また再び同じようなことが起こり、今以上に剣が穢れるようなことがあれば、その時には封じることはもはやできないでしょう」

　八つの頭を持つ蛇へびの化け物を思い出し、知らずに握り締めた手が汗あせばむ。

「マガツヒ神が再び呼び覚まされるようなことがあれば、地上は闇やみに閉とざされ、疫えき病びようや天災によって多くの者が命を落とすことにもなるのです。あれは奈な落らくを支配する者……」

「剣にはもう一度、封印をほどこしたんだろう？」

「神の力を人ごときが封じられるものではありませんよ。術など気休め程度です。マガツヒ神の力を抑えるためには、神降ろしができる者が持つしかない。だからこそ、お前に託たくすのです」

「待ってくれ……おれは、神なんて降ろせない！」

「いいえ、お前が剣を振ふるった時、確かにスサノオ神の力を呼び起こしたのですよ。元々荒あらぶる神ですから、お前の気き性しように感応するところがあったのでしょうね」

　緋央は戸と惑まどうように、目の前におかれた白木の箱を見る。

　草薙剣を手にした時には無我夢中だった。神が降りたと言われても、まったく身に覚えがない。ただ、熱にうかされたような高こう揚よう感かんだけは覚えている。

「緋央、神はお前に剣を託したのです。草薙剣を火高国の王子に渡すなど、いくら神託といっても他ほかの国が許しはしないでしょう。ですが、斎王代であれば剣を持ち出すことができる」

「本当に、おれで……いいのか？」

　自分に問いかけるような声になった。

「大和の行く末がどうなるのかは、この私にも見えない……ですが、これだけは言えることです。闇に魅み入いられた者の手には、決して剣を渡してはならない」

　緋央の表情が険しくなる。

　朔夜や神官たちが取り込まれている闇というのが、どこまで広がっているのか分からない。

　闇に魅入られた者たちの手から大和を守らなければ、魁との約束も、二人で望んだ未来もありはしない。

　魁に、朔夜たちと同じ闇の道は歩かせない。

　そのためにも……この手で、神の剣を守るしかないのだ。

　緋央は瞼まぶたを開き、意を決して簾の先にいる叔母を見る。

「叔母上……いや、斎王様。斎王代の役目、謹つつしんで拝命いたします」

　両手をそろえるようにつき、深く頭を下げた。
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　紅奈から預かった草薙剣が入った白木の箱を手に医務所に向かうと、高月は板間にあぐらをかいて、ゴリゴリと薬草をすり潰つぶしているところだった。

「なんだ……また、女どもにいびられて怪け我がでもしたのか？」

「違う。一応、あんたにも報告しとかなきゃと思ったんだよ」

　緋央は板間に上がり込んで、きちんと正座する。高月が手を休めて緋央を見た。

「斎王代、引き受けたのか？」

「知ってたのか」

「当たり前だ。俺は斎王様の信しん頼らいは厚いんだよ」

　緋央は「無む駄だ足だった」と、頰ほお杖づえをついて憮ぶ然ぜんとする。

「……お前さ。草薙剣、ずっと箱に入れたままなのか？」

「何だよ？　悪いのか？」

「大事な剣なんだから、肌はだ身み離はなさず持ってるもんだろ」

「そうなのか？　だって……大事なものだし、下手へたに触さわると祟たたられるんだろ？」

　緋央は目の前の箱を見る。白木の箱に封印の札が貼はられている。

「もう、手て遅おくれじゃないか？　お前、もう触ったし、振りまわしたし……終わってるな」

　ケラケラと笑われて、緋央は「勝手に人を終わらせるな！」と不ふ機き嫌げんに言い返す。

「おい、開いてみろ」

「開いて、大だい丈じよう夫ぶ……なのか？」

　叔母から受け取って以来、畏おそれおおくて中を見ていない。箱を開いた途と端たんに、マガツヒ神の蛇の化け物が飛び出してくる可能性もなきにしもあらずだ。

「ああ。祟られるのはお前限定だ」

　緋央は唸うなってから、覚かく悟ごを決めて箱に手をかけた。高月の言い方はひどくむかつくものの、たしかに肌身離さず持っていた方がいい。

　恐おそる恐る蓋ふたを開くと、中には龍りゆうが巻き付いた金色の柄つかと、白はく銀ぎんの刃やいばをした……。

「草……刈かり……鎌がま？」

　緋央の手から箱の蓋が滑すべり落ちた。

　高月は腹を抱かかえて爆ばく笑しようしている。

「なんで、草刈り鎌が入ってんだよ！」

[image: ]

「草薙剣っていや、読んで字のごとく草をなぐ剣だからな」

　緋央は拍ひよう子し抜ぬけしたように、浮うかせた腰をストンと床ゆかに落とした。

「そんなアホな……叔母おば上うえに担かつがれた……のか？」

「いいや、これが草薙剣の本来の姿だ。ま、俺もお目にかかるのは初めてだけどな」

「だけど、マガツヒ神ってやつと戦った時にはちゃんと剣になってたぞ！」

　緋央が言うと、高月は腕を組みながら唸る。

「それは……多分、神が宿った時にだけ変化するんだろう」

「ってことは、普ふ段だんはこのまま……」

「良かったな、立派な草刈り鎌を受け継ついで。せいぜい精出して頑がん張ばれよ。野良仕事とかな」

　明らかに面おも白しろがった口調で、高月がバシバシと背中を叩たたく。

「草刈りとかやるために斎王代を引き受けたわけじゃない！」

「じゃ、何のために引き受けたんだよ？」

　高月にきかれ、緋央は手に握にぎり締しめた草刈り鎌……ならぬ、草くさ薙なぎの剣つるぎを見つめる。

　大和を、朔夜のような平和を脅おびやかす者たちの手から守るために。だが、それだけではない。

「変わりたいんだ……」

　緋央は呟つぶやくように答えた。

　災さい厄やくをもたらすと言われ続けてきた自分から。

　そのためには、自分自身が変わらなければならないのだ。

　人々に望まれる者となるように、大切なものをこの手で守れるように。

「おれは、強くならなきゃならないんだ」

　はっきりと声に出すと、心が定まる。草薙剣はそのために必要な力だ。

　この剣とは、長い付き合いになるだろう。

　そんな予感がした……。







　　　終







　音葉が瑞貴とともに水城国に戻ることになり、緋央は港まで見送りに出た。

　若葉色の衣ころもを着て綺き麗れいに髪かみを結ゆった音葉は、いかにも姫ひめ君ぎみらしく見え、落ち着かない気分になった。

「その恰かつ好こう……も、悪くないじゃないか」

　お互たがいに黙だまっているのも気まずくて、何気なく視線をそらしながら口を開く。

　音葉は「そう？」と、自分の恰好に目をやった。

「舞まい女ひめの恰好の方が……似合ってるけどな」

「私もそう思う」

　微笑ほほえんでから、音葉は緋央の結わえただけの付け毛にすっと何かを挿さす。

「あなたも、女の子なんだから少しは身なりに気をつかいなさいよ」

　手を伸のばして確かめてみると、簪かんざしのようだった。

「餞せん別べつよ。同室のよしみでね」

「おれは女じゃ……」

　言いかけた時、背後からいきなり肩を抱かれて、緋央は反射的に飛び退のいた。

「愛らしい君には、ヒヨコちゃんの簪がぴったりだ。私が夜なべして仕上げたんだから、大事にしてくれよ」

「瑞貴っ！」

　うろたえた緋央の腕をつかんで、音葉が怖こわい顔をしながら兄から引き離はなす。

「兄さん。緋央に近付かないでって言っているでしょう！」

「お前が色々と世話になったから、兄としてお礼をしないわけにはいかないだろ？　そのついでに、ちょっとばかり親しん睦ぼくを深めようとしただけさ。睨にらむなよ」

「緋央、この人ときたら節操なしだから、絶対に相手にしては駄だ目めよ。口をきくと穢けがれるわ」

　軽けい蔑べつの眼まな差ざしを向けられた瑞貴は、苦く笑しようを見せる。

　緋央は戸と惑まどうように、音葉と瑞貴を交こう互ごに見た。

「音葉……あの……」

「兄さんに……知られるとまずいでしょ」

　音葉が緋央を引き寄せたまま耳打ちする。

　緋央と目が合うと、瑞貴は面白がるように目を細めた。

「これからも、音葉のいいお友達でいてやってくれよ、緋央ちゃん」

「え、ええ……もちろん」

　暗に、友達以上の関係になったら殺すぞと脅おどされた気がして笑えみが強こわばる。

「後のこと、お願いね」

　音葉の冷えた手が、緋央の両手を包んだ。斎王代の役目を、これから音葉の代わりに果たさなければならないのだ。そう思い、緋央は身を引き締める。

「分かってる……音葉も、元気で」

　音葉の手が離れることに、少しばかり寂さびしさを覚えながら笑みを見せる。

「それじゃあ、またいつかね」

　旅立ちに相応ふさわしい明るく清すが々すがしい笑顔を残して、音葉が踵きびすを返した。

　手を振ってそれを見送ってから、口もとから笑みを消す。

「なんで……」

「君のことをかばおうとしている音葉が、可愛かわいくってね。私はそれにのったまでのことさ。女の子の君はなかなか私好みだしね」

　愉ゆ快かいそうに笑う瑞貴を、緋央は軽く睨ねめ付けた。

　笑い事ではない。おかげで、かなりややこしいことになったのだ。

「君は時々うっかり口を滑らせるから、気を付けた方がいい。知られたら、かなりまずい立場に立たされることになるだろう」

　真顔になった瑞貴の忠告に、緋央は「分かっている」と呟いた。

「神しん託たくとはいえ、二代に渡わたって火高国が斎王代を輩はい出しゆつすることは例にないことだ。快く思っていない国は多い」

「お前の国もかよ？」

「ああ……私自身もね。次期斎王になるのは、音葉以外にあり得ないと思っている。そうでなければ、あの子を嫁よめにやらなきゃならなくなるからね」

　そう言ってから、瑞貴は軽くため息を吐ついた。

「そんなことになったら、私はあの子の婚こん儀ぎに乗り込んでいって相手の男を絞しめ殺しかねないよ。そんな惨さん劇げきは君だって見たくないだろう？」

「妹の幸せを願ってやろうという気持ちはないのかよ？」

「もちろん、願っているさ。だからだよ。私はあの子を斎王にするためなら、どんな手段も厭いとわない。君も斎王代になったからには、覚かく悟ごはしておくんだね」

「お前が、敵になると言いたいのか？」

「そうならないことを願っているよ。音葉のためにも……」

　瑞貴は口もとに微笑を浮かべて、悠ゆう然ぜんとした足取りでその場から立ち去る。

　水城国だけではなく、他ほかの国も緋央が斎王代となった今回の神託には納なつ得とくしていないだろう。

　緋央自身、男の自分が偽いつわりの斎王代になるなど、許されないことだとは分かっている。

　それでも、やるべきことがある。

　斎王代として、自分のやり方で大和の安あん寧ねいを守ってみせる。

　そう決めたのだ。これだけは、譲ゆずれない。

　たとえ、そのために多くのものを敵にまわすことになろうとも。

　緋央は潮風に吹ふかれる髪を押さえ、目を伏ふせた。
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　緋央は、颯人の船をさがして埠ふ頭とうを歩く。他の勅ちよく使したちも、一いつ斉せいに国に戻ると聞いた。

　颯人を見送りたいわけではなく、魁が発たつ前にもう一度、会いたかったからだ。

　船をさがしていると、「ヒヨコさん！」とひどく畏かしこまった男の声が呼び止める。

　振り向かなくても誰だれなのかは分かり、「うっ」と顔をしかめる。

　聞こえないふりをしてそっぽを向いていると、駆かけ寄ってきた颯人が肩をつかんだ。

　緋央はあきらめて、笑みをつくってから振り向いた。

「颯人様。これから、お帰りですか？」

　神事の時のことを思い出すと腹立たしくて仕方がないが、この男がいるということは魁もいるはずだ。視線を彷徨さまよわせて姿をさがす。

　ソワソワしている緋央を、颯人は熱のこもる瞳ひとみで見つめた。

「昨日からずっと……ヒヨコさんのことを考えていた。こうして、国に戻る前に会えたのも、やはり俺たちは深い縁えんがあるからに違いない」

「え、ええ……そうかもしれませんわね。ほほほ」

　ろくな縁じゃないだろうなと思いながら、緋央は口もとを手で隠かくして品良く笑って見せた。

「ところで、その……安っぽい簪は、成瀬が作ったものでは？」

「そう、ですけど？」

　颯人は「やはり、そうか！」と、不快そうに顔をしかめた。

「あの女ったらしめ。安物簪を大量生産して、舞女や巫女みこ全員に配っているに違いない」

　拳こぶしを握にぎり締しめて憤いきどおってから、緋央の両りよう肩かたをがっしりとつかんだ。

「ヒヨコさん、そんなものは溝どぶにでも捨ててしまった方がいい。俺がかわりにもっと高価で似合う簪を贈おくってやる！」

「いえ、本当に……いりませんから。彩女さんにでも差し上げてください」

　緋央の頰ほおがヒクヒクと強ばる。

「何を言うんだ。彩女さんとは、本当になんでもない。俺は成瀬のようにあちこちの女の間を渡り歩くような浮気者じゃないからな。心に決めた人は、生しよう涯がいでただ一人だ！」

「まあ……それはご立派な。生涯でただお一人の方を早く見つけて、末永くお幸せに」

「俺は、もう心に……決めた人がいる」

　真しん剣けんな瞳で見つめながら、颯人が徐じよ々じよに顔を寄せてくる。

　緋央は徐々に身をのけぞらせた。

「は、早まったことはしない方がいいんじゃないかしら。でないと、死ぬほどその誓ちかいを後こう悔かいすることになると……思いますけど」

　のけぞりすぎて、空が見えた。

「凪国に帰っても、ずっと想おもい続けているから、信じて……待っていて欲しい」

「すっかりさっぱり、私のことは忘れ去ってくださっても全然、かまいません」

「必ず、また会いに来る。だから、その……別れの……接せつ吻ぷんを……」

「嫌いやです」

　顔をそむけて即そく答とうすると、颯人の顔が明らかに失望を浮うかべた。

「なぜだ、一度は交かわした仲だろう！」

「あれはその、やむにやまれず……」

（お前が接吻を交わしたのはタコであって、おれじゃないけどな）

　とはいえ、颯人には剣つるぎを取り戻もどすために奔ほん走そうしてもらった義理もある。この男に借りを作ったままというのも気分が悪いが、礼のために接吻をするのはいくら何でも嫌すぎる。

　何かないかと視線を彷徨わせていると、鳥居のそばの露ろ店てんが目に留まる。

　厳いかつい形相の男が中腰座りをして、口に楊よう枝じをくわえている。その前で、親子連れが立ち止まった。

「お母さーん！　色のついたヒヨコ、欲しいーっ！」

「駄だ目めよ。小さい時には可愛かわいいけど、でかくなったら凶きよう暴ぼうなニワトリになるんだから！」

　泣き叫さけぶ子供を、母親が引きずっていく。

　緋央は露店に駆け寄ると、小こ銭ぜにを払はらって引き返してきた。

「接吻はできませんけど……このヒヨコを私のかわりと思って、育ててやってください」

　手につかんだ真っ青な色のヒヨコを、緋央は颯人の手に押し付ける。

「ヒヨコさん……の、かわりのヒヨコ」

　小刻みに震ふるえている哀あわれなヒヨコを、颯人は両手でそっと包み込んだ。

「片時もはなさずに大事にする」

「え、ええ……そうしてくださいませ」

（まあ、本人が喜んでいるんだからいい、よな）

　少しばかり後ろめたさを覚えて、視線をそらす。

　颯人が不意に、真顔になった。

「いつか、あなたに俺の故郷を見せたい。来て、くれるか？」

　緋央は一いつ瞬しゆんの間をおいてから、思わず見ほれるような微笑を浮かべた。

「……ええ、必ず」

　目に一瞬宿った剣けん吞のんな光に気付かず、颯人はパッと顔を輝かがやかせる。

「そうか、待っているからな！」

「愛しの颯人様！　こちらにいらっしゃいましたのね」

　彩女が目を輝かせながら、やけに腰と手を振って駆け寄ってくる。

「これ、彩女。あまりはしたないことをするでないぞ！」

　腹を揺ゆらしながらあたふたと追いかけてくるのは、商人の白井だった。

「あら、お父様。許婚いいなずけ同士なのですからかまいませんわ」

　彩女は怯おびえた表情を見せた颯人に、遠えん慮りよなく飛びつく。

（お父様っ!?）

　ということは、彩女は白井の娘むすめということだ。顔立ちは似ても似つかないが、性格を思えば妙みように納得ができた。この父にして、この娘ありだ。

「何をするんだ、彩女さん！」

　颯人は緋央の視線を気にしながら突つき放そうとしたが、彩女はしがみついて離はなれない。

「あら、あなた。私の颯人様に何か御ご用ようかしら？」

　ジロリと睨にらんで嫌みったらしくたずねた彩女を、緋央は笑えみでかわす。

「いいえ、もう用は済みましたから。それでは、失礼」

「斎王代に選ばれたからって、いい気にならない方がいいわよ。舞まいの一つも満足にできないあなたなんて、誰が認めるものですか！」

　投げつけられた言葉を背に受けながら、緋央はその場を後にした。
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　凪国の大きな船に、次々と荷が運び込まれていた。

　緋央はそのそばに佇たたずんでいる魁の姿を見つけ、一瞬だけ躊躇ためらう。

　魁が振り向いてこちらに気付いたので、思い切って歩を進めた。

「……行くのかよ」

　声が上ずるのを悟さとられないようにたずねる。魁はわずかに瞼まぶたを伏せて「ええ」と短く答えた。

　魁の白い祭服姿を目に留めてから、視線を下げる。

　神官なら無体な扱あつかいをされることもないだろう。だが、朔夜の命令で動いていることが颯人に知られれば、ただではすまない。そのことを思うと、素す直なおに喜ぶこともできなかった。

　思わず押し黙だまっていると、魁の方が口を開く。

「……斎王代になったんですね」

「ああ……このおれが、巫女を目指すなんて考えられないよな」

　自分たちが子供の頃ころ、今の状じよう況きようを想像できただろうか？

「似合うと思いますよ」

「本気で言っているのかよ？」

「神楽かぐら舞……ちゃんと、見たかった」

「絶対、お前には見せない」

　顔をしかめて言うと、魁は口もとに小さく笑みをこぼした。

　こうしていると、流れていった時間などないように思える。だが、実際には互たがいの距きよ離りは遠くて、以前のようには戻ることはない。そのことが胸を締め付けた。

「魁、お前が前に言ってくれたよな。こんなおれでも、人に必要とされる時が来るって」

　自分に斎王代など相応ふさわしくないことは分かっている。

　それでも、引き受けたのは、魁の言葉を信じたかったからだ。

「おれは、大和の人々に必要とされる人間になる」

　──ならなければならないのだ。草くさ薙なぎの剣つるぎはそのために託たくされた力だ。

「朔夜や神官たちに、もう二度とマガツヒ神なんて化け物を呼び起こさせたりはしない。剣はこの手で守ってみせる」

「……草薙剣は戦乱を引き起こす覇は者しやの剣ですよ。剣を手にした者が、どれほどの血を流したのか分かっているんですか？」

「大和の和平のため以外に、使うつもりなんかない」

「それは、理想だ。剣を持つ以上、望む望まないにかかわらず戦いは引き起こされる」

「戦いを起こさないために、斎王代として剣を持つんだよ。女の恰かつ好こうなんて……最初は、お前をさがすために仕方なく始めたことだけど、今はこれでいいと思ってる」

　神の使いである斎王代だからこそ、戦いではなく和平で大和を一つにできるはずだ。

「やはり、剣はあなたが持つべきものではない……」

　魁は顔をそむけ、それ以上緋央を見ることなく歩き出す。

「おれは決めたことは絶対にあきらめないからな。お前との約束のことだ！」

　背を向けた魁に向かって、緋央は声を張り上げた。

　振り返らないまま、魁が船に乗り込む。

　出航した船が水平線の先に消えるのを見届けてから、緋央は背を向けて歩き出した。

　斎王代として目指したこの道は、魁と二人で誓った世界に通じている。

　そう信じて、今はこの道を真っ直すぐに歩いて行く。

　緋央は胸に込み上げてきたものを堪こらえて、蒼そう々そうたる天を仰あおぐ。

　その首にかけた瑪め瑙のうの勾まが玉たま飾かざりが、太陽の光をはね返した。







　あとがき







　皆みな様さま、すっかり冬めいてまいりましたのに、真夏の物語を出してしまった痛つう恨こんの望月もらんでございます。

　さて、今回の作品は大和やまと……といってもファンタジーなのですが、日本風な世界を舞ぶ台たいにした英えい雄ゆう女装譚たん（多分）でございます。いかがでしたでしょうか。緋央のことを、憎にくからず思っていただければ幸いであります。

　いやはや、今年ほど神社に参りまくった年もございませんでした。新年の毎年恒こう例れい出雲いずも大社詣もうでに始まりまして、人生初のお伊い勢せ参りに、三種の神器のうちの一つ、本作にも登場する草くさ薙なぎの剣つるぎを祀まつる熱田神宮の方にも足を運びまして。

　鳥取、島根の辺りは古事記にまつわる神社も多くございますが、須す佐さ神社やら、因いな幡ばの白ウサギで知られる白はく兎と神社などなど、とにかく祈き願がんしまくってきたので、神様も「また、てめえか。いい加減にしろよ！」と思われたことでありましょう……。

　しかしまあ、その甲斐かいありましてか、今年もよいご縁えんを結んでいただきまして。本作のイラストを、松本テマリ先生に引き受けていただけることに相成ったのでございます。

　私はもう、感無量、「神様、ありがとうっ！」という感じなのであります。縁結びの神様は、私の場合、お仕事の縁の方をよく結んでくださいます。これも恋れん愛あいにうつつを抜ぬかしておらずに、仕事に邁まい進しんせい！　という神様の思おぼし召めしと思い、ひたすら、ひたすら、キーボードを親の敵のように叩たたき続ける日々を送っているのでございました。

　人のご縁というのは、本当に大切なものだと、常々思うわけであります。今回の作品は、プロット段階からかなり手こずりまして、担当編集様にも胃の痛くなるような思いをさせてしまいました。創作とは一ひと筋すじ縄なわではいかないものだと痛感した次第です。

　こうして、世に出せる形となったのも、多くの方々のご支し援えんとご尽じん力りよくのたまもの。

　松本テマリ先生、担当編集様、直接、間接問わず、制作に携たずさわって下さった方々とのご縁、そして読者の皆様と、こうして本を通して結ばれたご縁を、もらんめは大事にしていかなければならんなと思うのでありました。

　では、願わくばまた、お会いできることを。





望月　もらん　　
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王おう子じはいつでもガチ勝しよう負ぶ！




はじまりは神しん剣けん、だろ？








望もち月づきもらん
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